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　第一話　召しよう喚かんされた男







〈一九九Ｘ年五月八日──快かい晴せい〉





　俺おれの名は南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう。


　一月十六日生まれの二十九歳。血液型はＡ。


　身長二〇四センチ。体重一〇八キロ。


　職業は不定……だったが、何の因いん果がか明日あしたから高校の教師をやることになっているらしい。まるで他ひ人と事ごとのような言い方だが、自分でも実感が湧わかないのだから仕方がない。


　大学を卒業してから長らく海外を放ほう浪ろうし、仕事といえば調理士か日本人旅行者相手の観光ガイド、それとバーの用心棒ぐらいしか経験のない俺に、果はたして教職が勤つとまるのかどうか──


　それはさておき、俺は現在、地球とは時空を隔へだてたソルバニアと呼ばれる異世界にいる。


　いきなり何だと思うかも知れないが、これはギャグでもジョークでもなく、あくまで現実の話だ。大マジである。聞きたいことは山ほどあるだろうし、できれば詳くわしく説明したいところだが、そいつは後回しだ。あいにく俺はとても忙いそがしい。


　なぜなら──俺は今、怪獣と闘たたかっている真っ最中だからだ。





　　　　一





『ＧＹＵＯＯＯｏｏ──!!』


　石造づくりの地下通路に咆ほう哮こうが轟とどろいた。両肩から長大な角つのを生はやした竜りゆう型の怪かい獣じゆうが、四メートルを超える巨体を震ふるわせて突進する。


　怪獣の進路上に、敢然と立ちはだかる一つの影があった。


　それは見事なまでに鍛きたえ上げられた肉体を持った、惚ほれ惚ぼれするほどの大男だった。胸むな板いたは分ぶ厚あつく、グレーのＴシャツの袖そでから出ている腕の太さは子供のウエストほどもあり、アーミーパンツに編み上げのブーツを履はいた足は大たい木ぼくのように床ゆかに根を下ろしている。


　太い首に支えられているのは、大作りの、いかにも男臭くさい顔だった。その表情は厳きびしくストイックに引き締しめられており、どこか哲人めいた知性と落ち着きを感じさせる。図ずう体たいに似に合あわぬ少年のように澄すんだ瞳ひとみの色は、黒に近い焦こげ茶色だった。


　その男──南雲慶一郎は、その場に踏ふみ止とどまったまま怪獣の突進を避よけようとはしなかった。それどころか両腕を大きく広げ、


「──さあ、来い！」


　自分を串くし刺ざしにしようとした二本の角を、両脇わきに抱かかえ込むようにして受け止めた。そのまま突進を止めようとするが、次の瞬間、慶一郎の両足は空を蹴けった。


「あらら～!?」


　慶一郎の身体からだはフォークリフトよろしく二本の角で持ち上げられ、通路の左右に立ち並ぶ柱に叩たたきつけられた。ひと抱えもある柱がハリボテのように簡単に折れて倒れる。


「うー、痛てて……重力が小さいと踏ん張りがきかないからな」


　バチィ！


　怪獣は二本の角をスパークさせて稲いな妻ずまを放射した。バチバチと大気の弾はじける音とともに、電撃の舌したが全身を舐なめる。


「うわっ、熱い熱い熱い！」


　慶一郎は身体中で爆ばく竹ちくが破は裂れつするような熱さと痛みに飛び跳はねたが、その電撃は二、三秒で収まった。見ると、怪獣の顔に奇き妙みような紋もん様ようの描かれた黄色い布が巻き付いて視界を奪うばっている。


「イェネンの鬼き神しんよ、今のうちです！　急いで!!」


　凛りんとした声に振り向くと、そこには巫み女こを思わせる白と朱の衣い裳しように身を包つつんだ少女がいた。血管が透すけて見える白い肌はだにガラスのような銀ぎん髪ぱつ、そして一目で白子アルビノと判わかる紅あかい瞳──ソルバニアの鬼神召喚士・レイハである。黄色の布はレイハの服の袖そで口ぐちから伸びていた。


「よっしゃあ！」


　慶一郎は両足を前後に開いて腰を落とし、深く高い息い吹ぶきの声を上げた。特とく殊しゆな呼吸法により全身に満ちた精気と霊れい気きのエネルギーを束たばね、そこに攻撃的な意識──闘とう魂こんを吹き込んで〈龍りゆう気き〉と化す。


　脇に構かまえた両手の間から目ま映ばゆい金色の光がほとばしった。地球ではイメージするだけで実際は目に見えないはずの〈龍気〉の霊的エネルギーが、ソルバニアでははっきり光として肉眼で確認できる。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　慶一郎はソフトボールほどの大きさに育った龍気弾をアンダースローで投げつけた。


　ボシュウッ！


　龍気弾は怪獣の眉み間けんを貫かん通つうし、体内で爆ばく裂れつして巨大な火柱を上げた。爆発四散した怪獣の身体は紙のようにあっという間に燃えて白い灰と化す。


『オオ……』


　後方に控ひかえているソルバニアの戦士たちの間から、感かん嘆たんとも戦せん慄りつともつかない溜ため息が漏もれた。戦士といっても全員が人形のように色白で手足の細い、見るも可か憐れんな少年少女たちである。ファンタジーによく登場するエルフと呼ばれる妖よう精せいに似ていた。


「やれやれ……難なん儀ぎな怪物だったな。レイハ、こいつで終わりか？」


「いいえ。ここは〈魔素の巣す〉の一つなのです。この先、何匹が実体化しているか予想はできません」


　傍かたわらにやってきたレイハが答えた。レイハの身長は一五〇センチ足らずで中学生程度にしか見えないが、それでも他のソルバニア人に比べると大女の部類に入る。彼らから見れば二メートルの慶一郎は怪獣以上のモンスターに違いなかった。


「魔物の巣か……確かにそうらしいな」


　通路の先に広がる闇やみの中に、無数の赤い光点が見えた。それらはすべて〈魔素〉が凝こり固まって生まれた魔物の複ふく眼がんであった。


「こりゃ呑のん気きに一匹ずつ相手にしているヒマはなさそうだな──」


「ケイ、どうするつもりです？」


「レイハは後ろにさがっていろ。一気に片付ける」


　慶一郎は再び〈龍気〉を練ねると、全身に満ちたパワーを両手に集めた。極大に膨ふくれ上がった〈龍気〉を一気に開放する。


「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉[image: ]」


　超巨大な龍気弾が、燃える流星のように闇を切り裂さいて飛ひ翔しようし、通路に巣食う魔物たちを焼き尽つくした──





　　　　二





　帰き還かんの魔ま法ほう陣じんに入ってレイハがさえずるように呪じゆ文もんを唱となえると、重力の感覚が消失し、慶一郎の視界は青白い闇に包つつまれた。


　間もなく両足に地面の感かん触しよくが戻もどり、全身にズシリと重力を感じた。


　周囲の闇が急速に晴れて、広い公園内の風景が現れる。日にち没ぼつ直後らしく西の空に残光があった。


「ふう──……」


　慶一郎は跪ひざまずくようにして丸めていた身体からだを伸ばして立ち上がり、大きく溜め息をついた。


「なんとか生きて帰れたが……さすがにくたびれたぜ。さて、ここは──」


　首をコキコキと鳴らしながら、慶一郎は改めて辺あたりの様よう子すを確認しようとした。


「ちょっと、そこのあんた！」


　いきなり聞こえてきた鋭するどい調子の声に、慶一郎は凍こおり付いた。


（み、見られた──!?）


　恐る恐る声のした方に振り向くと、そこにはセーラー服姿の高校生らしい少女が仁に王おう立ちに立っていた。


　一七〇センチ以上あるすらりとした長身で、長い黒くろ髪かみを時代劇のくの一風に高い位置で結んでポニーテールにしている。目鼻だちがはっきりしていて、可愛かわいいというよりは美人、美人というよりはハンサムと言った方が当たっている。やや太めで凛り々りしい眉まゆが意志の強さを表していた。


　少女は右手を上げて、人差し指を慶一郎の顔に突き付けている。


「ええ～っと……」


　慶一郎が顔を巡めぐらせて周囲を見回すと、


「誰だれを探さがしてるのよ？　あんた一人しかいないじゃない！」


「そ、それで……俺に何の用だい？」


「とぼけるんじゃないわよ!!　今、あんた、その……何かピカーッと光って、いきなり出てきたでしょ!?」


「だから、何だ？」


「え？」


　少女は慶一郎の冷静な返事に面食らったようだった。慶一郎は相手がひるんだスキを逃のがさずたたみかけた。


「いきなり光とともに現れたから、それがどうしたというんだ？　何か問題でもあるのか？　それとも日本の法律に触ふれるのか!?　そして君の家はマンションなのか？」


「え～っと、その……うちは一応一戸建てだけど──」


　少女は慶一郎の居い直なおった態度に気け圧おされて口ごもる。慶一郎はこのままウヤムヤにして逃げ切ることに決めた。


「世の中には訳わけの分からないことなどいくらでもある！　余計なことに首を突っ込んでいる暇ひまがあったら、学生らしくさっさと家に帰って宿題でもするんだな……では、さらばだ!!」


　慶一郎は少女に背を向けて歩き出すが、三歩と進まないうちに呼び止められた。


「ちょっと待ちなさいよ！　誤ご魔ま化かそうったってそうは問とん屋やが卸おろさないわよ!!」


（ううっ、やっぱり!?）


　どう言い訳しようかと悩なやみながら振り向いた瞬しゆん間かん、慶一郎は針のように尖とがった殺気が飛んでくるのを察して総毛立った。顔に向かって飛ひ来らいするそれを反射的に摑つかみ取る。


「こ、これは──ボールペン!?」


　それは先端が金属製のボールペンで、中に錘おもりが仕込んであるようだった。少女はボールペンを棒手しゆ裏り剣けんのように次々と投げた。慶一郎は慌あわてながらもすべて指の間に挟はさんで受け止める。


「何をするんだ!?　危ないじゃないか！」


「簡単にキャッチするなんて……あんた、ただ者じゃないわね!?」


「いや、君も相当のもんだと思うけど……」


「おだまり！」


　少女は竹刀しない袋の口を解といて赤あか樫がしの木ぼく刀とうを抜き、正せい眼がんに構かまえた。


「どう考えても怪あやしすぎるわ。何がなんでもあんたの正体、暴あばいてみせる！」


「ま、待て……話せば分かる」


「問答無用!!」


　言うなり少女はポニーテールを躍おどらせながら踏ふみ込み、烈れつ風ぷうのような突きを放はなった。


（これは──！）


　三年前にスペインで闘たたかったマタドールのサーベルよりも数段速く、鋭するどい突きだった。水すい月げつを狙ねらって伸びてくる剣先を、慶一郎は上体をひねって紙一ひと重えで避よける。


　勢い余あまって泳いだ木刀を足で蹴けり飛ばそうとしたが、少女は飛ひ燕えんの素す早ばやさで切り返し、肩を狙って打ち込んできた。ガツッと鈍にぶい音がして、木刀をガードした左腕に激痛が走る。


「痛つあ──っ!!」


　慶一郎は滅めつ多たに出さない悲ひ鳴めいを上げて後ずさった。


「ほ、本気で殴なぐったな？　今のは手て加か減げんしなかったろ!?」


「そうよ、本気と書いてマジと読むのよ！　これ以上痛い目にあいたくなかったら正しよう直じきに話すことね！」


　少女は摺すり足でじりじりと間合いを詰めながらプレッシャーをかけてくる。切れ長の眼は異様な輝かがやきを帯び、紅こう潮ちようした顔は何な故ぜかとても嬉うれしそうに見えた。


「あんたいったい何者？　どこから来たの？　まさか歴史を変えるために未来からタイムマシンで──」


「それじゃターミネーターだよ」


「じゃあ、宇宙人が地球偵てい察さつのために送り込んだアンドロイド？」


「アンドロイドが木刀で殴られて痛がるか!?」


「それだけ性能がいいのよ！」


「無茶苦茶な……」


「それで嫌いやなら超能力で瞬間移動テレポートしてきたんだわ！」


「ん～……じゃあ、それでいいよ」


「ウソね！　絶ぜぇーっ対、そんなはずないわ!!」


「どっちなんだよ!?　自分で言ったくせに……」


「ええい、問答無用よ！」


　再び木刀が唸うなった。喉のどを狙う突きと見せ掛けて脛すねを打ち、上段打ちから変化してガラ空あきの脇わき腹ばらを叩たたく。運良くガードに成功しても、受けた手足が死ぬほど痛いのであまり意味がなかった。


　少女は明らかに剣道経験者、それも有段者の腕前だったが、恐ろしいのは生なま身みの人間を思い切り木刀で殴れる精神力である。寸すん止どめで済ますつもりは毛もう頭とうないらしい。


（い……いかん、このままでは本当にやられてしまう！）


　真剣に生命の危機を感じた慶一郎は、正面から突き込んでくる剣先に蹴りを合わせ、木刀を上に弾はじいて連続攻撃を止めた。その隙すきに爪つま先さき立ちになって背中を丸め、逃げ腰に見える奇き妙みような構えを取る。


「……!?」


　慶一郎の構えを見た少女は一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよする様よう子すを見せたものの、構えの意味を理解しようともせずにすぐに打ち込んできた。


（見切った！）


　少女が踏み込むと同時に慶一郎は動いた。背を丸めた低い姿し勢せいのまま、特とく殊しゆな歩法で滑すべるように一歩で間合いを詰め、木刀を振り上げた瞬間に生じた一瞬の死角に飛び込む。


「──〈南な雲ぐも流無む刀とう取り〉!!」


　パンッ！


　少女の手から木刀がすっぽ抜け、高々と宙に舞った。すれ違うようにして放はなった当て身がカウンター気味に入り、少女は短く呻うめいて身体を折った。


「あ、しまった──」


　崩くずれ落ちる少女を抱きかかえながら、慶一郎は青ざめた。


〈無刀取り〉は、相手が打ち込んでくる瞬間に懐ふところに飛び込み、柄つか頭がしらを下から叩いて剣を弾き飛ばし、さらに当て身で倒すまでの一連の動きがワンセットになった技わざである。もちろん女子高生相手に当て身までするつもりはなかった。タイミングがあまりに良かったため、思わず右手が出てしまったのだ。


「まいったなあ……」


　慶一郎は気絶した少女の身体を両腕で抱き上げ、手近なベンチに横たえた。何かが地面に落ちる音に気付いてベンチの下を探さぐると、一冊の生徒手帳が見付かった。グレーの表紙を開いて学生証を見ると、少女本人の顔写真が貼はってある。


「大門高校二年Ｂ組、御み剣つるぎ涼りよう子こ……か。なるほど、な」


　やけに説せつ得とく力のある少女の名前に、慶一郎は妙に腑ふに落ちた気分になった。





　　　　三





　翌よく日じつ──大門高校・二年Ｂ組の教室。


「おっはよー、涼子！」


　机つくえに頰ほお杖づえをついていた涼子は、クラスメートの挨あい拶さつにも鈍にぶい反応しか見せなかった。


「ああ……おはよう」


「あら、なんか眠そうな顔ねえ」


「眠そうっていうより……眠いのよ」


「どうしたの？　日本語が変よ」


「ちょっちね──……」


　言いながら、涼子は手を口に当てて生あくびする。普ふ段だんの颯さつ爽そうとした涼子を見み慣なれている者には十分驚おどろきに値あたいする行こう為いといえた。


「なあに？　まさか、新しい必ひつ殺さつ技わざを開発するために夜通し稽けい古こしてたなんて言わないでしょうね!?」


「んなバカなことしてないわよ。ちょっと他人には説明しづらい事件に遭そう遇ぐうして──」


「涼子さん！　ニュースですよ、ビッグニュース!!」


　女の子のようにトーンの高い声が聞こえたかと思うと、中学生くらいにしか見えない小柄な男子生徒が駆かけ寄ってきた。昨年度の全校アンケートで『弟にしたい可愛かわいい男の子』部門でダントツで一位に輝かがやいた神かみ矢や大だい作さくである。


「おはよう大作君。ニュースって、何？」


「いや～、それは僕ぼくの口からはちょっと言えませんねえ」


　天使のような笑顔でそう言われ、涼子はガクッと机に突っ伏ぷした。


「だったら言わないでよ！」


「でも、すぐに判わかりますよ。ズバリあと五秒後！」


　大作は腕時計を見ながらカウントダウンした。


「３、２、１……キュー！」


　指をパチンと鳴らすと同時に、教室の隅すみに設置してあるＴＶモニターがＯＮになった。


　そこに映うつし出されたのは、フレームの太い古めかしいデザインのサングラスをかけ、立りつ派ぱな頰ほお髯ひげを生はやしたダンディな中年紳しん士しの姿だった。クラスの生徒全員が何事かと注目する。


『おはよう、二年Ｂ組の諸しよ君くん。校長の藤とう堂どうだ。今日きよう、私がこうしてホームルームに顔を出したのは他ほかでもない──』


「なんだよ、新しい指令でもくれるのか？」


　誰だれかのツッコミに笑いが広がった。そのあまりにも怪あやしい雰ふん囲い気きから『あのオヤジは絶対に何かたくらんでいるに違いない』ともっぱら評判の藤堂校長のＴＶ演説は、まるでＣＩＡかＦＢＩの長官がエージェントに極ごく秘ひ指令を下しているように見える。


『先頃結婚退職された青木教きよう諭ゆの後任として、諸君らのクラス担たん任にんと英語IIＡの授業を受け持つ新任教師が、本日付けで就しゆう任にんする運びとなった。その教師は当校の卒業生であり、七年間の海外生活で本物の英語と接してきた、極きわめて有能でしかもすこぶる面おも白しろい男……とだけ伝えておこう。詳しよう細さいについては彼自身の口から聞いてくれたまえ。間もなくそちらに到着するはずだ。失礼のないよう、全員着席した上で迎むかえるように。なお、この件に関する質問は報道委員を通して随ずい時じ受け付けている──以上だ』


　藤堂校長は愛用のパイプをくわえると、椅い子すをゆっくりと回転させて背もたれの向こうに消えた。画面がブラック・アウトし、自動的にモニターもＯＦＦになる。口笛と歓かん声せいを上げて大いに受けている生徒たちの中で、涼子は醒さめた顔で溜ため息をついた。


「相変わらずねえ、うちのバカ校長は。いったい何考えて生きてんのかしら？」


「あはは……面白いからいいじゃない」


「面白すぎるわよ。校長が校長なら生徒も生徒よ。この軽けい薄はくな校風、どうにかならないのかしら？」


「とか言いつつ、その校風に一番馴な染じんでるのは誰？」


「まさか、あたしのことだって言いたいわけ？」


　涼子が鋭するどくにらむと、クラスメートは肩をすくめて舌したを出した。


「どうせ新任の教師が来たってだけでしょ。まったく……？」


　視界に未確認移動物体をとらえた涼子は、思わず言葉を切った。


　廊ろう下か側の壁かべを占しめる磨すりガラスの向こうに見たこともない巨大な人影が現れ、ゆっくりと移動している。『来たぜ、おい』『あれか？』校長の言い付け通りに着席した生徒たちがヒソヒソと噂うわさした。


　やがて教室の前の戸がガタガタと騒そう々ぞうしい音をたてて開くと、身の丈たけ二メートルを超える大男が鴨かも居いをくぐって入ってきた。


　上はグレーのシャツに革かわジャン、下は薄汚れたアーミーパンツに編み上げのブーツとラフな格かつ好こうをしている。その堂々とした体格と、あまりに教師らしくない風ふう体ていに生徒たちは驚き、どよめいた。


　教きよう壇だんに立った男は、二回りほど小さくなったように見える出席簿ぼを机に置くと、やや緊きん張ちようした面おも持もちで生徒たちの顔を眺ながめた。


　ガタンッ


　教室の後ろで派は手でな物音がした。それは、涼子が立ち上がった勢いで椅い子すを後ろに蹴けとばした音だった。


「あ、あ、あああぁぁ────ッ!!」


　涼子は小こ刻きざみに震ふるえる手で大男の顔を指差しながら、言葉にならない声を上げた。男は涼子に気付くと、顔をほころばせて男臭くさい笑みを浮かべる。


「まあそう驚くなよ……俺おれだってまさかとは思ったんだ」


　その言葉で、生徒たちは男と涼子を交こう互ごに見てざわめきだした。


「あれえ、涼子さんの知り合いなんですか？」


　大作の問いも呆ぼう然ぜんとしている涼子の耳には届とどいていなかった。男は大きな咳せき払いをして生徒たちの注意を自分に向けると、


「あー……七年振りに日本に戻もどってきたとたん、何の因いん果がか今日からこのクラスの担任をやる羽は目めになった。経けい緯いはどうあれ、やると決めたからには全力を尽つくすつもりだ。先生の名前は……」


　チョークをポキポキと折りながら黒板に横書きで漢字の名前を殴なぐり書きし、その下に流りゆう麗れいな筆記体で読みを加える。


「南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうだ。今日からよろしく頼たのむ！」


「よろしくじゃないわよ……」


　涼子はヘナヘナと崩くずれ落ちるように座すわり込んだ。





　　　　四





　昼休み──


「こんな場所に呼び出して、いったい何の用かな？」


　旧校舎の屋おく上じようにやってきた慶一郎は、両腕を組んで恐こわい顔で自分をにらんでいる涼子に尋たずねた。




[image: ]


「ちょっと伺うかがいたいんですけど。南雲先生？」


　涼子は『先生』にアクセントをつけて言った。慶一郎はきな臭い顔で答える。


「いいけど……手短に頼むよ」


「最初にはっきりさせておきたいことがあるんです。昨日きのう、公園で先生と闘たたかってから、自分の家のベッドで目が覚めるまでの記憶がないんですけど」


「気絶した君を、俺が家まで運んだんだよ」


「どうやって？」


「どうって……背中におんぶして普通に歩いて行ったんだよ。超能力でパッと瞬しゆん間かん移動したわけじゃないぞ」


「変なことはしてないでしょうね!?　身体からだを触さわったりとか……」


「そりゃあ、運ぶために少しくらい触るのは仕方ないだろ？　もっとも俺が紳しん士しじゃなかったら、あの状じよう況きようで無ぶ事じに帰したとは思えないがね。なにしろ君は美人だから……これからは相手を見てケンカを売るんだな」


「そ、それは、あんたが非常識な現れ方をするからじゃない！」


　涼子が顔を真っ赤にしたのを見て、慶一郎は少し困こまったように指で頰ほおを搔かいた。多感な十六歳の乙女おとめとしては当然の反応といえたが、慶一郎にはその辺あたりの感覚がよく理解できない。


「なんで興こう奮ふんするんだ？　俺は理性的に誠意をもって話してるつもりなんだが……」


「誠意があるんなら、昨日の出来事について納なつ得とくのいく説明をしてもらいたいわね！」


「う～ん……」


　慶一郎は低く呻うめいて、面めん倒どう臭くさそうに顔をしかめた。


「説明してもいいけど……たぶん君は信用しないだろうな」


「信用するもしないも、話を聞いてから自分で判断するわ」


　慶一郎はあくまでまっすぐな涼子の視線を眩まぶしく感じた。


（恐れたり後に引いたりしない性格なんだな。昨日はいきなり木ぼく刀とうで襲おそいかかってきたからな……俺の立場がどれだけ不条理で非常識でも、説明するだけでもしてみるか）


　そう考えると気分が落ち着いて肚はらが決まった。


「いいだろう。簡単に言うとだ……俺は地球上には存在しないソルバニアと呼ばれる異世界へ魔法で召喚されたんだ。昨日、俺が君の目の前に突然現れたのは、ちょうどソルバニアから戻もどってきたところに遭そう遇ぐうしたというわけだ」


「…………」


「…………」


「…………」


　かなり長い間、二人の間に沈ちん黙もくが続いた。校庭の方から、ときおり生徒たちの歓かん声せいが五月の風に乗って聞こえてくる。


「……それで？」


「え？」


「それだけかって聞いてるのよ」


「そうだけど……」


「そんなブッ飛んだ話、誰だれが信じると思ってるの!?」


「信用するかどうかは自分で判断するって言ったくせに」


「だからって、それだけじゃ何が何だか分からないじゃない!?」


「これ以上話すともっと訳わけが分からなくなるぞ」


「それでも構かまわないから、話して」


「気が進まないなあ……」


「学校中に言いふらすわよ！」


「ＯＫ、了りよう解かいしたよ。まあ落ち着け」


　慶一郎は降こう参さんしたようにそう答えると、話を続けた。


「俺自身にも筋すじの通った説明はできない……だから事実だけを話す。俺が最初に召しよう喚かんされたのは去年のクリスマス・イブ……場所はニューヨークだった。俺を召喚したのは異世界ソルバニアの巫み女こで、レイハと名乗る少女だ。正確には中学生くらいに見えるというだけで、実際の年ねん齢れいは分からないがね。ソルバニア人の中ではレイハだけがどういうわけか日本語を話し、俺とコミュニケーションがとれる」


「異世界って簡単に言うけど、具体的にどこがどう違うわけ？」


「はっきり違うのは、地球上に比べて重力がかなり小さいってことだな。そこに住んでるのは妖よう精せいみたいに可愛かわいらしい、見るからに弱そうな連中で、普通の武器が通用しないような強力な怪物が現れると、俺を召喚して代わりに怪かい獣じゆう退たい治じをさせるんだ」


「まさか……それっていわゆる伝説の勇者ってやつ？」


「そんなにカッコイイもんじゃないな。巫女に使し役えきされる〈鬼おに〉みたいなもので──」


　慶一郎はＴシャツの下から青い石のペンダントを取り出し、涼子に見せた。表面には梵ぼん字じのような文字が白く彫ほり込まれている。


「こいつはレイハから渡された物だ。この石が輝かがやく時、俺はソルバニアに強制的に召喚される……言わばポケベルのようなもんだな」


「異世界にポケベルで呼ばれるわけ……？」


「まあ、そういうことだ。だいたい十日から二週間に一度の割合で召喚されるんだが、場所は決まって地下の遺い跡せきみたいな所なんで、ソルバニアの社会体制とか政治経済に関しては俺にもさっぱり分からん。なにしろピンチの時に勝手に呼び出されて、怪獣を倒した後はハイサヨナラって強制送そう還かんされるだけだからな。俺もその頃ころにはすっかり疲れ果はてて、あれこれ質問する気力も残ってないんだ」


「それで……召喚されて何かメリットとか報ほう酬しゆうはあるわけ？」


「ノーギャラだよ。そういえば弁当も出ないな」


「それって、ただ迷めい惑わくなだけで何にもいいことないじゃない！　なんでおとなしく召喚されてるのよ!?」


　涼子は困こん惑わくを通り越して呆あきれ果てたが、慶一郎はいたって冷静に答える。


「レイハには借りがあるんだよ。最初に召喚された時──俺はヤバイ連中に囲まれて絶体絶命の窮きゆう地ちにいたんだが、彼女のおかげで命が助かった……もっとも、そういう状態だったからこそ召喚されたのかも知れないがね」


「どういう意味？　分かるように言ってよ」


「つまり……この世との縁が切れかかっていたから、時空を超えた呼びかけが届いたような気がするんだ。これは直感だけどね」


「ふうん、不ふ思し議ぎな考え方をするのね……」


　涼子は初めて出会った奇き妙みような動物を見るような目つきで、慶一郎の顔を見上げた。目の前にいる男の経けい歴れきが尋じん常じようのものでないという事実を、ようやくリアルに感じはじめている。


「とりあえず話せるのはこんなところだ。納なつ得とくしたかい？」


「ううん、全っ然」


「ほーら見ろ、言った通りだろ？」


　慶一郎は肩をすくめ、相そう好ごうを崩くずした。人差し指を唇くちびるに当てて、


「この話をしたのは御み剣つるぎが初めてだからな、他た言ごん無用にしてくれよ」


「誰かに話そうにも話せないわよ！　あたしの頭がどうかしてると思われるもの……でも、ついでだからもう一つ聞いとくわ。昨日異世界へ行って戻ってきた男が、どうして今日は高校の教師なわけ!?」


「それは俺が聞きたいよ！　藤とう堂どう校長に頼たのまれたんだ……あの人には海外で生活している間に何度も世話になってるから、どうしても断れなくてね。そういえば校長室に来るように言われてるんだ。そろそろ行かないと」


　大きな背中を見せて立ち去ろうとする慶一郎を、涼子は呼び止めた。


「待って！　最後にもう一つ……七年も海外で何をしてたの？」


　その問いに慶一郎は顔だけ振り向いて、


「別に……まあ、ちょっとした武者修行をね」





　　　　五





　大門高校の校長室は、藤堂の趣しゆ味みなのか黒を基調とした渋しぶい内装でまとめられていた。入口の左には応接セットが置かれ、右側の壁かべにはお決まりのトロフィーやメダル・賞状の類たぐいが並んでいるが、よく見ると格かく闘とう技ぎ系クラブの物がやけに多いことに気付く。


　軽くン十万はするであろうマホガニーの机に両肘ひじをついた藤堂は、組んだ両手の上に顎あごを載のせて、居い心ごこ地ち悪そうに立っている慶一郎をサングラスの奥から上目使いに見ている。


「藤堂校長……そろそろ俺を呼んだ本当の理由を聞かせてもらえませんか。たんに英語教師の補ほ充じゆうのために、わざわざ地球の裏側から呼び寄せたわけじゃないでしょう？」


「フフ……もしそうだと言ったら、どうするかね？」


「暴あばれますよ！」


「冗じよう談だんだよ。まずはこの書類に目を通してくれたまえ」


　藤堂は一冊のファイルを取り出し、机の上を滑すべらせて慶一郎の方によこした。受け取ったファイルの表紙には『草[image: ]静馬に関する調査報告書』とある。


「くさ……何です？」


「クサナギ・シズマ──君が担任する二年Ｂ組の男子生徒だよ。休みが明けてからも欠席しているようだが、これはいつものことだ」


「問題児なんですか？」


「それよりも風雲児と呼んだ方がいいだろうな。彼は野生の虎とらのように荒々しく、無限とも思える気力と生命力に満ちあふれた男だ。そしてこと格闘技に関しては超高校級の実力を持っている……かつての君がそうだったようにね」


　藤堂は机の上に置いた両手を組み、意味ありげな怪あやしい笑みを浮かべた。その顔を見ただけでおおよその事情は理解できたが、慶一郎はあえて尋ねてみた。


「……で、その生徒をどうしろと？」


「簡単に言うと、彼を調教してもらいたいのだよ。幻まぼろしの武ぶ闘とう家と呼ばれ、今や伝説となっている南雲慶一郎、君にな──」





　　　　☆





　教室に戻ってきた涼りよう子こは、自分の席の後ろに、深緑色をした体長二メートルのイモムシが横たわっているのを発見した。


（うっ!?）


　涼子は一いつ瞬しゆんギョッとして立ち止まったが、すぐに気を取り直してゆっくりと近付くと、爪つま先さきで二、三度つっついた後、イモムシの腹を思い切り踏ふんづけた。


『ムゴッ！』


　くぐもった悲ひ鳴めいとともにイモムシは身体からだを折って悶もだえた。すぐに頭の方からファスナーが開き、中から上半身裸はだかの少年が飛び起きた。イモムシと見えた物の正体は薄汚れた寝袋であった。


「誰だれや、今ワシにケリ入れよったんは!?　ブチ殺されたいんか!!」


　出てきた少年は顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。


「へーえ、殺せるもんならやってみなさいよ」


　自分を見下ろしている涼子に気付くと、少年はゲンナリした顔になって鼻を鳴らした。


「ほーお、これはこれは涼子オネーサマやないですか！　いったいどんな理由で蹴けらはったんか、聞かしてもらえまへんか？」


「そういう静馬君こそ、どうしてこんな場所で寝てらっしゃるのかしら？　そこにいられると邪じや魔まなんですけど」


「それが理由か!?　アホ！　口で言わんかい、口で！」


「あんたにアホ呼ばわりされる筋すじ合あいはないわよ、この赤ザル！」


「赤ザルって言うな!!」


　草くさ[image: ]なぎ静しず馬まは口から泡あわを飛ばしながら喚わめいた。


『赤ザル』の仇あだ名なは、何年もかけて焼いたような赤しやく銅どう色の肌はだに由ゆ来らいしている。その肌色のせいで野性的で精せい悍かんな印象が強いが、よく見ると静馬は面おも長ながで鼻筋のすっきり通った、どちらかと言えば中性的な感じさえする美男子である。唇くちびるは薄く、いつも不ふ貞て腐くされているようなヒネた感じが特とく徴ちよう的だった。伸びたボブカットの髪かみにトレードマークの虎革のバンダナを巻いている。


「赤ザルで嫌いやならアラブ系大阪人よ！」


「ア、アラブ系て……せめてラテン系にしといてくれ」


「似たようなもんじゃない。それと、自分のこと『ワシ』って言うのやめなさいって言ったでしょ？」


「クッソォ～、一回勝ったぐらいで調子に乗りやがって……変なトコ蹴られて立たへんようになったら、どうするつもりや!?」


「──あれ、静馬さん？」


　教室に入ってきた神かみ矢や大作が、目ざとく二人を見つけて駆かけ寄ってきた。


「さっき駐車場に行ったらバイクがあったから、来てるのは知ってましたけど……何してるんです？」


「おお大作、ええとこへ来た！」


　静馬は大作に手招きすると、教室中に響ひびく大声で、


「みんなもちょっと聞いてくれ！　オレはただ平和に気持ちよう寝てただけやのに、この御剣涼子がいきなり蹴りよったんや!!　これはもう立りつ派ぱな暴力とちゃうんか!?」


「……フン、教室で寝てるあんたが非常識なのよ」


　大作は静馬と涼子を交こう互ごに見て、頷うなずいた。


「なるほど事情は分かりました。白黒はっきりさせましょう！」


　言うなり教きよう壇だんにダッシュし、五限目にそなえて八割方戻もどってきている生徒たちに向かって、よく通る高い声で言った。


「多数決で判定しまーす！　御剣涼子が正しいと思う人──」


「はーい」


　女子のほとんどが手を挙あげ、全体のおよそ半数が賛同した。


「では、草[image: ]静馬は非常識だと思う人──」


「はい！　はい、はい!!」


　今度は申し合わせたようにほぼ全員が一いつ斉せいに手を挙げる。


「ご協力ありがとうございましたー！」


　大作はペコリと一礼して、静馬の元へ飛ぶように駆け戻った。


「……とまあ、こんな結果になりましたけど」


　静馬は肩をすくめると、ニヒルな笑みを浮かべて嘆たん息そくした。


「よう分かったわ。この世に正義はないっちゅうことがな……オレは孤こ独どくな戦士や」


「過去にあんたが正義だった例ためしがあるわけ？」


　五限目の始業を告げるチャイムが鳴り、生徒たちは各おの々おのの席に戻って授業の用意を始めた。涼子は静馬に足を引っ込めさせると、椅い子すを引いて自分の席に腰を下ろした。静馬の席は窓側の一番後ろ、涼子はその隣となりである。


「ところでさ……本当になんでこんな所で寝てるのよ？」


「桜さくら前線を追っかけて、バイクで北海道まで行ってきたんや。甘酒の飲みすぎで腹の調子オカシなったけどな」


「お昼も過ぎてから学校来なくても、一度家に帰りゃいいのに」


「それがカギ持って出るの忘れてな……姉やん帰るまでマンションに入られへんねん」


「いつもながらマヌケねえ」


「ほっとけ！　大きなお世話や」


　静馬はボリボリと頭を搔かいて生あくびをする。静馬の机に腰掛けた大作が、小悪魔的な笑みを浮かべながら耳打ちした。


「さすがは静馬さん、ちょうどいいタイミングで戻ってきましたね。今日、新任の教師がやってきたんですけど……それがどうやら、校長の差し金らしいんですよ」


「差し金て、なんや？」


「一応、英語教師という肩書きにはなってますけど、明らかに対草[image: ]静馬用の秘密兵器ですよ、あれは」


「ほーう……アホがまた一人、性しよう懲こりもなくこの静馬様に潰つぶされに来たっちゅうわけか！」


　静馬は不敵に笑うと、ちろりと舌したを出して唇くちびるを舐なめた。


「それで、どんな奴やつや？」


「今度は大物ですよ。なにせ身長二メートル以上の大男ですから。なんでもここの卒業生で、アメリカ帰りって話ですけど」


「ふうん……なかなか倒し甲が斐いのありそうな奴やな。得とく意い技わざは？」


「まだ詳くわしいことは何も判わかってませんよ。涼子さんの方が知ってるんじゃないですか？」


「え？」


　話が急に自分の方に向いたので、涼子はドキッとした。


「なんや涼子、知り合いなんか？」


「べ、別に知り合いってほどじゃないわよ。あたしが知ってるのは、そうね……」


　涼子は机に頰ほお杖づえをつき、横目で静馬の顔をちらりと見た。


「その先生が、あんたなんか足元にも及およばないくらい強いってことだけよ」


「ほー、そうですか!?　そらまた面おも白しろい話やな!!」


　静馬は歯を剝むき出しながら吼ほえた。静馬の犬けん歯しは標準よりもかなり発達しているため、虎が威い嚇かくするような迫はく力りよくがある。


「そこまで言うんやったら、そいつの実力、早さつ速そく確かめてやろやないか！　そうと決まったら寝てる場合やあれへん!!」


　言うなり、静馬は寝袋から抜け出して立ち上がった。


「キャーッ！　イヤァ──ッ!!」


　女子生徒たちの悲鳴が二年Ｂ組の教室中を飛び交かった。




[image: ]


　教室に入ってきた古文担当の小関教きよう諭ゆが、その様よう子すを見て一言、


「よう、そこのフルチン大王！　その粗そ末まつなモン、とっととカタしちまえ」


　爆笑に包つつまれる教室の中、涼子は耳まで真っ赤になって机に突っ伏ぷしていた。





　　　　☆





「幻だか伝説だか知りませんけどね」


　慶一郎はファイルの表紙をポンと叩たたき、


「格闘といっても俺おれの専門はストリートファイトや実戦の方で、公式の試合には一度だって出場したことはないんですよ？　どうせなら、もっとまっとうな指導者を呼んできた方がいいんじゃないですかね」


「普通のコーチで間に合うようなら、わざわざ君を呼び寄せたりはしないよ」


　藤とう堂どうはくわえていたパイプを取り、青白い煙を吐はき出しながら言う。


「我が校ではこの十年、格闘系のサークル活動の推進に力を入れてきた。最近では何人もの実力ある格闘家を顧問として迎えている……しかし、草[image: ]静馬を倒せた者はこれまでただの一人もいないのだよ」


「勝てないんですか？　高校生に!?」


「彼が得意とするのは打撃に関節技、投げや寝技まで含めたいわゆる『何でもありパーリ・トウード』の試合形式だ。このルールで闘って負けたことは一度もない」


「ふうん……つまり実戦形式の総合格闘技ってわけですね」


　慶一郎は興味を覚えて、ファイルの表紙をめくった。





●草[image: ]静馬［クサナギ・シズマ］


〈プロフィール〉


　九月十八日生まれの十七歳。乙女おとめ座のＯ型。


　身長一八四センチ。体重七二キロ。


　大阪府枚方市出身。中学時代に関西一円を転々とし、中学卒業後に上京。


　性格──極めて粗暴で反抗的。お調子者。


　趣味──バンド活動、バイク（中型免許取得）、クレーンゲームの人形収集など。


　昨年度の学園祭で開催された第一回校内異種格闘技大会に飛び入り参加し優勝。そのまま特待生として入学する。校内闘争をゲーム化する〈Ｋファイト〉制度を提てい唱しよう──





「この〈Ｋファイト〉ってのは、何です？」


「現在、校内では多数の格闘系サークルが乱立している状態でね。部室や練習場の数が足りていない……おかげでサークル間や個人での小競り合いが頻ひん繁ぱんに起きている。〈Ｋファイト〉はその野試合を双方合意の上できちんとしたルールのもとで行ない、公正な勝敗を決定するためのシステムだ。有志で組織された〈Ｋファイト実行委員会〉が実際の運営に当たっている。提唱者である草[image: ]静馬自身が、最もよくそれを利用しているがね」


「ははあ……なんとも紳士的な制度じゃないですか」


　なかば感心、なかば呆あきれながら、慶一郎はページをめくる。〈Ｋファイト戦歴〉とタイトルがあり、日付と対戦相手・対戦ルールとその結果が一覧表になっていた。四月二十七日現在で全二十四戦。


「ほとんど週に一度は誰かと闘っているようですね。しかし、勝率が八割を切っているのはどういうことです？」


「〈Ｋファイト〉の基本ルールでは、挑戦を受けた側に競技種目の選択権がある。勝負が格闘ばかりとは限らんよ」


「なるほど……自分が挑戦された場合は必ず『何でもあり』ルールで闘っていますね。そのルールなら十三戦全勝か……おや？」


　慶一郎は対戦相手の項目に『御剣涼子』の名があることに気付いた。


「うちのクラスの御剣と闘ってますね。日付は四月二十六日──この『武器使用可・時間無制限一本勝負』というのは？」


「それは挑戦を受けた側の御剣君の希望でね。なかなか興味深い試合だったよ……何がおかしいのかね？」


「い、いえ……」


　慶一郎は肩を震わせて、こみあげてくる笑いをこらえていた。試合時間は十五分二十秒、静馬のギブアップにより涼子の勝利に終わっていた。


「ファイルを読むとただの暴れん坊のように思えるだろうが、草[image: ]君の秘密はそれだけではない。南雲君……彼が気と同じ仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう──すなわち〈神威カムイの拳〉の使い手だとしたら、どうかね？」


「──!!」


　慶一郎は思わず顔を強こわ張ばらせたが、すぐに口元をゆるめて不敵な笑みを浮かべた。


「どうして藤堂先生が〈神威の拳〉のことをご存じなのかはともかく、それが本当なら興味深い話ですね……いいでしょう。御期待に沿えるかどうかは分かりませんが、まずは本人に会って、その実力の程を確かめてみようじゃないですか」


　一礼して部屋を出ようとした慶一郎は、扉の前でふと立ち止まり、顔だけ藤堂に振り向いた。


「ところで校長、〈Ｋファイト〉のＫは何の頭文字なんですか？」


　藤堂は窓の外を眺ながめながら一言、


「ケンカだ」


「……やっぱり」


　慶一郎が校長室を出ていった後、藤堂はサングラスの奥で鋭するどく目を細めて、誰だれに言うともなく呟つぶやいた。


「放浪の臥が龍りよう、ついに鳳ほう雛すうと出会う……か。さて──」










　第二話　慶けい一いち郎ろうゴー・ホーム







〈五月九日──晴れ〉





　出会いは、人の運命を良くも悪くも大きく変えてしまう。


　人生の幸福も不幸も、すべてはそこから生じると言っていい。問題は、幸運な出会いに気付くかどうかだ。


　さて、ここで俺おれを待っていた新たな出会いは幸運なのか、それとも罠わなか──





　　　　一





「籠こ手てィ！」


　上段の面打ちのフェイントから変化して籠手を狙ねらってきた相手の竹刀しないは、わずかに踏ふみ込みのタイミングを遅らせた涼りよう子この目の前で空を切った。


「──鋭えい!!」


　涼子は相手の上体が泳いだ一いつ瞬しゆんを逃のがさず、烈れつ帛ぱくの気合いとともに神速の一撃を打ち込んだ。


　パァンッ！


　破は裂れつするような鋭するどい音が道場に響ひびく。文句なしの一本だった。


「よーし、それまで！　十五分休きゆう憩けい──」


　顧こ問もんの弥や永ながが手を上げ、練習試合の終了を告げた。


　礼を済ませて壁かべ際ぎわに下がった涼子は、籠手と面を取って一息ついた。額ひたいから頰ほおを伝って流れる珠たまのような汗あせを拭ぬぐいながら、広い道場の一角にふと目を留とめる。


　空手部の使うサンドバッグの近くに、真っ赤なＴシャツに黒いニッカーという鳶とび職のような姿の静しず馬まを発見した。


（あいつ、何やってるのかしら……？）


　静馬は空手部員の一人に何か頼たのんでいる様よう子すだった。話がついたのか、静馬とその部員は道場の空あいた場所に出て向かい合う。涼子は様子を探さぐるためにそれとなく空手部の方に近寄っていった。


　静馬の相手をしているのは、空手部の次期主将が決まっている二年生の古こ賀がだった。どちらかと言えば寡か黙もくで愛想のない男だが、静馬とは妙みようにウマが合うらしく、涼子は何度か二人がツルんでいる場面を見掛けている。


　他の空手部員たちが二人の様子に気付いて練習の手を止めた。注目を浴あびた静馬は大おお袈げ裟さに手を振りながら、


「待て待て……お前ら、勘かん違ちがいすんなよ！　ちょっと稽けい古こに付き合おうてもらうだけや」


「練習の邪じや魔まは困こまるな、草くさ[image: ]なぎ」


　若いわりに堅かた物ぶつで知られる顧問の金田がやってきて、明らかに不ふ愉ゆ快かいな顔で言った。


「空手の稽古をしたいなら入部しろと前にも言ったはずだぞ」


「投げも関節もない、お上品な空手ルールなんぞでやってられるかい！　それに、オレに入部して欲しかったらＫファイトで挑ちよう戦せんしてこいて前に言うといたはずや。安心せえ、おたくの大事な古賀ちゃんに怪け我がなんかさせへんよって」


「しかし……」


「自分は構かまいません。気にせず練習を続けて下さい。どうせすぐに終わりますから」


　古賀が外見通りの実直な口調で言う。


「気にするなと言われても目め障ざわりだ。場所を空けてやるから真ん中でやれ」


　金田が他の部員を休憩させ、静馬と古賀は道場の中央に出た。


（なんだか妙な雲行きになってきたわね……）


　壁かべ際ぎわに立って事の成り行きを見守っていた涼子は、嫌いやな胸むな騒さわぎを感じた。草[image: ]静馬という少年は磁じ石しやくのようにトラブルを引き寄せてしまう因いん果がな性格の持ち主なのだ。


　向かい合う二人の身長はほぼ同じだが、体重では明らかに古賀の方が上回っていた。全体に肉にく厚あつで角ばった身体からだつきの古賀に比べ、静馬は瘦やせていてしなやかな印象がある。


「それで、俺はどうすればいい？」


「そうやな……とりあえず、軽く打ってきてくれるか？　技わざは蹴けりでも何でもええわ」


「寸すん止どめで？」


「アホか。眠たいこと言うな！」


「分かった」


　古賀は両足を左右に開き、拳こぶしを顎あごの高さに構かまえた。どっしりとした構えは典型的なストロングスタイルである。静馬は身体のバネを使って軽く跳はねながら、両腕をだらりと下げたまま様子を伺うかがっている。真顔だが、どこか人を小こ馬ば鹿かにしたような表情にも見える。


　古賀がジャブ二回から正せい拳けん、左の中段蹴りの基本のコンビネーションを放はなった。律りち義ぎに全部食らった静馬は派は手でに吹っ飛ばされ、受け身を取って後転しながら起き上がる。見物している空手部員の間から野や次じが飛んだ。


「おいおいどうした大将、調子悪いのか？」


「やかましわ！　黙だまって見とれ……ほれ、次や」


　静馬の催さい促そくを受け、古賀は突きと蹴りの連続技を次々と繰くり出した。静馬は見違えるような動きでその攻撃を避よけ、受け流し、あるいは弾はじく。古賀の技は次し第だいに鋭するどさを増していくが、静馬の動きはそれを上回っていた。


「いい加か減げん、攻せめてこいよ。これでは俺も技が出しにくい」


「それもそうやな。ちょうど身体もあったまってきたとこや……ほな、そろそろ行こか！」


　言うなり、静馬は弾かれたように突進して攻撃に転じた。顔面を狙ねらった突きのフェイントからローキック、正拳を内側に弾いて側面に回り込みながら放つミドルなど、目まぐるしい動きで相手の防ぼう御ぎよを崩くずしながら鋭い足技で攻めるのが静馬の常じよう套とう手段である。オーソドックスな空手の戦法をとる古賀は、型にとらわれない多彩なフェイント技に対応しきれずに翻ほん弄ろうされて防戦に回る。


「──フゥッ！」


　突とつ如じよ、古賀の動きが爆発的に加速した。膝ひざで飛び込み、連続突きから中段蹴り、さらに大技の上段回し蹴りにつなぐ。稽けい古こを忘れた完全に本気の攻撃であった。


　静馬は中段蹴りをガードした直後に頭を沈め、古賀の回し蹴りを躱かわした。その場にしゃがみ込みながら、右足で古賀の軸じく足を払う。古賀はバランスを崩して仰あお向むけに転倒した。


「古賀!?」


　金田や部員たちが驚おどろいて立ち上がった。静馬は古賀の顔を覗のぞき込みながら、


「アホ、いきなりマジになってどうする!?」


「……草[image: ]なら躱すだろうと思ったんでね」


「噓うそつけ！　お前はそういうところがあるからなあ。コワイわ」


　古賀は静馬の差し出した手を摑つかんで起き上がりながら、苦にが笑わらいを見せた。泡あわを食った金田が飛んでくる。


「もう十分だろう。そのくらいにしておけ」


「ああ。古賀ちゃんはもうええわ……けど、あと五分だけ場所貸してくれへんか？　まだちょっと稽古が足りんわ」


「ここにはお前に付き合ってる暇ひまのある奴やつはいないんだ。他ほかでやれ」


「心配せんでも、オレの相手はもう来とる」


　静馬は道場の入口の方を指差した。


「おい、そこのデカイ奴！　ちょっとこっち来て、オレの稽古に付き合えや!!」


　視線の先を追った涼子は、入口に立っている一人の男を発見した。


　革かわジャンにアーミーパンツという教師らしからぬラフな格かつ好こうをした、身長二メートルを超える巨漢──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうであった。





　　　　二





「やれやれ……こういう仕掛けとはな」


　大作に『面おも白しろいものが見られますよ』と聞いてやってきた慶一郎は、突然自分にお鉢はちが回ってきたことで、ようやくその『面白いもの』の正体に気付いた。


「話が違うんじゃないのか。神かみ矢や」


「何のことでしょう？」


　大作は素そ知しらぬ顔で答えたが、静馬とグルになっているのは明らかだった。


「……まあいいか。せっかくの御お膳ぜん立てだ」


　慶一郎は革ジャンを大作に預けると、ブーツとソックスを脱いで道場に上がった。涼子の目の前を軽く会え釈しやくしながら通り過ぎ、金田に挨あい拶さつする。


「ああ言ってますが、よろしいですか？」


「いいはずがありませんよ。五分だけです。それと、くれぐれも油断はしないで下さい。奴が調子に乗ります」


「はあ」


　慶一郎はあまり本気にせず、軽い気持ちで静馬と向き合った。


「ちょっと大作君、これはどういうこと!?」


　涼子は近くに来た大作を呼び止めた。


「どういうことって……なに無責任なこと言ってるんです？　涼子さんが焚たき付けるから、こうなったんじゃないですか」


　大作は慶一郎の革ジャンを涼子に押し付けると、８ミリカメラを構かまえて撮さつ影えいを始めた。


　静馬は慶一郎の頭から足の先までつぶさに観察して、フンと鼻を鳴らした。


「おたくが噂うわさの秘密兵器か。なるほど、図ずう体たいだけは立りつ派ぱなもんやな。校長に何て吹き込まれてきた？」


「別に……じゃじゃ馬を調教してくれと頼たのまれただけさ」


「ハッ、上等や！」


　静馬は闘とう志しをあらわにしてファイティングポーズを取った。いくら静馬の体格がいいといっても、慶一郎とは身長で二十センチの差がある。素人しろうと目にも無む謀ぼうな対戦に見えるが、静馬はまったく意に介していないようだった。静馬の全身からは熱気のような闘志が四方に放射されている。


（さっきのスパーリング、高校生にしてはいい動きだったが──）


　顎あごの先を指で搔かきながらどうしようかと考えていると、静馬はボクシングに似にたフットワークからいきなり間合いに飛び込んできた。


「──シュッ!!」


　静馬の第一撃は、鞭むちのように鋭するどい右のローキックだった。慶一郎は反射的に左足を上げて膝ひざ近くで受ける。静馬はさらに踏ふみ込みながら回し蹴げりを放はなち、ガードした瞬しゆん間かんに軸じく足で床ゆかを蹴って跳ちよう躍やくした。


「むっ!?」


　静馬の踵かかとが頭上から襲おそってきた。慶一郎は左手の掌てのひらで踵を受け止め、みずから後ろに倒れ込みながらオーバーヘッドキックの要領で爪つま先さきを跳はね上げる。一瞬、左手に重さを感じた直後、頭上にあった静馬の身体からだが消失し、慶一郎の爪先は空を切った。


（消えた？）


　後転して起き上がった慶一郎は、天てん井じようの梁はりにぶら下がった静馬が、自分めがけて両足を揃そろえて落ちてくるのを見た。


　慶一郎は床に右手をつき、全身で伸び上がるようにしながら、左足を真上に向かって突き上げた。


「──〈飛ひ龍りゆう脚きやく〉!!」


　それはまるで、天に向かって飛ひ翔しようする昇り龍のような蹴りであった。


　パンッ！


　慶一郎の左足と静馬の両足が空中で衝しよう突とつした。静馬は蹴りの反動と全身のバネを使って後方に跳とび、宙返りして着地する。それとほぼ同時に慶一郎も立ち上がり、そこで初めて構えを取った。


　完全に度ど肝ぎもを抜かれた見物人たちは声もなかった。慶一郎も顔には出さないものの、正しよう直じき、静馬の身軽さに舌したを巻いていた。


「軽かる業わざが得意のようだな。上シヤン海ハイ雑ざつ技ぎ団から誘さそいがくるぞ」


「ケッ、しょうもないこと言うな！」


　静馬はフットワークをやめて半身に構えた。興こう奮ふんのため、元から赤い顔が余計に紅こう潮ちようして見えた。


「フウゥゥ──……」


　静馬が、高く、長い息い吹ぶきの声を上げ始める。慶一郎は、静馬の全身から発散されていた闘とう気きの気け配はいが消え、体内に高圧のパワーが膨ふくれ上がっていくのを肌で感じた。


（何だ、これは──!?）


　感覚を研とぎ澄すましてその正体を探さぐろうとした瞬間、


「へぇっくし！」


　大きなクシャミとともに、静馬の体内に生まれようとしていたパワーの塊かたまりはゴム風船が破は裂れつするように弾はじけて消え失うせた。静馬はズズッと鼻をすすると、


「クソッ、しゃあない……おい南雲！　今日はこれぐらいにしといたるわ!!」


　言うなり踵きびすを返して歩き出し、あっという間に道場の外へ出ていった。声を掛ける暇ひまもない素す早ばやさであった。


「えーっと……？」


　その場に取り残された慶一郎は、所在なげに頭を搔かいた。


「逃げたわね」


　涼子は冷さめた口調でそう呟つぶやいた。





「いったいどうしたんですか、静馬さん！」


　かなりの早足で歩く静馬を、大作は人ひと気けのない体育館の裏でようやく捕つかまえた。


「南雲先生の実力を試ためすんでしょう？　五分どころか一分も闘たたかってないじゃないですか」


「別にビビッたわけちゃうわい。その……一発目の蹴けりで自爆してしもてな。めっちゃ痛い……」


　静馬は壁かべに背中をもたれて右足をさすった。最初のローキックをガードされた時にカウンターでダメージを受けていたのである。


「それにあいつ、オレの奇き襲しゆうに慌あわてた様よう子すも見せへんかった……ゼンゼン余よ裕ゆうっちゅう顔や！　とりあえず今日の体調で闘えるような相手やないわ」


「確かにあんなアクロバットな技わざ──まあ出す方もアレですけど、即そく座ざに対応できるなんて、ちょっと普通じゃないですよね」


「そういうことや。あいつとやり合う時は気合い入れて本気でかからんとな。大作、あのデカブツの情報を徹てつ底てい的に調べとけ！　勝しよう負ぶはそれからや──」


　風ふう雲うん児じ・草[image: ]静馬は、唇くちびるの端をつりあげて獰どう猛もうな笑みを浮かべた。発達した白い犬けん歯しが牙きばのようにちらりと覗のぞいた。





　　　　三





　十五分後──校長室。


「そうか。草[image: ]静馬は逃げ出したか」


　慶一郎から報告を聞いた藤堂は、喉のどの奥で低く笑った。


「空手部の古賀君を相手にウォーミングアップをしておきながら、本番で自分から逃げたということは、よほど君を手て強ごわいと感じたようだな。まずはおめでとうと言っておこう」


「何がですか？」


「彼に好敵手ライバルと認められたからだよ。当分の間、彼の興きよう味みは君一人に集中するだろう。おかげで校内のトラブルも減る」


「すると俺おれは『生いけ贄にえの羊ひつじ』ですか？」


「謙けん遜そんだな。『羊の皮を被かぶった獅し子し』ではないのかね？　ただし、狼おおかみを逆に食い殺さないように気を付けてくれたまえ」


「はあ……まあ、やってみますよ」


「よろしい」


　藤堂は頷うなずくと、机つくえの引き出しから厚みのある封ふう筒とうを取り出して、慶一郎の目の前に置いた。


「これは契けい約やく金だと思ってくれたまえ。帰国したばかりだと何かと物入りだろうからな」


「助かります」


　慶一郎は無む造ぞう作さに封筒を取り、革ジャンの内ポケットにねじ込んだ。貰もらえる物は何でも貰っておくのが慶一郎の主義である。


（良かった……これで何があろうとしばらくは生きていけるぞ）


　頼たのもしい厚みに心底安あん堵どしながら、慶一郎はゆるみそうになる頰ほおを必死で引き締しめた。


「ところで南雲君、住む場所はどうするのかね？　昨日きのうは鬼おに塚づかの家には行かなかったそうだが」


「え？　あ、はあ……」


　一番触ふれられたくなかった話題を不意に持ち出され、慶一郎は首根っこを摑つかまれたような息苦しさを覚えた。まだ手をつけていない宿題のことを聞かれた小学生の気分──


「むこうにはすでに連絡を入れてあるが……他ほかに落ち着く先を探さがすつもりなら、私が口を利きいても構かまわんが？」


「い、いえ……鬼塚の家には今日、顔を出すつもりです。部屋を借りるかどうかはまた後で考えますから──」


「そうかね。ならいいが」


「他に用がなければ、今日はこれで失礼します」


　そう言うと、慶一郎は逃げるように校長室を辞した。





　　　　☆





　剣道部の練習を終えた涼子は、木ぼく刀とう入りの竹刀しない袋とリュックを肩に掛け、夕ゆう暮ぐれの林道を歩いていた。同じ方向に家のある部員がいないため、部活の帰りはいつも一人である。


　人ひと気けのない公園を通り抜ける途中、涼子はふと足を止めて辺あたりを見回した。昨日の同じ時刻、この場所で、涼子は目ま映ばゆい電光とともに時空を超えて出現した慶一郎に遭そう遇ぐうしたのである。


「昨日あんなことがあったなんて……まだ信じらんないわね」


　感かん慨がい深げにそう呟つぶやいた涼子は、噴ふん水すいの前のベンチに座すわっている大きな人影に気付き、じっと目を凝こらして見た。


「先生……？　ねえ、先生ってば！」


　遠えん慮りよがちの呼び掛けに反応はなかった。涼子はすっかり無視されたことに少し腹を立て、今度は大きな声ではっきりと言った。


「ちょっと──そこのデカイ奴やつ!!」


「え？」


　南雲慶一郎はようやく自分が呼ばれていることに気付き、涼子に顔を向けた。


「なんだ、御み剣つるぎじゃないか……どうした？」


「見れば判わかるでしょ、部活の帰りよ。先生の方こそ、ここで何をしてるわけ？　誰だれかと待ち合わせ？　それとも例の異世界から呼ばれるのを待ってるの？」


「別に……」


「怪あやしいわね」


　きっぱり断定すると慶一郎は驚おどろいて、


「な、何を言ってるんだ。俺のどこが怪しいんだよ!?」


「その慌あわててるところがますます怪しいわ」


　涼子は隣となりのベンチに腰掛け、慶一郎の顔を覗のぞき込んだ。


「ほら！　何も隠かくしてないなら、あたしの目を見てみなさいよ」


「いいじゃないか、別に……放ほうっておいてくれ」


　慶一郎は本気で嫌いやがって視線を外はずす。その態度はまるでシャイでナーバスな少年のようだった。


（これはいよいよタダ事じゃないわね）


　涼子は当たりさわりのない話題で様よう子すを見ることにした。


「南雲先生って、うちの卒業生って言ってたわね。じゃあ実家もこの近くなんだ？」


「うっ、いや、その……実家じゃなくて、高校までは遠とお縁えんの親しん戚せきの家に下宿してたんだ」


「ふーん、じゃあまたその家に厄やつ介かいになるわけ？　あ、でももう働いてるわけだから、普通はマンションかアパートを借りるわよね」


「それがまだ決まってないんだ。本当はその家に挨あい拶さつに行かなきゃならないんだが……敷しき居いが高くてね」


　慶一郎は片かた膝ひざを抱かかえて、深々と溜ため息をついた。その弱りきった顔には、ほんの二時間前に静しず馬まを軽くあしらった自信あふれる格かく闘とう家の面おも影かげは微み塵じんもなかった。


「なによ？　タメイキなんかついちゃって……まさか、そんなことで悩なやんでたわけ？」


「相談に乗ってくれなんて言ってないぞ」


「そんなの他人に相談するまでもないじゃない！　さっさとその家とやらに挨拶に行ったら？」


「……なんで御剣にそんなことを指さし図ずされなきゃいけないんだ？」


「あたし、そういうウジウジした優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度って、大っ嫌きらいなのよね！　見てるだけでイライラするわ」


「……俺の勝手だろ。ほら、早く帰れよ」


「でも住む所もまだ決まってないんでしょ？　その家に行かなくても、どこかに泊とまらなきゃならないわけで……そういえば、昨夜ゆうべはどこに泊まったのよ？　ホテル？」


「いや……泊まろうにもそんな金はなかったからな」


「この近くでホテル以外に泊まる場所っていうと──」


「昨夜はどこにも泊まらなかったんだよ」


「え？　じゃあどこで寝たのよ!?」


「…………」




[image: ]


　慶一郎は黙だまって、自分の座すわっているベンチをコツコツと叩たたいた。涼子は一いつ瞬しゆん、怪け訝げんな顔つきになったが、すぐにその意味を理解して目を丸くした。


「ま、まさかここで寝たって言うの!?　おフロは？」


「フロ？　もちろん入ってないよ」


「キッタナイわねえ……ご飯はちゃんと食べてるの？」


「メシか……そういえば、日本に戻もどってきてから水しか口にしてないな。でも金はさっき校長に貰ったから、買うことはできる」


「何よそれ!?　もう……信じらんない！」


　涼子はあまりのことに呆あきれ返り、顔を手で押さえて天を仰あおいだ。


「大おお袈げ裟さだな……人間、一週間くらい食べなくても、ちょっと瘦やせるだけで死にゃしないよ。それと、世界にはフロになんか一生入らない民族だっているんだぞ」


「ここは日ひ出いずる国・日本よ！　日本じゃ住む家もなくて公園で寝泊まりしてるような人間はホームレスって言うのよ」


「……だから？」


　不ふ思し議ぎそうな顔をする慶一郎に、涼子の苛いら立だちは爆発寸前まで高まった。思いきり息を吸って、はっきりと嚙かんで含ふくめるように言う。


「先生、よく聞いて──ホームレスじゃ教師は勤まらないわ!!」


「──!?」


　慶一郎はその言葉に衝しよう撃げきを受けたように、ハッと顔を上げた。なかば呆ぼう然ぜんとした表情で、


「ホ、ホームレスに教師は勤つとまらない……？」


「そうよ、それが日本の常識ってもんよ！」


「日本の常識……」


「というよりもはや世界の常識ね！」


「世界の常識……」


「いちいち繰くり返さなくていいわよ！」


「繰り返さなくて……」


「この──」


　涼子は急いで周囲を見回したが、慶一郎の頭を殴なぐるのに適した物が見当たらなかった。仕方がないので竹刀しない袋の紐ひもを解ほどいていると、不意に慶一郎がベンチから立ち上がった。天地宇宙万ばん物ぶつの真理を発見した哲学者のように興こう奮ふんした顔つきになっている。


「言われてみればなるほどまったくその通りだ。ホームレスに教師は勤まらない、か……フッ、名言だな」


「言われる前に気付きなさいよ！　とにかく今日中にその家なりホテルなり泊とまる場所を見つけて、ちゃんとおフロに入って、明日あしたは教師らしく出しゆつ勤きんしてよね。担たん任にんなんだから……分かった？」


「……いや、やっぱりダメだ」


　慶一郎は崩くずれるようにベンチに座すわり込むと、両手で頭を抱かかえてしまった。


「もお、焦じれったいわね！　でっかい図ずう体たいして、何をそんなに悩むことがあるわけ!?」


「鬼塚の家には卒業以来、十年以上も連絡を取ってないんだ。家出同然で出てきたってのに、今さらどんな顔して戻もどればいいのか……」


「なるほどねえ……事情はよく分からないけど、とりあえず電話してみれば？」


「電話……？」


「ここで悩んでたって解決しないでしょ？　行くも行かないも、今夜どうするかはそれではっきりするじゃない」


　クールに言う涼子を、慶一郎は恨うらみがましい目つきで見上げた。


「御剣……さては他ひ人と事ごとだと思って簡単に言ってるな？」


「そりゃそうよ、だって他人事だもの。でも南雲先生はうちの担任なんだから、ホームレスじゃ困こまるわ」


「そうか、電話か……やはりそれしかないようだな」


　慶一郎は諦あきらめたように嘆たん息そくすると、頼たよりない足取りで公園内の電話ボックスに入った。


　十年経たっても覚えていた番号をそらで押す──しばらく待ってみるが、断続的な信号音がするだけで一向につながらない。何度か試ためしてみたが結果は同じだった。


「ねえ、どうしたのよ？」


　覗のぞいていた涼子がガラスを叩たたいた。


「おかしい。何度掛けても全然つながらないんだ。番号は合ってるはずなんだが……」


「本当に？　電話帳で調べたら？」


　言われた通りに調べてみると、その謎なぞはすぐに解けた。


「そうか──いつの間にか電話番号のケタが一つ増えていたとはな」


　時の流れを感じつつ、頭に『３』を加えて番号を押すと、今度はすぐに呼び出し音が聞こえた。急に鼓こ動どうが速くなり、慶一郎は喉のどの渇かわきを覚えて唇くちびるを舐なめる。


　七回目のコールで応答があった。


『──はい、鬼塚です』


　やや遠えん慮りよがちな女性の声。慶一郎は思わず上ずった口調で、


「あ、あの……美み咲さきさん？」


『──どちら様でしょうか？』


　慶一郎は即そく座ざに自分の勘かん違ちがいに気付いた。その声は予想していたよりもずっと若い、少女のものだったのだ。


「すいません、南な雲ぐもという者ですけど……」


　一言の断わりもなくいきなり保ほ留りゆうになり、電子音のメロディが流れ出す。一分近く待たされて、今度は老人の声が電話口に出た。


『──慶一郎か。藤堂から話は聞いた。今、どこからだ？』


　鉄の棒でも呑のみ込んでいるような、ドスのきいた渋しぶい声だった。声を聞いただけで厳げん格かくそうなしかめっ面つらが想像できる。


「御ご無ぶ沙さ汰たしております、鉄てつ斎さい先生……十年振りですか」


『十一年だ。それに貴き様さまのような恩知らずに先生などと呼ばれるいわれはない』


「はあ、すいません……今、三丁目の公園にいるんですが」


『ならば電話などせずにさっさと来んか、この馬ば鹿かめが！』


　ガチャンという派は手でな音がして、一方的に電話は切れた。
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「……やれやれ」


　慶一郎は受話器をしばらく見つめてから元に戻もどした。拍ひよう子し抜けした顔で出てきた慶一郎に、涼子が尋たずねる。


「どうだった？　来るなって言われたの？」


「いや……早く来いって怒ど鳴なられたよ」


「ほーら、だから言ったじゃない。案ずるよりはってね！」


　涼子は慶一郎以上に安心した顔で、得意そうに微笑ほほえんだ。





　　　　四





　板橋区大門──そこは慶一郎が高校時代を過ごした街まちである。


　城しろ跡あとのある丘きゆう陵りよう地ちの周辺には武む蔵さし野のの雑ぞう木き林ばやしが残されており、二十三区内にしては珍めずらしく緑が多い。


（昔に比べてこの辺あたりもずいぶん都会になったな……）


　慶一郎は夕ゆう闇やみに包つつまれた街並を眺ながめながら、一歩ずつ嚙かみ締しめるような足取りで林りん道どうを抜け、一戸建ての多い住宅地に入った。大門から赤塚・成なり増ます周辺には急な坂が多い。慶一郎が目め指ざす家もそんな坂道の途中にあった。


　二十分後、慶一郎は『飛ひ天てん神社』と書かれた石せき塔とうの前に立ち、上に続く長い石段を見上げた。十数メートルはあろうかというケヤキと、それをさらに上回るヒノキの巨木が石段を挟はさんで立ち並び、たっぷりと葉を乗せた太い枝えだが、天てん井じようのように張り出して夜空を覆おおっている。


「フフ……ここだけは変わらないな」


　懐なつかしさにしみじみと笑みをこぼした慶一郎は、土と木の臭においの混じった空気を胸に吸い込むと、古い苔こけむした石段を二段飛ばしに駆かけ上がった。五十段近くある石段を一息に上って境けい内だいに出ると、社務所の裏手にある神かん主ぬしの家に向かう。最初の急ぎ足は次し第だいにゆっくりとしたものになり、玄関の前に立つ頃ころには無意識のうちに足音を忍しのばせていた。


　慶一郎が緊きん張ちようした面おも持もちで見上げたのは、堂々とした造つくりの純和風木造瓦かわら葺ぶきの古い二階家だった。十五歳から十八歳までの約四年間、慶一郎が下宿していた家である。


『鬼塚』と表札のかかったその家は寂せきとして静まり返っており、締め切った雨戸の間から漏もれる光がなければ無人かと思われるほど人の気け配はいがなかった。


（妙みように、静かな……？）


　慶一郎はまるで結けつ界かいが張られていて入れないかのように、玄関前で行ったり来たりして迷まよったあげく、いったん本ほん殿でんに引き返した。本殿正面の階段に腰を下ろし、星の少ない夜空を見上げながら、また溜ため息をつく。


（まいったな……どうにも踏ふん切りがつかないぞ。ここまで来たからには、中に入るしかないと分かっているの──に）


　その時、慶一郎は首筋に冷気のように吹き付けてくる殺気を感じ、総そう毛け立だった。


（──!!）


　かすかな衣きぬ擦ずれの音を聞いた瞬しゆん間かん、慶一郎は座すわった状態から前方に跳ちよう躍やくした。寸前まで慶一郎のいた空間を何かが横薙なぎに払い、風を切る鋭するどい音を立てる。


　慶一郎は石いし畳だたみの上に飛び込み前転の要領で受身をとり、起き上がりながら背後を振り向いた。


　タンッ


　本殿の階段を蹴けって、白い影が飛ひ翔しようした。


　刃やいばと化した殺気が真上から叩たたき付けてくる。慶一郎はバク転を繰くり返して後退し、十分な距きよ離りを置いて襲しゆう撃げき者と向かい合った。


「──！」


　影の正体は、作さ務む衣えに似にた白い和服を着た大柄な男だった。慶一郎ほどではないが、ほぼ静しず馬まと同じ一八〇センチ以上ある堂々とした体格の持ち主である。男は真っ赤な天てん狗ぐの面で顔を隠かくし、木ぼく刀とうを正せい眼がんに構かまえている。


「お前は!?」


〈天狗〉は無言のまま、流水のような速さで踏み込んできた。殺気を帯びて電光のように閃ひらめいた木刀の切っ先が、横っ飛びに躱かわした慶一郎の脇わきを掠かすめる。


（クッ──速すぎる！）


　切り返しの刃をリンボーダンス風に仰あお向むけになって避よけた慶一郎は、石畳の上を横に転がりながら十セントコインを指し弾だんで飛ばした。


〈天狗〉は剣を立てて構え、飛ひ来らいするコインを叩き落とした。わずかな時間を稼かせいだ慶一郎は、起き上がると同時に前屈かがみに背を丸めた独特の構えを取った。


　慶一郎の構えを見た〈天狗〉は、すっと切っ先を下げ、構えを下段に移した。


（まさか……〈無む刀とう取り〉が読まれている!?）


　慶一郎は戦せん慄りつした。〈無刀取り〉で取れるのは上段もしくは中段からの限られた剣筋の打ち込みのみで、下段から突き上げてくるような剣には対たい処しよできない。しかも〈天狗〉の剣技は涼りよう子このものとは完全にレベルの違う、本物の達人の域いきに達しているという感かん触しよくがあった。木刀とはいえ殺さつ傷しよう力は真剣となんら変わりはない。


（日本も治安が悪くなったと聞いてはいたが、二日も続けて木刀で襲おそわれるとは……せめてトンファーでも用意しておくんだった！）


　慶一郎は激しく後こう悔かいしたが後の祭りだった。


〈天狗〉が神速の踏み込みから突きを放はなってきた。慶一郎は体たいを横に開きながら辛かろうじて躱かわし、そのまま後方に跳とんだ。それを追うように〈天狗〉の剣が突きから水平に薙なぎ払う太た刀ち筋すじに変化する。紙一ひと重えの差で避けられたと確信した瞬間、慶一郎は下腹に重い衝しよう撃げきを感じた。


「ぐうっ!?」


　それは木刀による直接の打撃ではなく、〈剣気〉に身体からだを貫つらぬかれたような衝撃だった。慶一郎は十分な受身を取れずに背中から落ちたが、その痛みを気にする余よ裕ゆうもなく次の斬ざん撃げきが襲いかかる。


「チィィッ！」


　慶一郎は仰向けになったまま分ぶ厚あつい靴くつ底で木刀を受け、後転して間合いを広げた。


（こうなったら、やるしかないか……！）


　慶一郎は半はん身みに構えて腰を落とし、高い息い吹ぶきの声を上げた。特とく殊しゆな呼吸法により体内の精気と霊れい気きを束たばね、高圧で練ねり上げて〈龍りゆう気き〉と化す。血液の流れに乗せて身体中を循じゆん環かんさせ、腰だめに構えた両手の間に〈龍気〉を集めた。ソルバニアとは違い、地球では〈龍気〉は霊的な視覚でしかとらえられない。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　慶一郎はサイドスローで必ひつ殺さつの龍気弾だんを飛ばした。


「喝かァッ！」


〈天狗〉が初めて鋭するどい気合いを発した。


　唸うなりを上げて走る木刀の太刀筋が、光の残像となって空に十字を切った。その十字の中心に慶一郎の龍気弾が衝しよう突とつする。


　カッ！


〈神飛拳〉が切り裂さかれ、白い光こう芒ぼうとなって砕くだけ散った。


「なっ……バカな!!」


　慶一郎は心底驚きよう愕がくした。


〈神飛拳〉の直撃に耐えるほどのタフな相手はいたが、不ふ可か視しの龍気弾を迎げい撃げきした人間など一人もいなかったのである。


〈天狗〉は数メートルの間合いを一歩の踏ふみ込みで詰め、光の刃やいばのような〈剣気〉を帯びた木刀を正面から打ち込んできた。慶一郎の身体は剣圧に押されるようにして突き飛ばされる。慶一郎は受身を取ろうとしたが、身体の下に石いし畳だたみはなかった。


（しまった──）


　慶一郎は闇やみの中を墜つい落らくし、石段に背中から叩たたき付けられた。〈天狗〉と闘たたかううちに境けい内だいの端まで追い詰められていたのである。二十段近く下まで転ころげ落ちて、踊り場でようやく止まった。


「痛つつつ……」


　全身打だ撲ぼくの痛みに顔をしかめつつ身体を起こすと、〈天狗〉が石段の上に立って慶一郎を見下ろしていた。


「フン……素す直なおに一発殴なぐらせんから、そうやって余計に痛い目をみるのだ。この馬ば鹿かめが！」


　男は天狗の面を取った。


　彫ほりの深い、鷹たかのように鋭い印象のある顔だち。後ろに流した髪かみはほとんど銀色に近い見事な白はく髪はつである。針のような眼光を宿した双そう眸ぼうが、射いるように慶一郎を見ている。


「鉄てつ斎さい先生……なんですか？」


「寝言をほざくな。この飛天の剣を使える者、わしの他ほかに誰だれがおるというのだ？」


　飛天神社の神かん主ぬしにして飛天流剣術の師し範はん・鬼おに塚ずか鉄斎は、にこりともせずに言った。





　　　　五





　慶一郎は十一年振りに鬼塚家の敷しき居いをまたぎ、廊ろう下かの突き当たりにある奥の八畳間で鉄斎と向き合った。


「えーっと、その……」


　慶一郎は動転している頭を必死に使って、適当な言葉を探さがした。


「お元気そうで、なによりですね」


「さんざん待たせよったくせに、もっと気の利きいた挨あい拶さつが言えんのか？　それより何だ、その汚きたないなりは？」


　鉄斎が、畳の上に正座した慶一郎の姿を見て言う。Ｔシャツとズボンには汚れが染しみ付いており、鋭い爪つめで引っ搔かいたような裂さけ目がいくつもあった。慶一郎は無ぶ精しよう髭ひげに覆おおわれた顎あごを撫なでながら、


「ついさっき、石段から突き落としたのはどなたでしたかね？」


「昨日きのう今日ついたような汚れではあるまい。それに、その腕はどうした？」


　鉄斎は慶一郎の両腕の青アザに目をとめた。


「ああ、これですか？　これは昨日、日本一狂暴な女子高生に木ぼく刀とうで殴なぐられたんですよ。先生のお弟で子しさんじゃないんですか？」


「理由もなく人を木刀で殴るような弟子などおらんわ。貴き様さまのことだ、飢うえた獣けもののように痴ち漢かんでも働いたのであろうが」


「誰が飢えた獣ですか？　こう見えても結けつ構こう、紳しん士しですよ。俺おれは」


「紳士が聞いて呆あきれるわ。後ろ暗いところがあるから、さっきのようにコソコソと逃げ隠かくれする羽は目めになるのだ」


「はあ……」


　慶一郎は返す言葉もなく頭を搔いた。


　言葉使いこそ乱暴だが、鉄斎は決して怒おこっているわけではない。しかし慶一郎は、以前ほど鉄斎を怖こわいとは感じないことに軽いショックを受けていた。


（それなりに老ふけたってことか？　それとも俺が変わったからか……？）


　それ以上に慶一郎が気になっているのは、鬼塚家を包つつんでいる雰ふん囲い気きだった。掃そう除じは行き届とどいているが、人の暮らしている温あたたかみが希き薄はくで、まるで息をひそめているような感じがある。玄関前に立った時に感じた妙みような胸むな騒さわぎは、中に入って一層強くなっていた。


　障しよう子じの外に静かな足音が近付き、部屋の前で止まった。


「おじいさま、お茶を……」


　澄すんだ少女の声がそう告げた。鉄斎が応こたえると、十二、三歳と見える少女が、二つの湯ゆ呑のみをのせた盆ぼんを持って入ってきた。


（──！）


　慶一郎は思わず息を呑んだ。


　まるで人目につかぬ日陰にひっそりと咲く白しら百ゆ合りのような、儚はかなげな可か憐れんな雰囲気のある少女だった。


　雪のように白い肌はだ。漆しつ黒こくの髪はショート・ボブで、首から肩の細さが痛々しく見えた。顔の作りは小さくておとなしそうだが、全体的に表情に乏しく、それがなおさら人形めいた感じを与えている。


「君は──」


　慶一郎は、自分が少女の名を知っていることを思い出した。


「美み雪ゆきちゃん……だね？」


　少女──鬼塚美雪は少し途と惑まどった様よう子すを見せたが、やがてこくりと頷うなずいた。


「やっぱりそうか！　へえ……大きくなったねえ」


　慶一郎の胸に新しん鮮せんな驚おどろきが溢あふれた。慶一郎が知っているのは、まだ赤ん坊の頃ころの美雪である。


「君は覚えてないと思うけど、俺は高校卒業までこの家に厄やつ介かいになってたんだ。あの頃まだ二つか三つだったから、もう中学生かな？」


「この春に二年生になったばかりだ」


　鉄斎が代わりに答える。慶一郎に向けられた美雪の視線は、まるで石の置き物でも眺ながめるようだった。無関心なのか、あるいは何と答えていいか困こまっているのか、その表情からは読み取れない。


「ところで美雪ちゃん、さっきからご両親の姿が見えないけど、お二人は──美み咲さきさんと克かつ弥やさんは、今日はどこかへ出掛けてるのかい？」


「おらんよ」


　一言、鉄斎老人が答えた。慶一郎はその時になって初めて、祖父と孫娘の間に流れる空気に妙な違い和わ感を覚えた。


「もう四年になるか……」


「何がですか？」


　違和感の正体を理解できないまま、慶一郎は尋たずねた。


「旅先の事故でな。美雪は奇き跡せき的に無ぶ事じだったが……」


「──!!」


　慶一郎は、一いつ瞬しゆん、めまいに似にた激しい虚きよ脱だつ感に襲おそわれた。


「お前に知らせてやろうと思ったが、結局、居場所が判わからずじまいでな……いったい、どこでどうしておったのだ」


　鉄斎老人のいっそ優しげな口調が胸に痛かった。四年前といえば、慶一郎は大阪の外語大を卒業して、すでに日本を離れた後である。


「……美咲はな、長いことお前のことを心配しておったぞ」


　鉄斎老人の両眼が熱いものをたたえているのを見た慶一郎は、崩くずれるように突っ伏ぷして、畳たたみに両手をついた。


「申し訳わけありませんでした……!!」


　肩を震ふるわせ、声を潤うるませながら、慶一郎はやっと、それだけの言葉を吐はき出した──





　　　　☆





　慶一郎に与えられた部屋は、二階の東南にある六畳間だった。以前に使っていたのと同じ部屋である。部屋は隅すみ々ずみまできちんと掃そう除じされ、畳も新しくなっていたが、長らく使う者もいなかったのか古い埃ほこりの臭においが残っている。慶一郎は雨戸を開けて、外の冷えた空気を中に取り入れた。


　明かりを消したままの部屋で、慶一郎は開け放した窓に腰掛け、星空を見上げながら過去に思いをはせた。


　物心ついた頃には、慶一郎に両親はいなかった。ただ一人の家族だった祖母が他た界かいしてからは親類に預けられることになったが、慶一郎は結局どの家にも馴な染じめず、あちこちを転々として最後にやってきたのが遠とお縁えんの鬼塚家だった。


　十五歳でこの家にやってきた慶一郎は、鉄斎の一人娘・美咲と出会い、初めて『この人にだけは嫌きらわれたくない』という気持ちを抱いだいた。当時二十四歳の美咲は慶一郎を出で来きの悪い弟のように扱あつかい、慶一郎も美咲を姉のように慕したっていた。美咲の特別ではない当たり前の優しさは、砂さ漠ばくを潤うるおす雨のように慶一郎の孤こ独どくの飢うえを癒いやしてくれたのである。


　ただ一つの不満は美咲がすでに結婚していたことだった。少年の慶一郎は夫の克弥に嫉しつ妬とし、憎にくしみに近い嫌けん悪おの情すら持っていた。高二の頃に美雪が生まれ、そのことで自分が鬼塚家の人間でないことを改めて思い知ると、それからは美咲に対してさえ心を閉とざし、無関心を装よそおった。


（……結局、子供だったんだな）


　今になって慶一郎はそう思う。


　高校を卒業した慶一郎は大阪の外語大に入学し、大学生としての自活を始めた。在学中は一度も鬼塚家には連絡をとらず、卒業すると同時に日本を離れたのである。


　しかし、七年に及およぶ海外放ほう浪ろうの生活の間でも、美咲のことが未み練れんとなって心のどこかに引っ掛かっていた。いつかこの場所に戻もどってきて、素す直なおな気持ちで美咲と話をしたいと願っていたのである。


「許してください……美咲さん」


　十一年を経へて、慶一郎はようやく自分の初恋が終わったことを知った。





　同時刻──池袋中央公園。


〈ストリートバイパーズ〉と呼ばれる武闘派の不良少年たちの溜たまり場となっているその公園に、肉の打ち合う鈍にぶい音と、殺気立った叫び声が交互に響いていた。


「ねりゃあ!!」


　静馬は咆ほう哮こうを上げて大きく踏ふみ込んだ。肩からぶつかる強烈な体当たりを食らった相手はもんどりうって倒れ、大の字に寝転がった。


　静馬は油断なく構えながら周囲を見回す。同じようにして五人の少年たちがコンクリートの地面に這はいつくばっていた。全員がストリートでの賭かけ試合で鳴らした猛も者さたちだったが、彼らに一対六の勝負を挑んだ静馬は、自分の身体に指一本触れることさえ許していなかった。


「ふう……圧倒的っちゅうのは、つまりこういうことを言うんやろなァ」


　静馬は前髪を搔き上げ、嘲あざけるように鼻で笑いながら言った。


「クソッ……この化け物が！」


　少年たちがフラつきながら立ち上がり、怒りに狂った眼差しを静馬に向けた。パチッという乾かわいた音とともに少年の手にナイフが現れる。ナイフを持っていない者は植え込みに隠していた鉄パイプや特とく殊しゆ警けい棒ぼうを持ち出してきた。


「おいおい、そらアカンで！　このうえさらに恥の上塗り状態になりたいんか？」


　静馬は恐れ気も見せず、逆におどけた口調で挑ちよう発はつしてみせた。その不敵な態度に、少年たちは戦せん慄りつを覚えて二の足を踏む。


「し、死ぬぞ、てめえ……」


「ハッ……いったいどこの誰がお前らに殺されるっちゅうんや？　メチャメチャ手ェ震えてるくせしやがって」


　静馬は膝ひざでリズムをとりながら、高い息吹の声を上げた。高圧のパワーが体内を駆かけめぐり、全身に熱気がみなぎっていく。


　恐怖にかられた少年たちが無言のまま襲いかかった。静馬は〈熱気〉を右手に集め、周囲の空間を薙なぎ払うように腕を振るった。


「往生ォ──せいやあァ!!」


　轟ごうッ！　弧こを描く静馬の右手から黄金色の〈炎〉が爆発的に広がり、少年たちの身体を吹き飛ばした。それは肉眼では捉とらえることのできない霊的なパワーのほとばしりであった。


　焦こげ臭い煙の漂う中、倒れ伏して苦しげなうめき声を上げている少年たちを見下ろして、静馬は満足げに頷いた。


「リハビリは完了や……〈炎の虎とら〉も威力十分！　これで南雲も黒コゲ決定やな!!」


　静馬は学生服の上着を拾って肩に引っ掛けると、高笑いしながら歩み去った。


　みずから〈炎の虎〉と名付けた必殺技が、仙術気功闘法──〈神威の拳〉の一つであることを、彼はまだ知らなかった。










　第三話　幻げん想そう都市サーガイア







〈五月十日──晴れ、時々曇り〉





　失われた時間は二度と取り戻もどせはしない。


　動きだした世界はもはや止められない。


　今日を生きる人間にできるのは、自分を変えることだけだ。誰だれにとってもそうだろうし、俺おれもそうするしかない。


　昨日きのうまでの自分は古い世界とともに滅ほろび去り、今日からは生まれ変わった自分で、新しい世界を生きていく──そんな機会はそうあることじゃない。


　今日からはもっと別の、よりよい生き方ができるはずだ。俺はそう信じている。信じてはいるが──どうやら奇き妙みような運命は俺を放ほうっておいてくれそうにない。





　　　　一





　始業の予よ鈴れいが鳴った。


　出席簿ぼを手に職員室を出た慶一郎は、足早に廊ろう下かを急ぐ生徒たちの間をゆっくりと大おお股またに歩いて教室へ向かう。


「おはようございます、南な雲ぐも先生！」


　涼りよう子こが駆かけ足で追い付いてきて、慶一郎の横に並んだ。今来たところなのか、肩からリュックを下げている。


「おはよう御み剣つるぎ。ギリギリセーフだな」


「人聞きの悪いこと言わないでよ。こっちは朝練で、あんたなんかよりずーっと早く学校に来てるんだから」


「御剣、仮にも教師に向かってあんたはないんじゃないか？」


「なによ、ホームレス教師のくせに説教する気？」


　慶一郎が急に立ち止まった。涼子は慶一郎が思い詰めたような顔つきをしているのに気付き、足を止める。


「ど、どうしたの？　深刻な顔しちゃって……」


「御剣……確かに過去の俺はホームレスだったが、今日からはカタギの教師として恥はずかしくない人間になるつもりだ。南雲慶一郎は生まれ変わったんだよ」


「はあ!?」


　涼子は怪け訝げんを通り越して呆あきれ返った。


「一昨日おととい会ったばかりなのに、急に生まれ変わられてもねえ……いったい何がどう変わったわけ？」


「ようやく元のレールに戻ってきたというか……自分自身が本ほん来らい在あるべき場所にぴったり収まったという感じがするんだ。もしかすると俺は高校教師になるために生まれてきたのかもしれないな」


「それは絶ぇーっ対、ないわね！」


　涼子はキッパリと断言した。


「きっと運命のイタズラってやつで……何かの間違いでもって、たまたまここにいるだけなのよ。気のせいよ」


「それは昨日までの話だ。今日からの俺はひと味違……」


　チリ──ン。


　涼すずやかに澄すんだ、鈴の音に似にた響ひびきが聞こえてきた。


　チリ──ン。


「あら、風ふう鈴りんの音？」


「いや……そうじゃない」


　慶一郎は硬こう直ちよくしたまま呟つぶやいた。音源が思ったより近くにあることを知って辺あたりを見回した涼子は、慶一郎のＴシャツの胸元に青白い輝かがやきが灯ともっているのを発見した。


　チリ──ン。


　その鈴の音は、Ｔシャツの下に隠かくした青い石のペンダントから聞こえていたのである。


「せ、先生それ……まさか!?」


「……ああ、そのまさかだ！」


　慶一郎は出席簿を涼子に押し付けると脱だつ兎とのごとく駆け出した。


「すまん御剣！　みんなに今日は自習だって伝えてくれ!!」


「ちょ、ちょっと待ってよ。こら──ッ！」


　追いすがる涼子を振り切って、慶一郎は男子トイレに飛び込んだ。その直後、中で白い閃せん光こうが瞬またたき、そして消えた。


「まったく……どこがカタギの教師よ!?　言った先からこのザマじゃない!!」


　涼子は男子トイレに踏ふみ込むわけにもいかず、入口の前で悪あく態たいをついた。





　　　　二





　無限の青い闇やみの中を、慶一郎は鈴の音に導みちびかれて果はてしなく墜つい落らくしていた。間もなく足の下に地面の感覚が戻ってきて、辺りに日本とは明らかに異ことなる光景が広がった。


　篝かがり火びに照らされて闇の中に浮かび上がったのは、大だい仏ぶつ殿でんにも匹ひつ敵てきする巨大建築物の内部の様よう子すだった。床ゆかは石いし畳だたみで、円を描くように立ち並んだ八本の太い石柱が高い天てん井じようを支えている。


　天井近くに開いた窓から外の光が差し込んでいるところを見ると、ここは地下ではなく地上の建造物であるらしい。


「ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」


　ソルバニアの鬼神召しよう喚かん士しレイハは、いつになく優しげな口調で慶一郎を迎むかえた。


「レイハ……？」


　慶一郎はレイハの姿を見て驚おどろいた。十二単ひとえとまではいかないものの、これまでの質素な巫み女こ装しよう束ぞくに比べてずっと華か麗れいで、まるで歌か舞ぶ伎きのような派は手でな衣い裳しように身を包つつんでいる。表情にはいつもの『自分の開発した秘密兵器を眺ながめる科学者』ライクな冷たさはなく、どこか妙みように愛想よく見える。


（いつもと雰ふん囲い気きが違うぞ……何だ!?）


　異変を察した慶一郎は言い知れぬ胸むな騒さわぎを覚えた。


「その格かつ好こうはどうしたんだ？　いや、それより前回呼んだのは一昨日じゃないか！　たった二日しか──といっても地球こつちのことだが……いったい何が起こったんだ!?」


「慌あわてることはありませんよ、ケイ」


　レイハは落ち着き払って言った。普ふ段だんの無表情な氷の美び貌ぼうが微笑ほほえんでいる。慶一郎はいよいよ不安になった。


「ここは魔ま道どう都市サーガイア──鬼神召喚のための呪じゆ力りよくはいつでも蓄たくわえておけるのです」


「そ、それはつまり……いつでも好きな時にホイホイ呼び出せるってことか!?」


「ケイを召喚するのは倒すべき妖よう魔まが現れた時だけです。くわしいことは外で話します」


「外？　外があるのか!?」


　それは慶一郎が初めて耳にする情報だった。これまでに召喚された場所はいつも決まって地下の遺い跡せきのような閉へい鎖さ空間で、ソルバニアの地上に出たことは一度もなかったのだ。


　レイハに導みちびかれ、慶一郎は長い階段を登った。壁かべ一面にある亀かめの甲こう羅らのような模も様ようをよく見ると、壁そのものが多角形の切り石のブロックを一ミリの隙すき間まもなくジグソーパズルのように組み上げて作られていることに気付く。慶一郎はその精度の高さに驚きよう嘆たんした。


（こんな物が造つくれるとは、ソルバニアはかなり高度な文明を持っているらしいな……）


　石の神しん殿でんのバルコニーのような場所に出ると、雲ひとつない、鮮あざやかなエメラルドグリーンの空が頭上に広がった。


「ソルバニアの空は緑色か！　さすがは異世界……侮あなどれんな」


　ぐるりと天を見渡した慶一郎は、太陽に相当する光源が存在しないことを知ってさらに驚いた。空全体が均きん一いつの光を放はなっており、まるで巨大な水すい晶しよう球きゆうの中にいるような印象がある。


（太陽が見えないということは、つまり今は夜ということなのか……いや、そもそもこの世界に昼と夜の区別はあるのか？）


　視線を下げると、神殿の周囲には平城京に似た整然とした街まち並なみが広がっていた。高い建物はなく、豆とう腐ふのような白い箱型の家々が立ち並んでいる。エルフ似のソルバニア人たちの姿は見えないが、建物の中でじっと息をひそめているような気け配はいがあった。


『Ｇｅｙｏｏｏ──ッ！』


　怪鳥のような咆ほう哮こうが辺あたりに響ひびき、翼つばさある巨大な影がはるか頭上を通り過ぎた。瀑ばく布ふのように叩たたきつけてきた烈れつ風ぷうは瘴しよう気きを帯び、慶一郎の全身を戦せん慄りつに泡あわ立だたせた。


「なに──!?」


　それは深海魚の一種・リュウグウノツカイに似た銀色の身体に、六枚の翼をくっつけた〈空飛ぶ謎なぞの大怪かい獣じゆう〉であった。距きよ離りが遠いので正確には判わからないが、全長は二十メートル以上ありそうだった。


　しばらくの間、慶一郎はポカンと口を開けたまま、怪獣が六枚の翼を交こう互ごに動かしてゆっくりと泳ぐように上空を旋せん回かいするのを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


「なあレイハ、一応聞いておきたいんだが……あれは、何だ!?」


「あれは、呪じゆ術じゆつ師しが〈魔素〉の浄化に失敗したために生まれた〈邪じや神しん〉なのです……」


　レイハはかいつまんで事情を説明した。


　このソルバニアという世界は現在、〈魔素〉が凝こり固まって生まれる〈妖よう魔ま〉の脅きよう威いにさらされている（公害による環かん境きよう汚お染せんのようなものらしい）。そこでレイハは地球から慶一郎を召しよう喚かんして妖魔退たい治じをしているわけだが、それとは別の方法でこの問題に対たい処しよしようとしている呪術師の一派がいた。彼らは魔術の粋すいを凝らした〈封ふう魔ま滅めつ却きやく炉ろ〉を建設して〈魔素〉を一カ所に集め、まとめて焼き尽つくそうと計画していたが、その実験が失敗し、大量の〈魔素〉が一匹の巨大な〈邪神〉に変化してしまったのだという。


「要するにゴミ処理に失敗して怪獣が生まれちまったわけか……なんとも迷めい惑わくな話だ」


　話を聞いた慶一郎は呆あきれ返ったが、競合相手の失敗が嬉うれしいのか、レイハの表情には深刻そうな感じは見られなかった。


「事情は分かったよ。それで……俺にどうしろと？」


「ケイは、あの〈邪神〉を倒してくれればいいのです」


　レイハはさも当然のことのように、さらりと言った。


「おいおい、無茶言うなよ！」


「無茶ではありません。ケイに倒してもらうためにこしらえたのですから」


「俺に倒してもらうため……？」


　慶一郎はレイハの言葉を心の中で反はん芻すうし、そこに含ふくまれた恐るべき意味を悟さとった。


「まさかレイハ……あれは、お前がやったのか!?」


「いいえ。〈滅却炉〉の構造式にはもともと欠けつ陥かんがありました。これは当然の結果なのです。レイハは警告しなかっただけ」


「要するに見て見ぬふりをしたってわけか……なんてこった！」


　慶一郎は途と方ほうに暮くれて天を仰あおいだ。陰いん謀ぼうの片棒を担かつがされているような気がした。


「倒せって簡単に言うが、空飛んでる奴やつをどうやって相手にしろって言うんだ!?　龍りゆう気き弾だんだって届とどかないぞ」


「心配ありません。すぐに降りてきます」


「どうしてそう断言できる？」


「〈邪神〉は人を喰らいますから」


「！」


〈邪神〉が羽ばたきを止め、翼つばさを閉じて降下しはじめた。


　バイィィン！


　銅ど鑼らのような音が響き、頭から街まちに突っ込もうとした〈邪神〉が見えないバリアーに弾はじき返された。


「このサーガイアの結けつ界かいでしばらくは防げるでしょう。しかし長くは保もちません」


「その呪術師はどうしたんだ？　そいつらに責任を取らせろよ」


「彼らは最初に〈邪神〉の体内に取り込まれました」


「ジーザス……」


「今からこの神殿の結界を解といて〈邪神〉をおびき寄せます。迎むかえ撃つ用意を」


「迎え撃つって、まさか俺一人で？」


「他ほかに誰だれがいますか？　ケイだけが頼たよりなのです」


「俺が切り札ってわけね……」


　夢も希望もない現実に、慶一郎はガックリと肩を落とした。


「ほら、来ましたよ」


　レイハの指差した方角に目を向けると、方向転換した〈邪神〉が身体からだの半分近くもある大口を広げながら神殿に向かってくるところだった。


「どっちにせよ、訳わけの分からんまま闘たたかうハメになるのはいつものことか！」


　肚はらを決めた慶一郎はソルバニアの大気を肺はい一いつ杯ぱいに吸い込み、体内の〈龍気〉を活性化させた。合わせた両手の間に〈龍気〉を集中すると、光の粒りゆう子しが集まって黄こ金がね色に輝かがやく光こう玉ぎよくが生まれる。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　眼前に迫せまる〈邪神〉に向け、慶一郎は必ひつ殺さつの龍気弾を放はなった。


　カッ！


　龍気弾が〈邪神〉の鼻先に命中し、火花を散らして炸さく裂れつした。しかし蚊かが刺したほどにも感じないのか、〈邪神〉はそのまま突っ込んでくる。


「なっ？　いか──んッ！」


　慶一郎はレイハの身体を腕に抱くと、全力で床ゆかを蹴けった。ソルバニアは重力が小さいため、その跳ちよう躍やくは高度十数メートルに達する飛ひ翔しようとなった。神殿を囲む塔とうの屋根に着地した直後、〈邪神〉はさっきまで二人が立っていたバルコニーを粉ふん砕さいし、再び緑の空に上昇していく。


「あ、危なかった……」


「どうして逃げるのですか？」


　非難するようなレイハの口調に、慶一郎は憤ふん然ぜんとして、


「あんなのが迫せまってきたら、そりゃあ逃げるよ！　だいたい〈神飛拳〉が通用しないってのに、どう闘えって言うんだ!?」


「あの〈邪神〉は見掛けこそ魔物ですが、〈滅めつ却きやく炉ろ〉が姿を変えたものにすぎません。〈魔素〉を吸収する機能により、外からの〈神気〉による攻撃は無効化されます」


「そうすると……」


　慶一郎は考えうる唯ゆい一いつの戦法に気付き、半笑いになった。


「まさか、あの化け物の体内に入るなんてことは……ないよな？」


「さすがですね、ケイ。その通りです」


「そんなことできるかぁ──!!」


「……来ます」


　レイハが真上を指差した。慌あわてて顔を上げた慶一郎の視界一杯に、大きく開かれた〈邪神〉の口が広がった。


『ＢＡＯＯＯｏｏｏ──ッ！』


〈邪神〉は神殿の塔ごと二人を飲み込んだ。





　　　　三





「なんやと？　南な雲ぐもは休み!?　どういうことやねん！」


　昼休みの旧道場裏──サンドバッグを相手に打ち込み稽げい古こにいそしんでいた静しず馬まは、大だい作さくの言葉を聞くなり猛もう然ぜんと抗議した。大作は肩をすくめて、


「さあ……朝は出しゆつ勤きんしたらしいんですけど、急用で出掛けたそうですよ。涼りよう子こさんが言ってました」


「にゃにぃ～？　せっかくこの静馬様がガッコ来たってるっちゅうのに、ナメとんのか！」


　静馬は怒いかりにまかせてサンドバッグに拳こぶしの連打を叩たたき込んだ。元気があり余あまっているという様よう子すに、大作は怪け訝げんそうに尋たずねる。


「なにもそういきり立たなくても……しばらく様子を見て、南雲先生の実力を見定めてから勝しよう負ぶするんでしょう？」


「アホ、そんな悠ゆう長ちようなことやってられるか！　だいたい昨日きのうは、まるでオレが尻尾しつぽまいて逃げたように思われてるやないか」


「実際、その通りでしたけどね」


「それが誤解やっちゅうねん！　昨日はともかく今日のオレは絶好調や。あんなデカイだけの男、本気出したオレの敵やあれへん!!」


「もう、昨日と言ってることが全然違うんだから……」


　大作は付き合いきれないというように溜ため息をついた。


「それで大作、南雲のことは調べたんか？」


「たった一日で何が判わかるって言うんです!?　藤とう堂どう校長なら何でも知ってるでしょうけど、あの人は口が堅かたいですからねえ……聞き出すには時間がかかりますよ。大門校うちの卒業生というのは本当みたいですけど、海外で何をしていたのかはさっぱり……判っていることといえば、一週間前までギアナにいたってことぐらいです」


「ギアナ……？　するとアフリカか!?」


「それはギニア！　ギアナ高地といえば南アメリカじゃないですか。地球最後の秘境とか呼ばれている──」


「なんでまたそんな辺ぴなトコにおったんや。山ごもりか？」


　秘境と聞いてさすがの静馬も首をひねった。実際のところ、慶一郎はいつ異世界に召しよう喚かんされてもいいように、人里離れた高地に隠かくれ住んでいたのだが、よもやそんな理由を見抜ける人間など地球上にいるはずもなかった。


「ともかく、あの校長がわざわざ地球の裏側から呼び寄せた男ですよ？　身体からだが大きいだけの格かく闘とう家と思ってナメてかかると痛い目にあいますよ、きっと」


「用心するに越したことないっちゅうわけか……しゃあない、南雲のおらんうちに対策でも練ねっとくか」


「対策って……どうやって？」


　大作の問いに、静馬はニヤリといたずらっぽい笑みを浮かべ、


「んなもん簡単や。南雲と同じくらいの身長で格闘技をやってる奴やつくらい、その辺に何人もおるやろ？　いっちょ、出で稽げい古こといこか!!」


　言うなり静馬は地面を蹴けって跳ちよう躍やくしながら、鋭するどい回し蹴りを放はなった。


　ドスゥッ！


　重いサンドバッグがくの字に折れ曲がって吹っ飛んだ。





　　　　☆





「いったいなんなんだ、ここは!?」


　慶一郎は暗くら闇やみの中で叫さけんだ。


　両足が膝ひざまで泥どろのようなぬかるみの中に沈んでいて身動きがとれない。恐る恐る周囲を探さぐった慶一郎は、タコのようなぬるりとした異様な感かん触しよくに慌あわてて手を引っ込めた。


「うへえ……なんか変なものに触さわったぞ。レイハ、そこにいるのか!?　いるなら返事をしろ！」


「大きな声で呼ばずとも聞こえますよ、ケイ」


　レイハの声は頭の上の方から聞こえてきた。アンドロイドのように感情のこもっていないその口調が、パニックに陥おちいりかけていた慶一郎の心に平静さを取り戻もどさせた。


「ここは化け物の腹の中なのか？　いったいどうなって……」


「見えないのですか？　では、すぐに光を──」


「いや……ちょっと待った！」


　レイハは慶一郎の制止を待たずに呪じゆ文もんを唱となえ、直後、頭上から目ま映ばゆい白光が降り注そそいだ。明るく照らし出された〈邪じや神しん〉の体内──そこは、真しん紅くの鍾しよう乳にゆう洞どうだった。


　慶一郎は、自分がどんな生き物のものとも知れない血と内臓と肉のプールに両足を突っ込んでいることを知って愕がく然ぜんとなった。それらは血の一いつ滴てきまで生きていて、形を変えながら蠢うごめいている。さっき手に触ふれたのは、子供の頭ほどもある巨大な眼球であった。


「な、な、な……」


　慶一郎は喉のどまで出かかった叫びをグッとこらえ、上の方にいるレイハを見上げた。魔力で空中に浮かんでいるレイハはいつの間にか薄着になっていて、桃もものような可愛かわいらしいお尻しりが真上に見えた。


（ふう……こっちを見ている方が落ち着く）


　慶一郎は足元に広がるスプラッタな光景を無視することにした。


　レイハは複数の光球で周囲を照らしながら、両手の間にホログラフのような黒い球体を浮かべていた。それはモザイクのような奇き妙みような文字の帯おびが、幾いく重えにも積せき層そうする形で構成された球体だった。


「それは？」


「〈封ふう魔ま滅めつ却きやく炉ろ〉の構造式です。これを接続して内部から〈邪神〉に干かん渉しようします」


　レイハの手が球体に触れると、文字の帯がリンゴの皮をむくようにしてほどけていき、レイハの周囲に平面のリング状に展開する。その鮮あざやかな動きに、慶一郎はソルバニアの科学力の高さを垣かい間ま見たような気がした。


（進歩した科学は魔法と同じだっていうが、本当にそうらしいな）


　レイハは慶一郎の驚おどろきも知らぬ様よう子すで構造式に目を走らせると、ワープロを打つように指先で文字を叩たたいた。レイハの指の触れた領りよう域いきが瞬しゆん時じに拡大され、それ以外の部分は脇わきに移動して圧あつ縮しゆくされる。構造式はかなり高密度の情報集積体であるらしい。
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　血肉のプールが大きく波打った。蠢く肉につ塊かいや臓ぞう物もつが寄り集まり、『だまし絵』のような顔を形作る。それは複数の人間の顔の集合のようにも、一つの巨大な顔にも見えた。それらに共通して言えることはその表情だった。顔はどれも激しい憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬの表情を浮かべている。


『…………！　……!!』


〈顔〉たちが鳥のさえずりにも似にたカン高い叫び声を上げた。最初は不快なノイズでしかなかったその声は、不意にチャンネルが合ったかのようにはっきりと聞き取れる言葉となった。


『……いぇ……いぇねんノ……キ、鬼き神しんカ！　そる……ばるうノ巫み女こメ……イン、因いん果がヲ……狂ワス禁きん……呪じゆヲ!!　汚お染せんサレ……コノママデハ……ワレ、我われ等らノ計画……〈方はこ舟ぶね〉ガ……』


「レ、レイハ！　こいつら、まさか例の呪じゆ術じゆつ師したちの成れの果はてじゃ……」


　慶一郎はレイハを見上げたが、少女巫女はその声が耳に入らないかのように無視していた。やがて構造式を操そう作さしていた手を止めると、何を見つけ出したのか鋭するどく目を細めて指差した。


「ケイ、その場所を〈神気〉で撃つのです」


　レイハの指先から青いレーザーのような光線が伸び、壁かべの一点を指し示した。〈顔〉たちが恐きよう怖ふにおののいた表情で口々に叫ぶ。


『ばかナ、ヤ……ヤメロ！』


『……我等ヲ裏切リ、亡なキモノトスル気カ!!』


『ダ、誰だれガ……オ、オマエニ命ヲ……命……』


〈顔〉たちは怨えん嗟さの声を上げながら、異い形ぎようの腕や触しよく手しゆを伸ばして慶一郎の身体からだにからみついた。そう強い力ではないが、まるで地じ獄ごくの亡もう者じやを相手にしているような気分だった。


「こいつらにはまだ意識があるのか……生きているのか!?」


「撃つのです。ケイ」


「しかしレイハ──」


「撃ちなさい！」


　躊ちゆう躇ちよする慶一郎に、レイハは冷ややかに命じた。その言葉にはためらいも同情もなかった。それこそが慈じ悲ひだというように。


「ええい……ままよ！」


　慶一郎はレイハの示した壁に向けて龍りゆう気き弾だんを放はなった。


　ボォン!!


　肉色の壁が粉ふん砕さいされ、そこから集積回路のようなケーブルの束たばが現れた。その中心には慶一郎のペンダントと同じ材質と思われる、大きな勾まが玉たまのような形をした青い石が据すえられていた。石の表面にはソルバニアの象しよう形けい文字が白く彫ほり込まれている。


「その〈刻こく印いん石せき〉を壊こわすのです。そうすれば〈邪神〉はその核を失って滅めつします」


「よし!!」


　慶一郎は身体にまとわりつく触手を引きちぎりながら、人じん面めん疽その泥どろ沼ぬまをモーゼのように渡った。〈刻印石〉に近付くにつれ、〈顔〉たちの狂ったような絶ぜつ叫きようが高まっていく。


「悪く思うなよ……俺おれも地球へ帰りたいんでな！」


　言いながら、慶一郎は〈龍気〉を込めた拳こぶしを〈刻印石〉に叩たたきつけた──





　　　　四





「涼りよう子こちゃん、ヒマならちょっとお茶しない～？」


　その呼び声に、涼子はハードカバーの小説本から視線を上げた。場所は図書館の一角。五限が休講になったので時間つぶしにやってきたところだった。


　声をかけてきたのは校医の菱ひし沼ぬま奈な々な子こだった。去年医大を出たばかりという若さで、少女のような大きな黒い瞳ひとみが印象的な美人女医である。涼子に負けないすらりとした長身をタイトな黒いワンピースに包つつみ、その上に白はく衣いを羽は織おっている。


「あら、けっこう分ぶ厚あついの読んでるのね。何の本～？」


　涼子は手にした本の表紙を奈々子に見せた。


『影かげ武む者しや徳川家康（上）』


「……女子高生の読む本にしてはハードねえ」


「ほっといてください。趣しゆ味みですから」


「それよりどう？　お茶菓が子しもあるのよ～」


「煎せん茶ちやと栗くりようかんでしたら……」


「じゃ、決まりね～」


　奈々子は嬉き々きとして涼子の背中を押した。





　五分後──


（だまされた……）


　革張りのソファーに腰掛けながら、涼子は自分の不覚を呪のろった。連れていかれた先が保健室ならぬ校長室で、しかも藤とう堂どう校長と差し向かいに座すわることになるとは予想外の展開だったのだ。


　藤堂は火のついていないパイプを手の中でもてあそびながら、


「御み剣つるぎ涼子君、君にご足労願ったのはほかでもない」


「失礼ですが校長先生……あたしは栗ようかんを食べにきただけなんですけど」


「わかっているとも」


　藤堂は涼子の冷ややかな態度にも涼すずしい顔だった。奈々子がお茶と茶菓子を運んできて、テーブルの左側のソファーに座った。涼子がジロリとにらむと、奈々子はいたずらっぽい笑みを浮かべる。


「ごめんね～、伯お父じさまにどうしてもって頼たのまれちゃって」


　涼子は菱沼女史が藤堂の姪めいだったことを思い出し、溜ため息をついた。


「菱沼君に呼んできてもらったのは、少々君に尋たずねておきたいことがあったからだ。そう……南な雲ぐも君のことでな」


「南雲先生の？」


「そうだ。今日の朝には出しゆつ勤きんしていたはずの彼が、何の断わりもなしに行ゆく方え不明になった。校内で最後に彼に会ったのは君だ……いったい何があったのかね？」


「そ、それは……」


　もったいぶった態度に反して単刀直入な藤堂の質問に、涼子は思わず本当のことを話しそうになった。


「どうしてあたしに訊きくんです？　南雲先生は、その……すごく慌あわてた様よう子すであたしに出席簿ぼを押し付けると、『今日は自習だ』とか言って出て行ったんですよ」


「ところが、彼が校舎から出て行くところを誰だれも見ていないのだよ。どういうことかね？」


「南雲先生は男子トイレに入っていきましたから……」


「トイレを出てからは？」


「そこまでは見てません！」


　自分が訊じん問もんを受けていることを強く意識した涼子は、正面から藤堂を見み据すえて目を反そらすまいとした。にらみ合う二人の横で、奈々子は知らぬ顔で栗ようかんを口に運んでいる。


「そういうことは本人の口から直接お聞きになったらいかがです？」


「それが、そうはいかんのだよ」


「どうしてですか？」


「契けい約やくを結ぶとき、彼はひとつの条件を出した。それは──『自分はたまに予告もなしに失踪することがあるが、それについて一切の質問をしないでほしい』というものだった。失しつ踪そうといっても一日二日のことだというので、私はその条件をのむことにしたのだが……実に奇き妙みような話だとは思わんかね？」


「はあ……」


　なるほど、と言いかけた涼子は慌てて口をつぐみ、誤ご魔ま化かすために湯ゆ呑のみを取ってお茶を一口すすった。


「とにかく、あたしは南雲先生の秘密なんて何も知りませんから。知りたいならどうぞご自分で調べて……」


　その時、ブラインドのかかった窓の外を大きな影がすごい速さで落ちていき、バキバキと小枝の折れる音が聞こえてきた。


「まさか……!?」


　涼子はソファーから立ち上がって窓に駆かけ寄ると、ブラインドを引き上げて窓の下を覗のぞき込んだ。植え込みにめりこむようにして、一人の男が仰あお向むけに倒れているのが見える。


　藤堂が窓を開け、男に向かって尋ねた。


「南雲君……君に質問がある。いったい今までどこにいたのかね？　そして、そこで何をしているのかね？」


　その男──南雲慶一郎は、植え込みから苦労して右腕を引っこ抜くと、震ふるえる手で藤堂を指差しながら、はっきりと言った。


「そ……それは聞かない約束ですよ、校長！」





　　　　☆





　六限目──二年Ｂ組の教室。


「……最後〝dime〟ってのは十セント銀貨のことだが、『安い』とか『ちっぽけな』、『無きに等しいもの』なんて意味で使われることが多い。日本語で言えば『一銭せん』とか『三文もん』ってとこだな。〝dimenovel〟といえば『三文小説』のことを指さすわけだ……で、このセンテンスの訳やくは──『我々は超音速で物事を考え（つまりコンピュータを使って計算し）、原爆や中性子爆弾を造つくっているのに、貧しい者たちにはまるで見向きもしない（わずかな恵みさえ与えない）』……となる。ここまでで質問は？」


「はーい！」


　教きよう壇だんの目の前に座すわっている神かみ矢や大だい作さくがサッと手を上げた。




[image: ]


「先生、どうしてボロボロなんですか？」


「……その質問は却きやつ下かする」


　苦にが々にがしい顔で答えた慶一郎の身体からだは、いまや包帯とバンソーコーだらけになっていた。


（〈邪じや神しん〉を破は壊かいしたら無数の魔物に分ぶん裂れつするなんて、聞いてなかったもんな～。ザコばかりだったから助かったが……）


　手当てしてくれた菱沼女史に、魔物にカジられた傷きず跡あとを指し摘てきされ、言い逃のがれるのに苦労したことを思い出して頭を搔かく。


「質問がないなら次にいくぞ……」


　教科書の次の行を読み上げようとしたその時、不意に天てん井じようから赤く発光する警けい告こく燈とうが降りてきたかと思うと、ＴＶモニターがＯＮになり、藤堂校長が画面に現れた。


『──南雲君、非常事態だ！』


「な……何事ですか、いったい!?」


『よく聞いてくれたまえ。草くさ[image: ]なぎ君が練ねり馬まにある空手道場に道場破りに現れて、大変なことになっているらしいのだ。君に現場へ行って事態を収しゆう拾しゆうしてもらいたい』


「草[image: ]を助けにですか？」


『いや、その道場を救いにだ』


　慶一郎はやや軽けい蔑べつの混じった溜ため息をついた。


「……高校生一人に壊かい滅めつさせられるような空手道場なんか、いっそ潰つぶれてしまえばいいじゃないですか」


『教育者として問題のある発言はやめたまえ。それに、そこの経営者は私の友人でね』


「そうですか……じゃあ、授業が終わったら行ってみますよ」


『そんな悠ゆう長ちようなことを言ってもらっては困こまる！　ただちに向かってくれたまえ』


「授業をほっぽり出して行けとおっしゃるんですか!?」


『君は今がどういう時期かよく分かっていないようだな……ゴールデンウィーク明けの六限目なのだよ？　どうせ生徒諸しよ君くんも眠くて授業どころではあるまい！』


「な、なんてことを……それこそ教育者の言葉とは思えませんよ！　いったい授業と草[image: ]と、どちらが優先されるというんですか？」


『どちらだと思っているのかね？』


　逆に訊きき返されて、慶一郎は思わず口ごもった。


「まさか……草[image: ]ですか？」


『当然だよ。そのために君を雇やとったのだからね。君のプライバシーに口を挟はさまないかわりに、給料分の仕事はしてもらうよ。分かったらただちに急行してくれたまえ──以上だ』


　藤堂はそれ以上の交こう渉しようは無用とばかりにモニターを切った。


「え？　じゃあこれで授業は終わり!?」


「ラッキー！　帰ろ帰ろ」


　藤堂の指摘した通り、それまですっかりだらけきっていた生徒たちは、急に活気を取り戻もどして帰り支じ度たくを始めた。呆ぼう然ぜんとしている慶一郎のそばに涼子がやってきて、


「結局、今日は授業ができなかったわね。だから言ったでしょ？　教師には向いてないって！」


「じゅ、授業ができなかったのは断じて俺おれのせいじゃないぞ!!」


「どっちでもいいわよ。じゃ、あたし部活があるから」


「おい……待ってくれ、御み剣つるぎ！　俺の話を聞いてくれ……」


「待ったなし！」


　ぴしゃりと言い放つと、涼子は大おお股またに歩いて教室を出て行った。


　がらんとした教室に一人取り残された慶一郎は、出席簿ぼを握にぎりしめながら言った。


「こ……こんなことで俺は負けんぞ！　明日こそは必ず授業をしてみせるからな。覚えてろよ!!」


　誰に対する負け惜おしみなのかよく分からないことを言いながら、決意を新たにする慶一郎であった。


　ちなみに、この日の〈出動〉は間に合わなかった。










　第四話　バイパーの罠わな







〈五月十五日──晴れ〉





　帰る家があるというのはいいことだ。


　それだけで人の心は安らぎ、幸せを感じることができる。


　当たり前のことのようだが、七年間の放ほう浪ろう生活を経へてはじめて、俺おれはようやくそれを実感できるようになっていた。


　しかし、かつての鬼おに塚づか家にあったそれは、家の中心にいた女性とともに消え去り、永久に失われてしまった。


　それでも俺はこの家に帰ってきた。


　いや、むしろ……だからこそ、帰ってきたというべきだろうか。


　ここでの俺の役割とは何だろう？　俺は何をすべきなのか？


　俺はまだ、その答えを見つけ出せずにいる──





　　　　一





（さ、寒い……寒すぎる！）


　箸はしと茶ちや碗わんを持つ手を止め、慶一郎は声に出さずに呟つぶやいた。


　鬼塚家の朝食の席である。


　白いご飯に豆とう腐ふの味み噌そ汁しる、アジの干ひ物もの、納なつ豆とう、海の苔り、タクアンなど、食卓の上には純和風のメニューが並んでいる。久しく日本を離れていた慶一郎には、質素ともいえるこの献こん立だては何よりの御ご馳ち走そうといえた。


　慶一郎が嘆なげいているのはメニューではなく、食事の席をともにしていながら一言の会話もない鬼塚家の寒々しさに対してだった。かつての活気のある明るい雰ふん囲い気きを思い出すにつけ、美み咲さきの存在の大きさがひしひしと感じられる。


　鉄てつ斎さいが無口なのはともかく、美み雪ゆきの口数の少なさは尋じん常じようではなかった。この一週間、慶一郎は美雪と一度も言葉を交かわしていない。それどころか、廊ろう下かで出会っても美雪は目線を上げて顔を見ることもせず、目の前に障害物が現れたように避けて通るだけだった。要するに慶一郎の存在は完全に無視されていたのである。


（俺はまるで石のタヌキだ……）


　慶一郎は現在の自分の立場をそう評した。




[image: ]


　とはいえ、美雪との会話がないことに関して、慶一郎の方に責任がないわけではなかった。慶一郎自身、美咲の死を知らされたショックからいまだ抜け切れておらず、彼女の忘れ形がた見みである美雪に対してどう接していいものか見当もつかない状態にあったのだ。


（このままじゃいけないよな……何とかしないと。でもどうすればいい？　俺にできることなんて……）


　こと人間関係においては不器用極きわまる慶一郎にとって、それは手に余あまる難題だった。それに比べれば、都つ合ごうよく異世界に召しよう喚かんされて怪かい物ぶつと闘たたかわされることなど、たいした悩なやみではないように思えてくる。なにしろ腕わん力りよくでは解決できない問題なのだ。


　考え事をしていた慶一郎は、いつもより十分ほど遅れて玄関を出た。視界をよぎった白い影に気付いて振り向くと、巫み女こ姿の美雪が社務所の方へ歩いていくのが見えた。


「なにをしておる？　教師が遅ち刻こくでは生徒に示しがつかんぞ」


　玄関から声をかけてきた鉄斎に、慶一郎は尋たずねた。


「鉄斎先生、ちょっと気になってることがあるんですが……」


「言うてみよ」


「美雪ちゃんって、いつ学校に行ってるんですか？　中学の制服を着てるのを一度も見てないんですが」


「うむ……そう言えば、休みが明けてからは行っておらんな」


「そうなんですか。なるほどそれで──って、ええ!?」


　慶一郎は慌あわてて聞き返した。


「行ってないって……つまり登校拒きよ否ひですか？　ゴールデンウィーク明けから？　まさか俺のせいでは!?」


「……何かやったのか？」


「お、俺は何もしちゃいませんよ！」


「ならば関係はあるまい。休みの前から学校には行っておらなんだようだからな……」


「どうして行かないんですか？」


「行きたくないからだそうだ」


「だからどうして？」


「そこまでは知らん」


「知らないって……自分の孫じゃないですか！」


　鉄斎は答えず、本ほん殿でんの方に目を向けた。視線を追うと、そこには竹ぼうきで境けい内だいを掃はいている美雪の姿がある。さして熱心な様よう子すは見えず、まるで作業ロボットのような単調な動きだった。


「行きたくないと言っておるのを無理に行かせることもあるまい。学校を休んでも遊びに出歩くわけでもなし……天気のよい日にはああやって日がな一日、家の掃そう除じをしておるわ。頼たのめば買い物にも行くが、用がなければおとなしく部屋にこもっておる」


「だからって、いい状態とは……」


　慶一郎は、鉄斎が遠くを見る目つきをしているのに気付いて言葉を切った。なんでもないようなことを言ってはいるが、鉄斎は美雪の気持ちを十分に理解しているに違いなかった。


（よかれと思って自由にさせてるわけじゃないな。きっと自分でもどうしていいか分からないんだ……）


　鉄斎の心中を察した慶一郎は、その瞬しゆん間かん、自分のなすべきことをはっきりと悟さとった。視界を閉ざしていた霧きりが晴れて、目め指ざす山の頂いただきが見えたような気分だった。そこに到いたるまでの道みち程のりはまったくの未知だが、慶一郎には進む方向さえ分かっていれば十分だった。


「分かりました。俺にまかせて下さい」


　突然の言葉に鉄斎は驚おどろき、眉まゆ根ねを寄せて怪け訝げんな顔つきになる。


「慶一郎、お前……？」


「不ふ思し議ぎそうな顔をしないで下さいよ。まがりなりにも俺は教師なんですよ？　こいつはまさに教師の仕事じゃないですか！」


　教師生活わずか一週間の男は決意みなぎる口調でそう言うと、意気揚々と出しゆつ勤きんしていった。





　　　　二





　昼休み──


　図書館の書しよ棚だなを端から順になめるようにして目を走らせていた慶一郎は、不意に革ジャンの裾すそをぐいと引っ張られた。


「なにノイローゼの熊くまみたいにウロウロしてるのよ？」


　驚いて振り向くと、からかうような顔の涼りよう子こが立っている。


「別に……何か参考になる資料がないかと思ってね」


「参考って、何の？　格かく闘とう技ぎ関係の文ぶん献けんならあっちの雑誌コーナーにあるわよ」


「俺が探さがしてるのは、もっと真ま面じ目めで堅かたい方面の資料だよ」


「真面目な本……？　だったら、図書館の主ヌシに聞けばバッチリよ」


「ヌシ？」


「こっちよ。紹介してあげる」


　涼子の後についていくと、着いた先は図書の貸出コーナーだった。涼子はカウンターで当番をしている二人の図書委員の一人、眼鏡めがねをかけた女子生徒に声をかける。


「ねえひとみ、ちょっといい？」


　ひとみと呼ばれた女子生徒は、貸出カードを整理していた手を止めて顔を上げた。


「なあに？　涼子ちゃん。『影かげ武む者しや～』の下巻ならまだ戻もどってきてないわよ」


「そうじゃなくて……後ろのデカイのが何か探してるみたいだからさ、ちょっと教えてあげてよ」


　涼子は親指を立てて背後の慶一郎を指差した。身体からだの大きさで個体識しき別べつされていることに少しムッとしながら、慶一郎は肩越しにその女子生徒の顔を覗のぞき込む。


　涼子とは対照的な、少し控ひかえ目でおとなしそうな感じの少女だった。黒いフレームの眼鏡が少々野や暮ぼったい印象を与えるが、名前の通り大きくて綺き麗れいな瞳ひとみをしている。くせのない髪かみは胸まであり、前髪を白いヘアバンドでとめて額ひたいを出していた。


「２─Ａの結ゆう城きじゃないか。君が図書館のヌシか？」


「なによ、ひとみのこと知ってたの？」


「あのな御み剣つるぎ……俺が英語の授業を担当しているのは２─Ｂだけじゃないんだぞ」


「でも名前まで覚えてるなんて変じゃない。怪あやしいわね」


「何が怪しいんだよ？　俺は受け持ったクラスの生徒全員の顔と名前を覚えてるんだ。なにも結城一人に目を付けてたわけじゃない」


「本当に!?　なんでそんなことするわけ？」


「俺は一度見たり聞いたりしたことは意識しなくても自然と覚えてて、いつでも思い出せるんだよ。ちょっとした特とく技ぎでね」


「それはちょっとどころじゃないと思うけど……」


　面食らっている涼子をよそに、結城ひとみがおずおずと慶一郎に尋たずねた。


「あのう、南な雲ぐも先生……何かお探しの本でも？」


「ああ。実は教育問題に関する資料を探してるんだが」


「きょ、教・育・問・題ィ──!?」


　涼子は反射的に後ずさると、化け物でも見るような顔で眉み間けんにしわを寄せた。


「そんなもの読んでどうするつもり？　何をたくらんでるの!?」


「たくらんでるとはなんだよ？　教師が現代日本の教育現場の実情に興きよう味みを持って何が悪い!?」


「現代日本とは大きく出たわね……よもや、まともな教育者として出世しようなんて考えてないでしょうね？」


「おう、お望みなら文もん部ぶ大だい臣じんにだってなってやるさ。でも今回はプライベートなことで、大門高校でどうこうしようってわけじゃないんだ。御剣には関係ない」


「プライベートで何を調べようってのよ!?」


「涼子ちゃん……少し静かにできない？」


　ひとみに冷さめた口調で注意された涼子は、叱しかられた子供のように慌あわてて口をつぐんだ。涼子が黙だまったのを確認してから、ひとみは慶一郎に言った。


「教育関係の資料は図書館にはないと思いますよ。職員室か……もしくは生徒指し導どう室の奥の資料室にあるはずです」


「なるほど……そんな所に隠かくされていたとはな。ところで生徒指導室ってどこだっけ？」


「東館の三階です」


「そうか。忙いそがしいところすまなかったな、結城」


　慶一郎は礼を言うと、大おお股またに歩いて図書館を出ていった。大きな背中が出口の向こうに消えるのを待って、ひとみが呟つぶやいた。


「珍めずらしいわね……」


「なにが？」


「誰だれより仁じん義ぎ礼れい節せつを重んじる御剣涼子が、南雲先生の前では遠えん慮りよなしにタメ口をきいて、子供みたいにいちいち突っかかるんですもの……意外だわ。びっくりしちゃった」


「ご、誤ご解かいしないでよね。あんまり常識外はずれだから、どうしたって文句の一つも言いたくなるのよ。だいたい……」


　そこまで言って、涼子は心配そうにひとみに尋ねる。


「あのさ……あたし、みっともなかったかな？」


「そんなことないわよ。クールなイメージからはほど遠いけどね」


「それは問題ね……」


　涼子はバツの悪い顔で考え込んだ。その様子を面おも白しろそうに眺ながめていたひとみが、思い出したように言った。


「涼子ちゃん、放課後は部活でしょ？　今日は私も図書館で本の整理があって遅くなるから、一いつ緒しよに帰らない？」


「いいわよ。じゃあ部活が終わったらこっちへ来るわね」


　そう言うと、涼子はひとみの仕事の邪じや魔まにならないようにカウンターから立ち去った。





　　　　三





「中学生の登校拒きよ否ひ児童は全国的に増加傾向……およそ二クラスに一人の割合か。ふうん、珍しいってほどじゃないんだな」


　高校時代には何度も呼び出しをくらいながら一度も来た覚えのない生徒指導室で、慶一郎は文部省の調査資料を閲えつ覧らんしていた。昼休みには十分な時間がとれず、午後も授業があったため、すでに放課後になっている。


「それにしてもイジメで自殺とはね……まったく、気合いってもんが足りないぜ。自分が死ぬくらいなら相手を殺せよ」


　報告書に目を通しながら慶一郎は毒づいた。


「とはいえ女の子の場合はそうもいかないか……とりあえず中学の担たん任にんに話を聞くのが先だな。となると──」


　慶一郎は何か重大な用件を思い出したように、慌てて資料を片付けはじめた。ファイルを書しよ棚だなに戻して鍵かぎを締しめ、指導室を出ようとしたその時、スピーカーから校内放送が流れた。


『南雲先生、南雲先生、至し急きゆう、校長室までおいで下さい。繰くり返します……』


「……や、やっぱりこうなる運命なのか」


　慶一郎はがっくりと肩を落とした。





　　　　☆





「〈ストリートバイパーズ〉というものを知っているかね？」


　校長室に入るなり藤とう堂どうにそう尋ねられ、慶一郎は首をひねった。


「直訳すると〈路上の毒どく蛇へび〉ですね……都内でマムシでも大量発生しましたか？」


「その分では何も知らんようだな。〈バイパーズ〉とは、主おもに池袋周辺でストリートファイトに興じている、高校生を中心としたグループのことだよ」


「要するに不良グループの勢力争いですね」


　慶一郎はさして興きよう味みもなさそうに相あい槌づちを打つ。藤堂はその反応を見越していたようにニヤリと笑った。


「世間の目にはそう映うつるだろうが、実態は少々違っているらしい。彼らは正式に格闘技を習ならっている者同士で、ストリートを舞ぶ台たいに腕を競きそい合っているのだよ。純じゆん粋すいな格闘者として『実戦における真の強さ』を追求するのが〈バイパーズ〉の本質だ」


「へーえ、最近は物好きな連中がいるもんですね。で、それが？」


「君にこの話をするからには当然、草くさ[image: ]なぎ君に関かかわりがあるわけだよ。彼は〈バイパーズ〉の間では伝説的な存在でね。ストリートファイトでは無敵無敗を誇ほこっている。三対三の団体戦でも彼はチームを組むことはせず、常に一人で三人を相手にして、全員を倒すのに五分とはかからんそうだ……君ならばどうかね？」


「高校生三人を？　五秒で十分ですよ」


　言ってしまってから、慶一郎はしまったと思った。


「それを証明してみる気はないかね？」


「ありません！」


　慶一郎はきっぱりと断わったが、藤堂がたじろいだ様よう子すは微み塵じんもなかった。


「先週の手合わせ以後、草[image: ]君とはやり合っていないようだが、よもや彼の実力があの程度のものだとは思っていないだろうね？　そこへ行って君自身の目で確かめてもらいたいのだ」


「まさか今から行けと？」


「彼らの武ぶ闘とう会が開かれるのは週末──つまり明後日の金曜と土曜の夜ということだ。現時点で判わかっている情報はこのファイルにまとめてある。目を通しておいてくれたまえ」


「そういうことでしたら、一応読んではおきますが……あまり妙みような期待はしない方がいいと思いますよ」


　ファイルを受け取ってすぐに出ていこうとする慶一郎を、藤堂が呼び止める。


「君に渡しておく物がもう一つある」


　藤堂が机の上に置いたのは携けい帯たい電話だった。慶一郎の手の中にすっぽりと収まるミニサイズである。


「校長室の番号を記憶させてあるから、ボタン一つですぐに連絡が取れる。急用で出掛ける場合は知らせてくれたまえ」


「電波の届とどく場所にいればいいんですがね」


　慶一郎は皮肉っぽく言うと、携帯電話をつまみ上げて革かわジャンの内ポケットに滑すべり込ませた。見えない鎖くさりでつながれてしまったようで、あまり気分のいいものではない。


「当然、通話料はそっち持ちでしょうね？」


「君も案外セコいな。それぐらい自分で払いたまえ」


「……ケチ」


　校長室を辞した慶一郎は足早に職員室に向かった。学校関係の電話帳を調べ、もらったばかりの携帯電話を使って電話をかける。


「あ、四よつ葉ば中ですか？　大門高校の教師で南雲と申します。実はそちらに通っている生徒のことで、担任の方に相談が──」





　　　　四





　剣道部の練習を終えて制服に着替えた涼子は、駆かけ足で中庭を抜け、図書館へ急いでいた。すでに日は沈みかけており、校内に人影はほとんど見られない。


　図書館の前までやってきた涼子は、すっかり明かりの消えている建物を見上げて不安な顔になった。


「閉まってる？　もう誰だれもいないのかな……」


　練習が遅くなってもひとみは道場に姿を見せなかったため、涼子は律りち義ぎな性格の親友がまだ図書館にいるものと信じてやってきたのである。しかし予想に反して図書館はすでに閉まっていて、辺あたりにも人の気け配はいはなく、不ぶ気き味みに静まりかえっていた。


　どこかで行き違いになったのだろうと考え、道場へ引き返そうとしたその時、少年の声が聞こえてきた。


「──おい、御剣涼子！」


　声のした方に振り向いたとたん、涼子の顔めがけて何かが飛んできた。反射的に摑み取ると、それは見み慣なれたグレーのカバーの付いた生徒手帳であった。


「なによ？」


　涼子は無ぶ礼れいにも手帳を投げつけてきた男子生徒をにらみつけた。長ちよう髪はつ、瘦やせぎすで顔色が悪く、野の良ら犬のような目つきをした少年だった。だらしなく着くずしている制服が大門高校のものでないことに気付いた涼子は、はっきりと警けい戒かいする表情になった。


「あんた、誰よ？」


「なんだいもう忘れたってのかよ？　十日ほど前、池袋で世話んなったって言やあ思い出すだろ？」


「池袋……？」


　涼子は訝いぶかしげな顔になったが、すぐにその出で来き事ごとを思い出した。


　五月六日──ゴールデンウィークの最後の日、ひとみと連れ立って池袋へ買い物に出掛けた涼子は、サンシャイン近くの公園で〈バイパーズ〉を名乗る不良集団にからまれ、一戦交まじえることになった。休日は帯刀しない涼子だが、その日は買ったばかりの赤あか樫がしの木ぼく刀とうが手元にあったため、不良相手に使い心ごこ地ちを試ためしてみたのである（ちなみにその二日後、同じ木刀で慶一郎を殴なぐっている）。


「あの時のチンピラの仲間？　今さらワビを入れに来たわけ？　それともまだ殴られ足りないっての？」


「……ったく、本当に口の減らねえ女だな！」


　少年は毒気を抜かれた顔で言ったが、すぐに気を取り直して下げ卑びた笑みを浮かべた。


「ワビを入れるのはてめえの方だよ。俺と一緒に来てもらうぜ……その生徒手帳の持ち主を無ぶ事じに返してほしけりゃな！」


「なっ……!?」


　生徒手帳の表紙を開いて学生証を見た瞬しゆん間かん、涼子は衝しよう撃げきに呆ぼう然ぜんとなり、直後、怒いかりで全身の血が沸ふつ騰とうするのを感じた。


　その学生証は結城ひとみの物だった。





　　　　☆





　カキィン！


　鋭するどい音とともに二つの武器が激突し、銀色の火花を散らした。


　試合場の中央で闘たたかっているのは二人の戦士である。


　一人は身長と同じ長さの棍こんを持ち、短い道着の裾すそからすらりとした小麦色の足を伸ばした短髪の少女。それに相あい対するのは、太た刀ちを正せい眼がんに構かまえ、長い黒髪を背中まで垂たらした青年美剣士。長らく続いた攻防により今や二人のスタミナは限界に近付いていたが、逆に闘とう志しは熱く燃え上がっていた。


「タァーッ！」


　少女が踏ふみ込みながら猛もう烈れつな棍の突きを浴あびせた。剣士は立ち防ぼう御ぎよで耐え、少女が突きを止やめてスライディングで足元をすくいにきた瞬間に跳ちよう躍やくした。互たがいの位置を入れ換えて少女の背後に着地すると、すかさず下段蹴げりを小こ刻きざみに連打して動きを止める。


　次の瞬間、剣士の姿は残像をひきながら加速した。


「──〈斬ざん影えい閃せん〉！」


　剣士は少女の背後に回り込みながら太刀を水平に薙なぎ払った。


「きゃあああ──っ!!」


　絹きぬを裂さくような断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めいが上がった。真っ二つに胴を切断された少女は、血しぶきを上げてその場に崩くずれ落ちる。


「勝しよう負ぶあり！」


　審しん判ぱんが旗はたを上げ、剣士の勝利を告げた。剣士は太刀の刃を拭ぬぐった懐かい紙しを少女の骸むくろの上に投げ捨てて、呟つぶやいた。


「許せよ……」





「許せるかァ──ッ！」


　静しず馬まは思わずそう叫さけんだ。コントロールパネルを叩たたきそうになるのを辛かろうじて思い止とどまると、椅い子すから立ち上がって、背中合わせになった二台の筐きよう体たいの向こう側を覗のぞき込む。


「大だい作さく、お前……オレのシズカちゃんを真っ二つにしやがったな!!　しかも今のんはちょっとハメ臭かったんとちゃうか!?」


「真剣勝負の世界は非情なんですよ。それに小足から斬影は連れん係けいで、ハメじゃありませんから」


　大作は涼すずしい顔で、静馬をたしなめるように言った。


　駅前のゲームセンター『ＤＩＯ』の店内である。二人は伝奇ファンタジー世界をモチーフにした格闘ゲームの通信対戦台で遊んでいるところだった。


「ハメてないやと？　小足連打キャンセル中斬影って、裏に回られたら逆ガードになるけど、出す方にも表か裏か分かれへん究きゆう極きよくの二択たくやんか」


「小足二回までは確実に裏ですよ。ちなみに小足小斬影は連続技わざで、それに逃げジャンプ闇やみ薙なぎと投げを加えると四択攻撃になりますけどね。でも小足から中斬影の連係のつなぎは遅いから、その間に小技で割り込んで反撃できるのに」


「アホ、一本目で割り込もうとしたら〈虎こ燕えん剣けん〉で当て身されて、キャンセル〈虎こ嵐らん〉でトドメ刺されたやんか！　それも入れたら五択や。投げ返しは小足で防がれるし……性能良すぎへんか？」


「そこがケーンの真しん骨こつ頂ちようってやつで、読み合いの面おも白しろいところじゃないですか。でも中斬影はガードされた時のリスクが大きいから、読み負けてたら終わってましたよ。だいたい精せい霊れい力ゲージがあったんだから、シズカだったらボタン同時押しで〈マイティガード〉を発動させれば良かったんですよ」


「そんなとこまで頭が回るかよ……」


　言い負かされた静馬はむっつりとした顔でゲーム画面を眺ながめた。


　大作の操あやつる青年剣士は早くも追い込まれていた。ボスキャラである漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包つつんだサイボーグ戦士に捕つかまり、片手で高々と持ち上げられたまま鉄の爪つめでザクザクと串くし刺ざしにされている。


『ザコが……死ねィ!!』


　ボゴォン！


　剣士の身体からだはサイボーグ戦士の必ひつ殺さつ技わざで爆破され、粉こな々ごなになって吹き飛んだ。落ちてきた太た刀ちが墓ぼ標ひようのように地面に突き立った。


「玉ぎよく砕さいか……お前、この中ボスに一回も勝ってないやん」


「僕は乱入専門ですからねえ」


　大作は苦にが笑わらいを浮かべて席を立った。ゲームのＢＧＭの喧けん騒そうで話し声も聞こえないほどの店内から一歩出ると、駅前通りは買物袋を下げた主婦や学校帰りの学生たちが行き交かい、ちょっとした混雑になっていた。二人は高速の方へ向かってぶらぶらと歩いて行く。


「どうする大作？　このまま帰んのもなーんや面白ないしなあ」


「でも今日は水曜ですよ。池袋へ行っても何もないし……」


　不意に静馬が立ち止まり、大作の肩を摑つかんで引き止めた。


「おい、あれ……涼子とちゃうか？」


　静馬の示した方向に目を向けた大作は、大通りを挟はさんだ向こう側の歩道に涼子を発見した。リュックと竹刀しない袋を肩にかけた涼子は、一人の高校生の後にくっついて歩いている。


「おお？　なんやあのボケ、男連れやで！」


「珍めずらしいこともあるもんですねえ。でも、なんだか怒おこってるみたいな歩き方ですよ。顔つきもずいぶん険けわしいし」


「痴ち話わゲンカか？　ケッ、しょうもな！　いつもエラソーなくせしやがって、実際やってることはそこらの女と変われへんやないか」


「いやいや、ここで結論を出してしまうのは早計というものですよ。決定的な証しよう拠こを手に入れないことにはね」


　涼子を尾び行こうしようとする大作の首根っこを静馬の手が捕とらえた。


「放っとけ大作！　紳しん士したるもの、他人のプライバシーに首突っ込むもんやあれへん」


「紳士!?　どの口でそんなことを言ってるんです？　静馬さんだって興きよう味みあるくせに」


「アホか、誰だれがあんな狂暴な女に興味あるっちゅうねん！　あいつと関わり合いになんのはまっぴら御ご免めんや……」


　静馬は腹立たしげに言うと、大作を引きずって逆方向へ歩きだした。





　　　　五





　二人の存在にも気付かぬまま、涼子は前だけを見つめて一心不乱に足を運んでいた。


　誰かに助けを求めるという考えはまるで浮かばなかった。拉ら致ちされたひとみの身を案じる気持ちと、そんなバカげた行動に出た〈バイパーズ〉の連中に対する怒いかりで頭が一いつ杯ぱいになり、完全に逆上していたのである。これから向かう場所にいかなる罠わなが待ち受けているのか、それを警けい戒かいする冷静さすら残っていなかった。


　涼子が連れられてきた場所は、高速に沿そっておよそ千メートルに及およぶ赤塚公園の西の端──高速道路とバイパスに挟はさまれた雑ぞう木き林ばやしの手前にある広場だった。この周辺は野鳥保護区サンクチユアリに指定されているせいもあって街がい灯とうが少なく、日が暮れるとまるで田舎いなかの山道のような暗さになる。涼子がやってきたのはまさにそんな時刻であった。


　広場には一台のバンと数台のバイクが止まっており、そのまわりには黄色と黒を基調にした悪あく趣しゆ味みなストリートファッションに身を固めた五、六人の少年たちがたむろしていた。


「黒木さん、御み剣つるぎ涼子を連れてきたぜ！」


　涼子を案内してきた少年が呼び掛けると、バンのドアが開いて、金きん髪ぱつをオールバックにした大柄な男が現れた。眉まゆは薄く、顔色は日焼けしすぎたようにドス黒い。まだ二は十た歳ち前に見えるが、赤いシャツの胸をはだけて金のネックレスを光らせているあたり、不良を通り越してすでに立りつ派ぱなチンピラの域いきに達している。


　涼子の顔をしげしげと見つめた黒木は、合が点てんがいかないという顔でまわりの不良たちに尋たずねた。


「おい、この女が例の御剣涼子か!?　お前ら、この可愛かわいらしいお嬢じようちゃんに痛い目にあわされたってのか？」


「本当ッスよ、黒木さん！　この女をナメちゃいけねえ」


　一人が腕に巻いた包帯を見せびらかしながら言った。他ほかにも何人かが口々に文句を並べ立てるが、涼子の言葉がそれをさえぎった。


「ひとみはどこ!?　乱暴なことはしてないでしょうね？」


「するヒマもなかったさ……おい！」


　黒木が声をかけると、結ゆう城きひとみが捕ほ虜りよのように少年に引き立てられて車から出てきた。


　ガムテープで口を塞ふさがれ後ろ手に縛しばられているひとみは、親友の姿を見て安あん堵どの表情を浮かべたが、すぐに涼子が十人もの不良たちに囲まれて孤こ立りつ無む援えんであることに気付き、恐きよう怖ふに青ざめた。自分が助かったわけではなく、それどころかさらに無む慈じ悲ひでおぞましい運命に直面していることを知ったからである。


「あんたたち、これが立派な誘拐だって分かってるわね!?　今ならまだ見み逃のがしてあげるわ。さあ、ひとみを放しなさいよ！」


　涼子の声に怯おびえた様よう子すはまったくなかった。不良たちは威い厳げんすら感じさせる堂々としたその口調に鼻はな白じろんだが、黒木は逆に興味をかきたてられたように獰どう猛もうな笑みを浮かべた。


「すぐにってわけにはいかねえなあ……涼子ちゃん、あんたの方こそ自分の立場ってやつがよく分かってねえようだな。こいつらに怪け我がさせてくれたワビは、きっちり入れてもらわねえとな！」


「ワビですって？　誰だれが!?」


　涼子は軽けい蔑べつしきった顔で、吐はき捨てるように言った。


「バイパーだかなんだか知らないけど、社会のクズ同然のチンピラ風ふ情ぜいが調子に乗ってほざくんじゃないわよ!!　なに？　女一人相手に数を集めなきゃまともに口もきけないってわけ!?　まったく、最近の男は恥はじってものを知らないようね！」


「チンピラだと!?　てめえ……！」


　黒木の顔色がみるみる朱に染まった。女子高生にここまで鮮あざやかに啖たん呵かを切られたことがよほど屈くつ辱じよくだったらしい。黒木は発情したイノシシのように鼻息を荒げ、唇くちびるを歪ゆがめて手下に命じた。


「構かまうこたぁねえ……このクソ女を裸はだかにひんむけ!!」


　不良たちは待ってましたとばかりに歓かん声せいを上げて殺さつ到とうした。涼子は最初の一人を竹刀しない袋の先で突き転ころばすと、即そく座ざに袋から木ぼく刀とうを抜いて、左から迫せまってきた不良に容よう赦しやのない一撃を打ち込んだ。


「──鋭えい!!」


　ゴキィ！


　異様な音が響ひびき、しびれるような手て応ごたえが電気のように涼子の身体を走り抜けた。


「ひぎゃああっ！」


　鎖さ骨こつを砕くだかれた不良が悲ひ鳴めいを上げながら地面を転げ回った。その声に度ど肝ぎもを抜かれて他のバイパーたちの足が止まる。涼子はそのスキを逃のがさず、手近の相手に果か敢かんに打ち込んでいった。


　頭を狙ねらうと見せかけて脇わき腹ばらを打ち、向こう脛ずねを軽く打って相手に身を屈かがめさせてから肩や喉のどを狙う。たとえ腕でガードしてもその腕の骨を砕く──慶一郎ですら手を焼いた神速の連続攻撃に必死の気合いが加わり、涼子の剣は冴さえに冴えた。


「──やあッ！」


　不良が足元を狙って振り回したチェーンを跳ちよう躍やくして避よけ、大上段から木刀を振り下ろす。


　ガツッ!!　脳天に一撃を食らった不良が顔から地面に突っ込んで悶もん絶ぜつした。しかし涼子の方も硬かたい頭ず蓋がい骨こつを打った衝しよう撃げきで木刀を持つ手がしびれ、わずかに顔をしかめる。


　闘たたかいが始まってから二分足らずの間に四人が戦せん闘とう不能になり、残る敵は黒木を含ふくめて六人となっていた。一人がひとみを捕とらえているため、涼子が相手にしているのは四人である。この四人は池袋で一度闘っており、木刀に対抗するためトンファーや特とく殊しゆ警棒を用意していた。使い慣なれているようには見えないが、鈍にぶりはじめた涼子の剣を受け止めるには十分だった。


（まずいわ……怒いかりにまかせて大振りしたせいで、もう息が上がってきちゃった……これ以上、無む駄だな動きはできないわね）


　涼子は木刀を下段に移して受けの構えを取った。四人は警けい戒かいしてなかなか間合いに入ろうとしない。


「おい御剣、こっちを見ろ!!」


　呼び声に振り向くと、黒木がひとみにナイフを突き付けていた。空あいた方の手でスカートをめくり、内側からナイフを刺して布地を切り裂さいていく。ひとみは恐怖に身をよじり、口を塞ふさぐガムテープの下でくぐもった悲鳴を上げた。


「な、なんてことするのよ!?」


　涼子が我われを忘れて叫さけんだその時、背後から近付いた一人が猛もう然ぜんとタックルを仕掛けてきた。腰に抱きつかれて動きが止まったところに残る三人が襲おそいかかり、あっという間に地面に引き倒される。


（くっ……しまった！）


　木刀を奪うばわれ、四人の男に両手両足をがっちりと押さえつけられた涼子にもはや為なすすべはなかった。


「ようし、そのまま捕つかまえてろよ」


　嬉き々きとした顔でやってきた黒木は、涼子の腹の上に馬乗りになって鼻先にナイフをちらつかせた。涼子は歯を食いしばり、黒木のいやらしくニヤけた顔をキッとにらみつける。


「ったく……可愛かわいい顔しておっかねえ女だな！　怖こわくないのか？　悲鳴の一つも上げてみろよ、ええ!?」


　黒木の手がセーラー服の胸を荒々しく引き裂いた。スポーツブラと素す肌はだの間に冷たい刃が差し込まれるおぞましい感かん触しよくに、決して出すまいとしていた悲鳴が喉のどまで込み上げてきた。


「い、いや……」


　パシャッ！


　シャッターを切る音とともに閃せん光こうが瞬またたいた。黒木たちは突然のことに驚おどろき、慌あわてて背後を振り向いた。


「ほい、チィ～ズっと！」


　再びフラッシュがたかれ、閃光が黒木たちの目を刺した。


「だ、誰だ!?」


「誰やと？　ご挨あい拶さつやなあ、黒木！」


　人を小こ馬ば鹿かにしたような巻き舌じたでガラの悪い関西弁──顔を上げて見るまでもなく、涼子には声の主ぬしが誰だか判わかっていた。


　大門高校の風ふう雲うん児じ・草くさ[image: ]なぎ静馬であった。





　　　　六





「お前らのアホ面づら、バッチリ撮とらせてもろたで！　いや～ホンマ傑けつ作さくやな!!」


　小型カメラを片手に、静馬はゲラゲラと高笑いした。




[image: ]


「涼子ちゃん！」


　自由になったひとみが涙声で叫んだ。ひとみを捕とらえていた不良はその横で腹を抱かかえて地面にうずくまっている。


　黒木が幽ゆう霊れいにでも出会ったような顔で言った。


「く、草[image: ]……なんで貴き様さまがここにいる!?」


「そらこっちの台詞せりふや！　ここら一帯はオレの縄なわ張ばりやぞ」


「すると貴様、大門高校の生徒だったのか!?」


「そんなことも知らんかったんか？　ついでに言うとくとな、お前がケツの下に敷しいとるその女は、オレと同じクラスで、それも席が隣となりなんや。知らんとはいえ、えらい女に手ェ出したもんやなあ！」


　静馬の言葉を耳にしたバイパーたちの動揺は目にも明らかだった。涼子の手足を押さえつけていた力が緩ゆるみ、四人が一様に不安げな顔を黒木に向ける。


「ボケが……今さら何の相談や？　警察の世話になりたなかったら、死にかけのガラクタども連れてとっとと去いなんかい!!　おっと、慰い謝しや料りように有り金おいてくのも忘れんなよ。小こ銭ぜにはいらんわ」


「慰謝料だとォ？　ざけんじゃねえぞ草[image: ]……貴様、それで勝ったつもりかよ!?」


「口のきき方に気ィつけんかい、このドチンピラが！　このまま素す直なおに帰るんやったら見み逃のがしたる言うとんのや。それともこのオレとやるっちゅうんか？」


「いい加か減げん、そのインチキ臭くせえ大阪弁も聞きあきてたとこだ……ここで決着をつけてやるよ、草[image: ]ィ！」


　黒木は涼子の腕を摑んで立たせると、四人のバイパーに命じた。


「草[image: ]の女は俺が押さえてる。全員で同時にかかれ！」


「……誰がオレの女やねん」


　静馬はボヤきながら前に歩み出た。四人が武器を持っているのを見ると、楽しいことを思い出したようにニッと笑い、地面に転がっている涼子の木ぼく刀とうを拾ひろい上げる。


「ついさっき四人の血ィ吸うた業わざ物ものや……さあ、最初にドタマカチ割られたい奴やつは、どいつや!?」





　　　　☆





『Ｐｒｒｒ！　Ｐｒｒｒ！』


　慶一郎は突然鳴り響ひびいた呼び出し音に驚おどろき、道の真ん中で飛び上がった。


　公園通りの脇わきの歩道である。慶一郎は一いつ瞬しゆん、何が起きたのか理解できずに慌あわてたが、すぐに鳴っているのが自分の携けい帯たい電話だと気付いてポケットから取り出した。


「誰だろう……？」


　怪け訝げんに思いながらも受信ボタンを押すと、聞こえてきたのはひどく慌てた様よう子すの少年の声だった。


『南な雲ぐも先生ですか!?　僕ぼくです、神かみ矢や大作です！』


「神矢!?　なんでお前がこの電話の番号を知っているんだ？」


『そんなこと言ってる場合じゃないんですよ！　涼子さんが一人でバイパーズと闘たたかってて……一応、静馬さんが助けに入るとは言ってるんですけど、相手は十人もいるし武装してるんで……とにかくピンチなんです!!』


「事情はよく判らんが……今、どこにいるんだ？」


『涼子さんは高速脇の公園です！　バイパスの方の……僕は反対側にあるボックスからかけてます』


　それを聞くなり慶一郎は猛もう然ぜんと駆かけ出した。二〇〇メートルを一息に駆けて高速線の通りに出る。電話ボックスから出て待っていた大作が大声で呼んだ。


「こっちです！」


　慶一郎は大作に先せん導どうされて高架路の下の横断歩道を渡り、現場である公園へ向かった。雑ぞう木き林ばやしの方へ入って行こうとしたその時──


　パンッ！


　爆ばく竹ちくが破は裂れつしたようなその音を耳にして、慶一郎は思わず立ち止まった。


　それは──銃声だった。










　第五話　その教師、最強につき







〈五月十五日──追つい記き〉





　今日きようは思わぬハプニングにより、善よい行おこないと悪い行いの両方をやってしまった。


　善い行いとは、ささやかながら日本の平和を守り、希望ある未来のために貢こう献けんしたこと。


　悪い行いとは、女性との約束をすっぽかしたことだ。





　　　　一





「さあ、とっととかかってこんかい虫ケラども！」


　静馬は木ぼく刀とうを肩にかつぎ、大きく足を踏ふみ出して見み得えを切った。芝しば居いじみた子供っぽい威い嚇かくもバイパーたちには効果があるらしく、四人はまるで本物の生きた虎とらを前にしたように怯おびえて後ずさる。


「ビビんじゃねえ！　こいつはタイマンの勝しよう負ぶじゃねえんだ……四人で一度にかかれば草くさ[image: ]なぎだってイチコロだ!!」


　黒木にハッパをかけられたバイパーたちは奇声を発し、自分を奮ふるい立たせて静馬に向かっていった。


「フン、ザコがいきがんな！」


　静馬は横に回りこもうとする相手に向かって突進し、木刀を思い切りふりかぶって打ち込んだ。


　ガツッ！


　木刀は頭上でトンファーにガードされたが、両腕を上げたため脇わきがガラ空あきになった。静馬はそこを狙ねらってすかさず鞭むちのようなミドルキックを食らわせる。グエッとうめいて不良が身体からだを折ったところをあらためて木刀でタコ殴なぐりにし、あっさりと一人目をＫＯした。


「ナメんなよ。武器持ったオレの戦せん闘とう能力は一・五倍や！」


　静馬の威おどし文句はハッタリではなかった。涼子の一撃必ひつ殺さつの華か麗れいな剣とは違い、静馬の場合は棒を振り回しているだけの素人しろうと剣法である。しかしスキあらば鋭するどい蹴けりや拳こぶしの攻撃が加わる上、見た目の怖こわさから言ってもこちらの方が断然上だった。


「オラァ!!」


　左右から同時に攻撃してきた三人に対し、静馬は距きよ離りに応じてそれぞれ木刀の突き、後ろ回し蹴り、裏うら拳けんで応戦した。顔面に裏拳を食らって棒立ちになった不良に、ボディブローからローキック、木刀によるブン殴りの三段攻撃で追い打ちをかける。ＫＯには到いたらないものの、戦意を挫くじくには十分な精神的ダメージを与えていた。


「クソッ、なんて野や郎ろうだ!!」


　黒木はあっという間に二対一になったのを見て愕がく然ぜんとなり、何を思ったのか、涼子を放してバンの方に走った。入れ代わりに駆かけ寄ってきたひとみが、その場に座すわり込んでいる涼子に抱きついた。


「涼子……涼子、大だい丈じよう夫ぶ!?　ねえ！」


　ひとみが肩を摑つかんで揺さぶったが、涼子は放心したように虚うつろな目で静馬の闘たたかう姿を追っていた。しかしバンに乗って逃げるものと思っていた黒木が再び出てきたのを見て、突然大声を上げる。


「静馬ァ！　危ない──!!」


　涼子の叫さけびを聞いた静馬は黒木の方に振り向いた。


「死ねや、草[image: ]ィィ！」


　狂気じみた黒木の声が聞こえた瞬しゆん間かん──静馬の視界に、人ヒト魂ダマのような白い光の玉が飛び込んできた。


「──!?」


　静馬は反射的に身体を反そらせて、レーザーのように一直線に飛んでくる光の玉を避よけながら、それを木刀で叩たたき落とそうとした。


　パンッ!!


　直後に銃声が轟とどろき、静馬は吹っ飛ぶようにして仰あお向むけに倒れた。


「きゃあああぁぁ──っ!!」


　ひとみの悲ひ鳴めいが高く響ひびいた。


　二人のバイパーもその場で凍こおり付き、壊こわれかけの人形のようにぎこちなく首を回して黒木を見た。黒木は土つち気け色の顔にダラダラと脂あぶら汗あせをたらし、犬のように口を開けて息を荒げている。前に突き出した両手には、先端から青い煙を上げるオートマチック式の拳けん銃じゆうが握にぎられていた。


「草[image: ]……てて、てめえが悪いんだぞ！　俺おれを怒おこらせやがったから──」


「飛び道具は反則やぞ」


　抗議の言葉とともに、静馬がむくりと身体を起こした。


「へ……!?」


　両目をまん丸に見開いた黒木の前で、静馬は何事もなかったように立ち上がり、ズボンの尻しりの汚れを手で払い落とした。右手に握った赤あか樫がしの木刀が半なかばから折れているのを見て眉をひそめる。


「……おい涼子、これはオレの責任やないからな。あのアホに弁べん償しようしてもらえ」


「ク・サ・ナ・ギィィィ!!」


　黒木は悲鳴に近い叫さけび声を上げて、拳銃を静馬に向けた。静馬は面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かきながら、愛想を尽つかしたように言った。


「女人ひと質じちに取るわ、一人相手に大人数でかかってくるわ、ナイフは使うわ、ほんでもって最後は銃か！　お前ら、楽しくケンカしようっちゅう気はゼンゼンないみたいやな」


「俺たちゃトムとジェリーじゃねえんだよ！　それ以上ガタガタぬかすとマジでぶっ殺すぞ!!」


「彼女もできんうちに殺されたらかなわんなあ……しゃあない、降こう参さんや、降参！　これでええんか？」


　静馬が素す直なおに両手をホールド・アップして見せた。黒木はこれ以上ないという狂きよう喜きの笑みを浮かべ、まだ呆ぼう然ぜんとしている二人に命令した。


「てめえら、ボーッと突っ立ってんじゃねえよ！　やっとこの化け物に恨うらみを晴らせる時が来たんだ……二度とでけえ口が叩けないように、徹てつ底てい的にぶちのめせ!!」


　それを聞くと、無傷の二人だけでなく地面にのびていたバイパーたち数人（重傷者を除のぞく）も生気を吹き込まれたように立ち上がり、静馬を取り囲んだ。


「……お前ら、ゾンビか？」


「うるせえ！」


　バイパーたちは三人がかりで静馬を羽は交がい締じめにし、ハイエナのように一いつ斉せいに群むらがって袋叩きにしはじめた。


「どうした草[image: ]、手も足も出ねえか!?　いいザマだぜ！　ヒャハハハ……」


「旧ソ連の軍用拳銃トカレフか」


　背後から聞こえてきたその声に、黒木の笑いはぴたりと止まった。


「中国でライセンス生産された物を香ホン港コン経由のヤミルートで密みつ輸ゆしたんだろう。弾丸はライフルと同じ九ミリ。ガキのオモチャにしては少々殺さつ傷しよう力が高すぎる……最近は日本も物ぶつ騒そうになったと聞いたが、どうやら本当らしいな」


「だ……誰だれだァ!?」


　振り向いた黒木は、そこに立っている男を見てギョッとなった。


　優に二メートルを超える大男だった。グレーのＴシャツを押し上げる胸むな板いたは装そう甲こうのように分ぶ厚あつく、脇わきにだらりと下げた両腕は惚ほれ惚ぼれするほどに太い。どっしりと地面に根を下ろしたような両足にはアーミーパンツを穿はき、編み上げのブーツで足元を固めている。


「その銃をこちらに渡してもらおうか」


　その男──南雲慶一郎は、厳きびしい表情で黒木を見み据すえながら、静かに言った。


「誰だか知らねえが、ヒーロー面してしゃしゃり出んじゃねえよ！　とっとと行かねえと弾ァぶちこむぞ!!」


「ぶちこむ？　ほう、そいつは面白いな。やってみろ」


「あん!?」


　黒木は慶一郎の言葉がよく聞き取れなかったような顔をした。


「撃ってみろと言ったのさ。当てられるもんならな」


「な、なんだとてめえ……正気か!?」


「いくぞ」


　涼子とひとみをはじめその場の全員が見守る中、慶一郎は無雑作に歩を進めて黒木との距離を詰めた。黒木は震える手で銃を握にぎり締しめていたが、慶一郎が五メートルまで近付いた時、緊きん張ちように耐たえきれずについにトリガーを引き絞った。


　パァン！


　銃声が響いたが、慶一郎は避けようともせず、弾丸は身体にかすりもしなかった。次の瞬間、慶一郎は地を滑すべるような特殊な歩法を用いて五メートルの距離を一瞬で詰つめ、黒木の右手を握った銃ごとわし摑づかみにした。


　ゴキッ!!


　腕返しの要領で関節を極めながら腕をねじると、黒木の身体は右肩を軸にして一回転し、背中から地面に叩きつけられた。慶一郎は左手で黒木を押さえ込みながら、右手でトカレフをぴたりと構かまえてバイパーたちに命じる。


「──動くなフリーズ！　両手を頭の後ろに回して地面に跪け!!」


　色を失ったバイパーたちは静馬を放し、言われた通りに地面に膝ひざをついた。慶一郎は慣れた手つきでトカレフの弾だん倉そうをリリースして残弾数を確認すると、教室にいる時と同じ間延びした口調で言った。


「今からお前たちに特別に補修授業を行なう！　科目は社会……加えて倫理だ」





　　　　二





「涼子さーん！」


　物陰に隠れていた大作が飛び出してきて、涼子とひとみの許もとへ駆かけ寄った。


「二人とも怪け我がはありませんか？　バンソーコーありますけど……いい？　じゃあこれ、ウエットティッシュです。顔を拭ふいて……そうそう、緊張しすぎて喉のどが乾かわいてるでしょう？　ウーロン茶なんかどうです？　それともココアの方がいいかな。何か必要な物があればコンビニまで行って買ってきますけど……」


「……俺は放ったらかしか？」


　地面に寝そべっていた静馬は、誰も自分を介かい抱ほうしにこないのに腹をたてて、憮ぶ然ぜんとした口調で言った。大作が涼子たちの世話を焼きながら答える。


「どうせ怪我なんかしてないでしょう？　袋ふくろ叩だたきにされながら顔は笑ってたじゃないですか」


「でも普通は心配して膝枕とかするもんとちゃうんか？」


「ワガママだなあ……こっちが終わったらしてあげますよ」


「誰がお前に膝枕してほしいて言うた!?」


　静馬は文句を言うと、勢いよく身体を起こした。重傷者四人を除く黒木たちバイパーズ六人は、投とう降こうしたゲリラ兵よろしく地面に跪き、横並びに整列させられている。トカレフ片手に彼らを厳しく監視している慶一郎はさしずめ鬼おに軍ぐん曹そうであった。


「神矢！　御剣と結城の具合はどうだ？」


「え～っと、一応怪我はないみたいですが、かなり参ってるみたいでグッタリしてます。すぐに落ち着くと思いますけど……」


「草[image: ]の方は？」


「不ふ貞て腐くされてます」


「よし……しばらくそのまま休んでいろ。その間にこいつらの始末をつける」


　慶一郎はバイパーたちの並んだ顔を端から眺めた。


　一つとして反省している顔はなかった。そこにあるのは、何故自分がこんな屈くつ辱じよく的な扱いを受けなければならないのだ、という甘ったれた恨うらみがましい不満の表情だけだった。


（なんて厭いやなツラをした連中だ……）


　その瞬しゆん間かん、慶一郎の中には彼らを一人として無事に帰す気がなくなっていた。六人の前をゆっくりと歩きながら、低いトーンで話しはじめる。


「この拳銃ってやつは狩しゆ猟りようなんかにはまるで使えない代しろ物ものでね……完全に人を殺すための道具だ。銃を持つってことは、国家に例えるなら核兵器を配備するのに似ているな。トリガーを引くだけで銃口の先にいる人間が死ぬ……実に簡単だ。幼よう稚ち園えん児じにだって人殺しになれる。実際に五つの子供が三つになる自分の弟を射殺する事件があったほどだ。アメリカという国ではそう珍しいことでもないがな……なにしろ銃で殺される人間の数が交通事故の死者を上回ってるんだ。知っていたか？」


　チッ、と舌打ちの音が聞こえた。


　慶一郎は一秒と間をおかずに、右から三番目にいる赤いバンダナの少年の前に立つと、眉み間けんにトカレフの銃口を押し付けた。


「どうした？　何か不満があるなら言ってみろ」


「い、いや、そんな、別に……」


　生意気そうな顔つきが一瞬にして恐怖に青ざめ、膝がブルブルと震えだした。


「俺の言ったことをよく理解していないようだな。銃を持つということは核兵器を持つのに等しい……よく考えてみろ。現実として今、俺はお前の頭に銃口をぴったりと押し付け、トリガーに指を掛けている……お前、歳はいくつだ？　十六か？」


「じゅ、十七……です」


「そうか。つまり俺がこの人差し指をほんのちょっと動かしただけで、お前の十七年の人生が一瞬にして終わるわけだ。十七年間の感想はどうだ？　充実した人生だったか？　見たところ、結構好き勝手に生きてきたようじゃないか。思い残すことなんて何ひとつなさそうな顔だ……さぞかし死に顔も安らかだろう。遺ゆい言ごんはあるか？」


　慶一郎の言葉に脅おどすような調子はまったくなく、すでに決まったことを淡たん々たんと述べているだけのような無情な響きがあった。


「ま、まさか……うう撃たねえッスよね？　おど、脅してるだけで……ねえ？」


「悪い芽は早いうちに摘つまみ取るのが俺のやり方でね。さあ早いとこ覚悟を決めな。後がつかえてるんだ」


　銃口をさらに強く突き付けると、少年は顔を歪ゆがめ、ボロボロと涙をこぼして泣き出した。


「ひっ、お、俺……し、死にたくない……撃たないで……」


「なあに、誰だって一度は死ぬんだ。泣くことはない」


　カチッと撃げき鉄てつを起こす音がした直後、


「うわああぁぁぁ──ッ!!」


　右端にいた赤毛の少年がやにわに立ち上がり、悲鳴を上げながら背を向けて逃げ出した。


　パンッ！


　乾いた銃声が鳴り響いた。


　瞬間──時間が凍りついた。


　つんのめるようにバランスを崩した赤毛の少年の身体は、時間が解凍されるにつれてスローモーションのようにゆっくりと前のめりに倒れていき──やがて動かなくなった。


「誰が早退していいと言った？」


　慶一郎は射撃姿勢のまま、居い眠ねむりを注意するような気楽な口調で言った。


　それから数秒間、誰も動こうとする者はいなかった。残された五人はポカンと口を開けるか、腰を抜かして失しつ禁きんしているかのどちらかだった。最初に金かな縛しばりから脱したのは、さすがと言うべきか、やはり静馬であった。


「い……いくらなんでもやりすぎや！　本気で撃ってどうすんねん!?」


「そうか？　ちょっと厳しすぎたかな」


　慶一郎は何も問題はないというように平静に答えた。


「厳しいもなにも、殺してしもたら元も子もないやろが！」


「殺す？　いったい誰が死んだんだ？」


　静馬はキョトンとした顔になり、口をパクパクさせた。


「な……お、ええ？　お前、自分のやったことも分からへんのか!?」


「妙みような言いがかりは困こまるな。確かに撃つには撃ったが、死んでなんかいないぞ。弾丸がこめかみを掠かすめたショックで気絶しただけだ」


　慶一郎がニヤリと太い笑みを浮かべて言うと、静馬は慌あわてて倒れた少年の許へ駆け寄り、恐る恐る覗のぞき込んで身体を調べた。


「どうだ？」


「あ、あかんわ……ちょびっと脳のう味み噌そハミ出てる！」


　誰かが『ヒィッ』と短い悲鳴を上げた。


「う、噓うそをつくな、噓を!!」


「イヤ～ん、バレたぁ～!?」


　静馬がオカマ言葉で答えたその直後、極限まで張り詰めていた緊張感が、ブチッ！　と音をたてて断ち切れた。


　突然、爆笑が巻き起こった。


　黒木たちバイパーズの面々は、激しく全身を痙攣させ、地面を転げ回りながら狂ったように笑った。笑いながら泣いていた。


「ううむ、意外にもバカ受けとは！　何でも言うてみるもんやな」


「言えばいいってもんじゃありませんよ、静馬さん！」


　大作が抗議の声を上げた。涼子に介抱されているひとみを指差し、


「結城さんが気絶しちゃったじゃないですか！　どうしてくれるんです？」


「なに？　そらマズイな。ならばオレ様が人工呼吸をば……」


「それは後にしろ」


　慶一郎はスケベ面して戻ってきた静馬を引き止めた。


「こいつらの始末をどうする？　なんならお前が撃ってみるか？」


　笑い疲れて顔面崩壊状態で放心している黒木たちは、その言葉を聞いてビクッと身体を震わせた。彼らの引きつった情けない顔を眺ながめた静馬は、くだらない、というように吐き捨てる。


「ケッ……こんなガラクタども、いちいちマジに相手しとったらキリがないわ。ま、記念に笑えるマヌケ面でも撮っとこか。焼き増しして池袋中にバラまいたるわ」


　静馬はカメラを取り出して、黒木率いる悪名高きバイパーズチーム〈ブラックチェンバー〉の最後の写真をフィルムに収めた。


（ほう……こいつ、意外といい男かもしれんな。懐ふところが深い）


　慶一郎は静馬に対する評価を『ただの暴れん坊』から『ボス猿の素そ質しつあり』に訂てい正せいしておこうと思った。


　ほどなくして、ベンチに横になって介抱されていたひとみが目を覚ました。慶一郎はアーミーパンツのポケットから紙し幣へいを取り出して大作に握にぎらせると、


「神矢、タクシーを拾って二人を家まで送っていってやれ。奴らのことは気にしなくていいぞ。警察も救急車も呼ぶ必要はないからな。それと、ここで起こったことは他た言ごん無む用ようだ。いいな？　草[image: ]、お前も一緒に……」


「みなまで言わんでも分かっとるわい！　このオレに指さし図ずすんな」


　静馬は咬かみつくように言うと、三人を引き連れて公園を出て行った。


「……さて、と」


　四人の姿が完全に見えなくなったのを確認すると、慶一郎は何の予告もなく、まったくだしぬけに黒木の顔面を銃じゆう把はで殴りつけた。


「ぶぎャッ！」


　踏ふみ潰つぶされたヒキガエルのような悲鳴を上げて吹っ飛ぶ黒木を、バイパーたちが度ど肝ぎもを抜かれた顔で見た。慶一郎は倒れた黒木の金髪をわし摑みにして、鼻から下が真っ赤に染まった顔を上向かせると、前歯が折れてできた隙すき間まにトカレフの銃口を突っ込んだ。


「おい貴様、黒木とかいったな。この銃の出所を吐いてもらうぞ。それとお前ら……」


　言葉こそ普通だが、バイパーたちをにらむ慶一郎の目つきには、ついさっきまであった甘さはひとカケラも残っていなかった。


「まさかこのまま無事に帰れるなんて思ってないだろうな!?　補習はまだ終わっていないぞ……次の科目はお待ちかねの保健だ！　お前たち、カルシウムを十分に摂とっているか？　どうせハンバーガーやインスタント食品ばかり食っているんだろう。カルシウムが不足するとどうなるか言ってみろ！」


　慶一郎はバンダナの少年を顎で指し示した。


「カ、カルシウム……ですか？　ほ、骨が脆もろくなったり……？」


「その通りだ！　格闘ともなれば顎や手首の強度はとくに重要だ……そこで、これからお前たちの骨の強度をテストしてやろう。方法は簡単。この俺の拳を食らって砕けなかったら合格だ!!」


　バイパーたちは表情こそ半笑いだったが、その目はこれ以上はないというくらい真剣に『絶対にイヤ』と訴えていた。たとえ一発で砕けなくても、砕けるまで殴られることは明白だったからである。


　テストの結果──彼らは全員、不合格だった。





　　　　☆





　公園でちょっとした惨さん劇げきが繰り広げられていたその頃、タクシーの中で静馬が呟つぶやいた。


「……ったく、あいつらもアホやな。素直にオレに倒されときゃあ、不幸にならんで済んだのに」


「ええ……南雲先生、顔は普通でしたけど目が笑ってませんでしたからね～」


　後部座席の右端に座っている大作が相槌をうった。隣では涼子がひとみの肩を抱くようにしている。黒木に破られた制服は安全ピンで留め、見た目にはそうと分からないように繕っていた。


「ときに静馬さん……お金、持ってます？」


「どうした大作？　まさかタクシー代が足らんとか言うんやないやろな？」


　静馬が助手席から身体ごと振り向いて尋ねると、大作は妙に歯切れの悪い言い方をした。


「おそらく金額的には足りてるとは思うんですけど……」


「足りんことはないやろ。南雲に札もろたんとちゃうんか？」


「でもこのお札じゃちょっと……だって、これですもん」


　大作は慶一郎から渡された札を、静馬の目の前で広げて見せた。


「な……なんでやねん!?」


　静馬はとっさに言葉が出ず、思わずベタなツッコミ台詞せりふを吐いた。


　十ドル紙幣だった。





　　　　三





　およそ半時間後──


　静馬と涼子は、高台の斜面に造られた急な階段を登っていた。


　ひとみを家まで送り届とどけた後、静馬は家が遠くなる大作を先に帰らせ、一人で涼子を送っていくことにした。自分の住むマンションとは逆方向になるが、落ち込んだ様よう子すでほとんど口を利きかない涼子のことが気き懸がかりだったのだ。


「ふう……」


　階段の途中で涼子が足を止め、憔しよう悴すいしきったような溜ため息をついた。先に進んでいた静馬は五段ほど降りてきて、いきなり涼子の右手を摑つかんだ。


「な……なによ？」


　涼子の抗議には答えず、静馬は黙もく々もくと階段を登っていく。涼子は子供のように手を引かれるまま、抵抗する様子も見せなかった。コンクリートの階段を登りきると、眼下に大門の街まち並なみを見下ろす高台の上に出た。


「丘の上の住宅街か……結けつ構こうええトコ住んでるやんか」


　涼子は聞いていないというように静馬の手を振りほどくと、歩道の手すりにもたれて座った。うつむいてセーラー服の胸を片手でぎゅっと摑み、深々と息を吐はく。


「おい……気分、悪いんか？　どっか怪け我がして──」


「触さわんないでよ！」


　その剣幕に、静馬は肩に伸ばしかけた手を慌あわてて引っ込めた。タクシーを降りる頃にはすっかり落ち着きを取り戻もどしていたひとみとは逆に、公園では冷静だった涼子は今になってひどく興こう奮ふんしているように見えた。静馬はその理由がさっぱり理解できず、居い心ごこ地ち悪そうに頭を搔かく。


「お前んち、このすぐ近くなんやろ？　歩かれへんのやったら、おぶって行ったってもええで」


「似に合あわないこと言わないでよ。一人で帰れるわ……」


「せっかく人が心配したってんのに、そういう言い方はないやろ」


「あんたなんかに心配されたくないわよ……もう帰って！」


　さすがの静馬もこの言葉にはムッとして、スネたように両手をポケットに突っ込むと涼子に背を向けた。


「分かったわ、勝手にせえ！　なにヒスッとんのか知らんけどな、オレに当たられるんはごっつ迷めい惑わくや。ほな帰るよって、お前もグズグズしとらんで、さっさと早よ帰れよ……」


　そう言い残して来た道を戻ろうとすると、いきなり背中に何かがぶつかってきて、静馬は危あやうく階段から転ころげ落ちそうになった。


「な、なんやねん!?」


　それは涼子の仕し業わざだった。涼子が両腕を静馬の脇わきから胸の方へ回し、背後から抱きついてきたのである。


「おい、どういうつもりや？」


「…………」


　涼子は答える代わりに腕に力を込め、身体をぴったりと密着させてきた。涼子は一七〇以上の長身のため、興奮して少し乱れた吐と息いきが直じかに首筋にかかる。


「ごめん、静馬……しばらくこのままでいて」


　涼子は消え入りそうな声で言った。静馬は、涼子の身体が怯おびえた子犬のように震ふるえているのを感じた。


「お前……泣いてんのか？」


「違うの……胸の……胸のドキドキが、どうしても止まらないの。だから──」


　涼子が甘えるように身体をすり寄せてきた。想像していたよりもずっと豊かで柔らかな胸が背中に押し付けられる感かん触しよくに、静馬はゴクリと唾つばを飲み込んだ。


（あ、あかん……オレの方がドキドキしてきたわ。こら生なま殺ごろしやで、涼子……）


　静馬はわずかな身動きもできずに固まったまま、涼子の熱い吐息と鼓こ動どうを背中に感じていた──





　　　　四





「なにィ、高田馬場の事務所が消えたァ!?」


　都内某ぼう所しよにある暴力団『関東さくら組』の組長の屋や敷しきでは、幹かん部ぶからの連絡を受けた若わか頭がしらが受話器に向かって怒ど鳴なり散らしていた。


「消えたってのはどういうことだ！　あん？　爆弾で吹っ飛ばされたみたいに木こっ端ぱ微み塵じん？　跡あと形かたもないだと!?　いったい何があったんだ？　誰だれの仕業だ!?」


　突然、電話の声が聞こえなくなった。通話が切れたのではなく、玄関の方から凄すさまじい爆音が聞こえてきたからだった。


「な……なんだ？」


　巨きよ獣じゆうの咆ほう哮こうのようなエンジン音が轟とどろいたかと思うと、ガラスが砕くだかれ、猛もう烈れつな力によって木材がメキメキとへし折られる破は壊かい音が近付いてくる。そして数秒後、一枚でン十万もする金張りの襖ふすまを突き破って、一台の黒塗ぬりのベンツが若頭の目の前に飛び込んできた。やってきたコースからすると、玄関から突入してそのまま屋敷の中を一直線に爆走してきたものに違いなかった。


　屋敷に詰めていた組の幹部や三さん下したたちが、ドスや銃などの得え物ものを手に大挙して駆かけ付け、車を取り囲んだ。


「い……いったい何事じゃあ!?」


「こ、こりゃあ組長のリムジンじゃねえか！　誰だ、こんなことしやがった奴やつァ!?」


　リムジンのエンジンが止まった。


　殺気立ったヤクザたちの目の前で運転席のドアが開くと、ごつい編み上げのブーツが畳たたみを踏ふみしめ、車の中から身の丈たけ二メートルを超える大男が現れた。男はグレーのシャツに革かわジャンを羽は織おり、薄汚れたアーミーパンツを穿はいている。しかしその顔は、縁日で売っているようなセルロイドのお面で隠かくされていた。ただし某ギャグマンガのキャラクターを摸もした子供用なので、額ひたいから鼻の下までしか隠れていない。
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「……だ、誰だてめえは!?」


　若頭が相手の異様な風ふう体ていに驚おどろきながら尋たずねると、謎なぞの大男は口元に太い笑みを浮かべながら、不敵な口調で答えた。


「バ○ボンのパパはパパだからパパなのだ」


「はあ!?」


　ヤクザたちはいきなり異次元に放り出されたような困こん惑わくと理解不能の顔つきになった。


「こいつ、イカレてやがんのか？」


「きっと新あら手ての鉄てつ砲ぽう玉だまだぜ。そうに違いねえ！」


「どっちにしてもいい度ど胸きようしてやがる……やいてめえ、どこの組のモンだ!?」


「どこの組だと？」


　その問いに謎の大男は小首をかしげたが、すぐに自信たっぷりに答えた。


「決まっている……二年Ｂ組だ!!」


　ジャキッ！


　大男の両手に、魔法のように二丁のトカレフが出現した。前に突き出した両手を十字に交差させて前後左右同時に狙ねらいをつけると、啞あ然ぜんとしているヤクザたちに向けて発砲する。


　バババババッ!!


　マシンガンのような猛もう烈れつな銃声とともに、男たちの絶ぜつ叫きようが上がった。一丁につき十六発、計三十二発の銃弾をわずか五秒足らずで撃ち尽つくした時、その場で立っているのは大男一人だった。ヤクザたちは全員、手足に二発以上の弾丸を食らって床ゆかに倒れている。


「さて……」


　大男は弾たまの尽きたトカレフを放り投げると、全員が視界に入る位置まで後ろに下がった。腰を落として両手を左右に広げて構かまえ、大きく息を吸い込んで息い吹ぶきの声を上げる。


「シュウゥゥゥ──……」


　体内に生じた不ふ可か視しのパワーを両手に集め、前方に向けて一気に放出する！


「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」


　その一撃は、屋敷の半分を吹き飛ばして瓦が礫れきの山と化した。





　　　　☆





『Ｐｒｒｒ！……Ｐｒｒｒ！……』


　今日貰もらったばかりの携けい帯たい電話が鳴ったのは、それで二度目だった。慶一郎は大作からだろうと思いながら受信ボタンを押したが、予想に反して聞こえてきたのは女性の声だった。


「どちら様で……え!?　美み雪ゆきちゃんの担たん任にんの？　あ……す、すいません！　この時間まで待ってらしたんですか……申しわけありません。あの後、緊きん急きゆうの用事ができてしまって……」


　電話を掛けてきたのは美雪のクラス担任の女性教きよう諭ゆだった。慶一郎は相手が目の前にいるわけでもないのに、やたらペコペコと頭を下げて謝あやまった。


「約束していたのに連絡しなかったのはこちらの落度です。おわびに今度、食事でもおごりますから……え？　いい？」


　近くでパン、パンッと音がして、『ぎゃッ』と悲ひ鳴めいが上がった。


「今の音ですか？　ええ、ちょっと逃げようとした奴やつがいたもんで……あ、いやいや、違います。爆ばく竹ちくで遊んでるだけですよ！　ええ、もちろん注意しておきますよ。火の始末はしないとね……いろんな意味で。いや、こっちの話です……ええ……はあ、そうですか。それじゃあ近いうちにまた連絡しますから……今日はわざわざすみませんでした。はい……どうも」


　電話が切れると、慶一郎は猛烈に不ふ機き嫌げんな顔つきになって、自分がブーツで踏んづけている男をにらみつけた。


「おい、どうしてくれる!?　おかげで女性と会う約束をすっぽかしてしまったじゃないか！」


「……知るか」


　男はゴボゴボと赤い泡あわを吐はきながら、はっきりと聞き取れないかぼそい声で答えた。男は関東の極ごく道どう界では三本の指に入る顔役とまで呼ばれたさくら組の大親分だったが、今や全身ズタボロの血ダルマで虫の息であった。かつて最高幹かん部ぶと呼ばれた男たちも、組長の部屋の入口の内と外で死体一歩手前の状態で転ころがっている。


「この際それは置いとくとして……組長、あんたの組がやっている銃と麻ま薬やくの密みつ売ばいについて、洗いざらい吐いてもらおうか！　どこかに帳ちよう簿ぼがあるだろ？」


「お兄さん……あんた、こんなことをして無ぶ事じに済むと思ってるのかい……？」


「他人より先に自分のことを心配したらどうだ？　それにパパが口くち癖ぐせで言ってるだろ……『これでいいのだ』ってな！」


　慶一郎は拾ひろった長ドスを組長の顔の真横の畳たたみに勢いよく突き刺さした。組長は年ねん季きの入った極道者らしく眉まゆ一つ動かさない。


「さすがに腹がすわっている──と言いたいが、瘦やせ我が慢まんは身体に悪いぜ。気の毒だが、悪は根こそぎ断つのが俺のやり方でね……それに今夜の俺はすこぶるクールときてる！」


　慶一郎は黒木の持っていた細身のナイフを取り出し、組長の頰ほおにピタピタと当てた。


「あんた……軍隊式の拷ごう問もんは好きか？」


　組長の顔色がみるみる紙のように白くなった。





　三日後の某誌記事より抜ばつ粋すい──


『通報を受けて屋敷に乗り込んだ警官隊は、中庭で組長以下三十人に及ぶ組員が半はん死し半はん生しようの状態で縛しばり上げられているところを発見した。全員が丸坊主にされたうえ、頭からガソリンを浴あびた状態で一本のロープにつながれており、誰か一人でも逃げようとすると電気着火により一瞬にして火ダルマになるような仕掛けがなされていたという。さらに玄関先に無造作に置かれたトランクからは銃密輸と麻薬取引に関するすべての証拠が見つかっている。警察の訊じん問もんにも組員たちは「パパが……」と謎の言葉を繰り返すのみで、屋敷の監視カメラの記録テープも消しよう去きよされているため、今のところ、それらの仕事を成なし遂とげた恐るべき人物についての情報は何一つ得られていない──』










　第六話　Ｋファイト開始！







〈五月十六日──晴れのち曇り〉





　人の心とはままならないものだ。


　自分自身の心でさえ満足にコントロールできないというのに、他人の心を理解しようとなると、その努力は困難を極きわめる。


　目に見えるもの、耳に聞こえるもの、肌はだで感じられるもの──それらを通して接せつ触しよくを試こころみるよりほかはないわけだが、人の間には理解や協調よりも誤ご解かいや感情のもつれの方が生じやすい。ましてや殻からに閉じこもった人間は、すぐ近くにいても遠く離れているのと同じようなものなのだ。


　すべての問題を解とく鍵かぎ──それはおそらくビートルズが歌っているようなことに違いない。





　　　　一





「昨日きのうはご苦労だったね。南な雲ぐも君」


　校長室に入ってきた慶一郎の顔を見るなり、藤とう堂どうは何の前置きもなくそう言った。


「はあ？　いえ……それほどでも」


　何もかも知り尽つくしているぞ、と言わんばかりの藤堂の上じよう機き嫌げんの顔つきを見た慶一郎は、余計なことは聞かずに軽く受け流した。


「かつて君ほど凄すごい教師はいなかったよ……素す晴ばらしい！　まったく最高だ!!　ブラボーとでも言わせてもらおうか」


「どうとでもお好きなように……何がそんなにお気に召めしたのかは知りませんがね」


　藤堂のはしゃぎぶりに、慶一郎は尻しりのあたりがムズ痒がゆくなった。


「そう謙けん遜そんすることもあるまい。私は感心させられたよ。この十一年の間に、君もずいぶんと成長して大人おとなになったようだね」


「……どういう意味ですか？」


「以前の君は、気に入らない相手を見れば有う無むを言わさず殴なぐり倒していたものだが……最近では、気の利きいた台詞せりふの一つも言ってから殴るようにしているようじゃないか。これは大いなる進歩だよ」


「別に……必要最小限の紳しん士しの心こころ得えってやつですよ。因いん果がを含ふくめてやらないと後で逆さか恨うらみされますからね」


「いやいや、立りつ派ぱな心掛けだ。私は君を誇ほこりに思うよ」


　藤堂は満足げに何度も頷うなずいた。


「やはり私の目に狂いはなかった！　まるで、放流した稚ち魚ぎよが立派なシャケになって戻もどってきたような気分だよ」


「そうすると、あとは卵を産んで死ぬだけですか……余よ命みよういくばくもありませんね」


「ひねくれた解かい釈しやくはやめたまえ。それより、君に来てもらったのはほかでもない。例の〈ストリートバイパーズ〉についてのことなのだが……」


「ええ、さっそく役に立ちましたよ。このファイル」


　慶一郎は藤堂から借りていたファイルをマホガニーの机つくえの上に無む造ぞう作さに放り出した。


「とりたてて面おも白しろいとも思いませんが、確かに実態調査の必要はありそうですね……ふざけた連中が多そうだ」


「断わっておくが、〈ブラックチェンバー〉はバイパーの中でも札ふだ付きの不良集団だ。あれがすべてのバイパーズ・チームの代表だと思ってもらっては困こまるよ」


「そうですか……でも俺おれは自分の目で確かめたこと以外は何も信じない性格でしてね。第一印象は最悪でしたが、おかげで逆の意味で興きよう味みが湧わきましたよ。昨日言われたように、実際に池袋へ行って連中の活動とやらを観察してみることにしますよ」


「それは今日かね？　それとも明日？」


「まあ近いうちに……今日は人と会う予定がありますので」


「女性とかね？」


「ええ。美人だといいんですがね」


　慶一郎が出ていった後、藤堂はファイルを手に取った。〈ブラックチェンバー〉の項こうを見ると、赤いマジックで〝PUNISHED〟処しよ罰ばつ済み）と書かれている。藤堂はニヤリとほくそ笑んだ。


「この分では、いったい何人が生き残れるか分かったものではないな……しかし玉ぎよく石せき混こん淆こうの状態を脱するいい機会だ。彼なくして次なる段階への進展は──」


　その時、机の中からかすかな電子音が鳴った。藤堂は一番下の引き出しを開けると、その奥の隠かくし戸と棚だなにある旧型の留る守す番ばん電話のような黒い装そう置ちのスイッチを入れ、それに接続されたヘッドフォンを耳に当てた。


「……南雲君、さっそく彼女に電話かね？」


　藤堂は人目を避けるように机の陰かげに隠れ、ヘッドフォンから聞こえてくる音に神経を集中した。装置のパネルに目を向けるが、そこに表示されるはずの番号はまだ現れない。


「電源は入っているのに番号は押していないな……どういうことだ？」


『あ～、藤堂校長……聞こえますか？　こちらケイイチロー・ナグモ、スピーキング！』


　予想外の言葉に動揺した藤堂は、思わず顔を上げて校長室の中を見回した。もちろん誰だれもいない。


『プライバシー保護のため、この盗とう聴ちよう器きは取り外はずさせていただきますよ。極ごく薄型のくせになかなか高性能な代しろ物もののようですね……返してほしければ後で言ってください。良心的な価格で譲ゆずってあげますよ。ま、悪あく趣しゆ味みもほどほどにってことで……それでは失礼』


　それを最後に音声はとぎれ、ヘッドフォンからは雑音すら聞こえなくなった。藤堂はひそかな楽しみを奪うばわれて苦にがい顔をしていたが、すぐに立ち直って不敵な笑みを浮かべた。


「フフフ……携帯電話の仕掛けをあっさりと見抜くとは、さすがは南雲君だな。しかぁ～し！」


　藤堂は引き出しの中からリモコンを取り出し、本ほん棚だなに向けてボタンを押した。背の高い本棚が電動で左右に開き、四二型のプラズマモニターが現れる。さらに別のボタンを押すと、画面に校内の見取り図が映うつし出され、職員室に赤い光点が点てん滅めつした。


「盗聴器は発見できても、それとは別に追つい跡せき用の発信機までが仕込まれているとは思うまい！　私の手の内を逃のがれたつもりだろうがそうはいかん。必ずや君の秘密を暴あばいてくれよう。フハハハ……！」


　藤堂は得意気に笑っていたが、しばらくするとちょっと空むなしさに襲おそわれたのか、小さく溜ため息をついた。





　　　　二





「ハア……オレは日本一ままならん少年や──」


　昼休み──静馬は屋上の金網にしがみついて校庭を眺めながら、溜ため息とともに呟いた。


「詩人ですねえ……」


「そのツッコミは間違えてるで、大作！　オレの言うたことゼンゼン聞いてないやろ」


　静馬は顔だけ振り向いて、ベンチに腰掛けている大作に言った。大作はどこか気の抜けた呑のん気きそうな顔で雲を眺めている。


「いいじゃないですか……それより、何がままならないんです？」


「何がて、昨日のアレに決まっとるやろ、涼子のピンチに颯さつ爽そう登場したとこまでは良かったんや。そん時のオレは確実にヒーローやったはずや！　ところが結果はどうや……後からノコノコやってきた南雲がヒーローで、オレは間抜けなピエロや。どう思う!?」


「どう思うと言われても……静馬さんがヒーローだった頃、僕は南雲先生を呼びに行ってましたからね。戻ってきた時にはすっかりピエロになってましたよ」


「あ、あかん……最悪や」


　静馬は意気消沈してガックリと頭を垂たれた。大作は静馬の落ち込みように興味なさそうに言う。


「最悪？　僕らはラッキーでしたよ。素手で拳銃に勝てる人が先生だったから助かったものの……」


「そう、問題はそこや！」


　静馬はガバッと顔を上げ、血走った目を大作に向けた。


「あの南雲はいったい何者やねん!?　あの銃の扱い方はどう見ても素人やあれへん……絶対にプロや！　アメリカ帰りっちゅうてたけど、ＩＭＦのエージェントなんか？」


「校長先生に聞いてみたんですけど、南雲先生が過去に諜ちよう報ほう機き関かんに所属していたことはないそうですよ。どこで銃の訓練を受けたかは不明ということでした……けど、気になること言ってましたよ」


「気になること？」


「ええ。南雲先生の話を聞き終わって帰ろうとすると、全然関係のない話のように言ったんです。昨夜、裏で銃の密売をしていたとある暴力団の大親分の屋や敷しきに、謎の男がたった一人で殴り込み、組長と三十人からのヤクザ全員を再さい起き不ふ能のうにしたって──」


「その謎の男って……」


　二人は探さぐり合うように顔を見合わせたが、答えは一つだった。


「んなアホな！　一人でヤクザの組一つ丸ごと潰つぶすやと？　今日び、マンガの世界でもそんなムチャクチャな奴おれへんで」


「どうやら僕らの現実はマンガを超えてるみたいですよ。なにしろ、その無敵の男がクラスの担任なんですから」


「お前はそれで面白いかも知らんが、オレの方はそうはいかん！」


　静馬はもの凄い勢いで金網のてっぺんまで登っていき、上から身を乗り出して空に向かって叫んだ。


「風よ、雲よ、教えてくれ！　なんでこのオレがピエロにならなあかんね──ん!!」


「そういう運命なんですよ、きっと」


　大作は冷めた口調で救いようもないことを言う。


「ま～た飽きもせずバカなことやってるわね。今度は何の芸？　欲よつ求きゆう不ふ満まんのサル？」


　その声に、二人は同時に振り向いた。静馬をこんな口調でからかう人間は大門高校には一人しかいない。階段の出口の前に立っている女子生徒は、やはり御剣涼子であった。


「涼子さん、どうしたんです!?　四限目まで休んでたのに……今日は一日欠席するんじゃなかったんですか？」


「うん、まあ……二人にちょっと用事があって、ね」


　涼子はそう言って、少しぎこちなく微笑ほほえんだ。金網から降おりた静馬は、涼子が四角い風ふ呂ろ敷しき包づつみを持っていることに気付いた。


「涼子……葬そう式しきの帰りか？」


「バカね、お骨なわけないでしょ!?　悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんばっかり言ってるとあげないわよ！」


「じゃあ何なんですか、それ？」


　大作に聞かれると、涼子は照てれた顔を見られないようにそっぽを向きながら、その包みを差し出した。


「あんたたちのお弁当よ……あたしが作ったの」


「ええ!?」


　大作は思わずベンチからずり落ちた。静馬は殺人鬼に追い詰められたような恐怖の表情で後ずさり、背中から金網にぶつかる。二人の反応を見た涼子は頰をふくらませて、


「そのリアクションはどういう意味よ？」


「りょ、涼子……お前、気は確かか!?　頭ン中の回路、どっか壊れたんとちゃうやろな!?」


「ったく、失礼ね。あたしはいたって正常よ！　落ち着いてじっくり考えたすえ、こういう結論に達したのよ。いらないって言うんなら持って帰るけど……」


「いります、絶対いります！　静馬さんが食べなくても僕が食べますから」


　大作の返事を聞いた静馬が血けつ相そうを変えて駆け寄った。


「こら、待たんかい大作！　誰がいらんっちゅうた!?　だいたいお前、さっき昼メシ食うたばっかりやろが？」


「今日はあんまり食欲がなかったから、きつねうどん一杯しか食べてませんよ。静馬さんの方こそ、天玉うどんとカレーライスを平らげて、その後さらにコーヒー牛乳と焼きそばパンにアイスモナカまで食べてたじゃないですか！　物理的に胃い袋ぶくろは限げん界かいのはず……」


「甘いわ！　十五分も前の話を持ち出して、手作り弁当を独ひとり占じめしようったってそうはいかへんぞ」


「なにもケンカしなくたって、ちゃんと二人分あるわよ」


　涼子は二人の間に割って入り、ベンチに包みを置いた。


「先に言っとくけど、味の保ほ証しようはしないからね」


「命の保証はあるんやろな？」


「…………」


　涼子はそれには答えず、あらたまった顔つきで二人を見た。


「昨日のことなんだけど……最終的には南雲先生のおかげで助かったわけだけど、一番最初に助けにきてくれたのが誰なのか、あたしは──あたしとひとみはちゃんと分かってるから。とりあえずこれは、あたしからのお礼ってことで……」


　静馬と大作が呆あつ気けにとられた顔で自分を見ているのに気付いた涼子は、急に気き恥はずかしくなって二人に背を向けた。


「じゃ……じゃあ、あたしこれで帰るから……」


　涼子は逃げるように早足で階段のところまで行くと、


「ひとみは明日は出て来るって言ってたから心配ないわ……そうそう、お重は洗あらって返してよね！」




[image: ]


　ポニーテールの後ろ姿がドアの向こうに消えて、階段を駆け降りる足音が聞こえなくなるまで、二人は無言のまま見送っていた。


「……ごっつ珍めずらしいもん、見てしもたな」


「ええ……予想外の展開ですね」


「ほら言うやろ？　ナントカにもナントカっちゅうやつや」


「それじゃ何の意味だかさっぱり分かりませんよ」


「そんなことはどうでもええ！　問題は弁当や」


　静馬は風呂敷の包みを解き、出てきた三段重ねの重箱のふたに手をかけた。


「中身──どんなんやと思う？」


「万が一にも日の丸弁当ということはないと思いますよ」


「三段全部それやったら、さすがのオレも暴あばれるわい……よーし、ほな開けるで！」


　静馬は緊張の面おも持もちでふたを開けた。次の瞬間──


「うおお──っ!?」


　二人の口から感かん嘆たんの声が上がった　重箱に詰まっている惣そう菜ざいは、だし巻き卵に始まり、肉じゃが、塩しお鮭じやけ、ほうれん草のおひたし、鶏とりの唐から揚あげ、煮に豆まめとバラエティに富とみ、どれも雑誌のカラー写真から抜け出してきたように色鮮あざやかだった。上の二段がおかずで、残る一段には海の苔りを巻いた俵たわらむすびが行儀よく詰めてある。その横には当然のごとくタクアンがそえてあった。


「か、完かん璧ぺきや！　完璧な幕の内弁当や……」


「あくまで和食の定番にこだわった、真っ向勝負のおかずって感じですねえ。でもこんなに綺き麗れいで美お味いしそうなお弁当は見たことないですよ！　あ、まだ食べないで下さいよ。写真に撮っときますから」


　大作がいつも持ち歩いている小型カメラで弁当を記念撮影した後、二人はいよいよ試食に挑いどむことにした。


「さて、どれからいきます？」


「最初に食うもんと言えば決まっとるやろ……だし巻きや！」


　二人はだし巻き卵を割わり箸ばしでつまんで口に運んだ。しかしその直後、共に頰をふくらませたまま、険けわしい顔つきで見つめ合う。


「このだし巻き……むっちゃ、しょっぱいぞ!?」


「そうですか？　僕のはちっとも味がしませんけど……」


「そんなアホな！」


　静馬は口の中に指を突っ込んで、白い粒の塊かたまりを取り出した。


「見てみい……塩の塊や！」


「味が片寄ってるということは、焼いてる途中で全然味付けしてないことに気付いて、慌あわてて塩を入れたのでは!?　見掛けは完全なだし巻きでも味は別物……まさか、このおかず全部がそんな調子だったとしたら──」


「ちょっと待て……これは実は、お礼に見せ掛けた罰ゲームなんと違うか？」


　二人は本当に味の保証がされていなかったことを知り、愕がく然ぜんとなった。





　　　　☆





　十分経過──


「五勝三敗でなんとか罰ゲームはまぬがれましたね」


「その五勝はおよそ失敗しそうもない料理やったけどな……煮物関係はヤバイっちゅうことは分かったわ」


　静馬は苦しい闘いを耐たえ抜いたボクサーのようにぐったりした顔でそう言うと、塩気の足りない俵むすびをタクアンと一緒に頰張った。文句を言いながらも重箱はほとんど空になっている。


「せやけどなあ……見掛けはヒドイけどそこそこ食べれるっちゅうのが普通の弁当のパターンと違うんか？　その逆はないやろ」


「いやいや、その点がまさしく涼子さんらしい手作り弁当だなって思いましたよ」


「見掛け倒しっちゅうことか？」


「それを言っちゃうとミもフタもないですけどね。要は中味よりもまず見た目の格かつ好こう良さを重視する性格ってやつです。この弁当だって本当はもっと美味しくできたのに、見み栄ばえを優先してこうなったのかも……」


「なんでお前にそんなことが分かるんや？」


「ダテに涼子さんの追っかけはしてませんよ。見ていればなんとなく分かるもんです」


　大作はちょっと照れ臭そうに微笑んだ。


「ほら、涼子さんって普段はクールで颯爽としているってイメージしかないでしょう？」


「待て待て……誰がクールやて？　あの何かっちゅうとギャアギャアうるさい女が!?」


「それは静馬さんに対してだけですよ。普段の涼子さんは徹底してクール＆スマートに決めていて、滅めつ多たに感情的なところは見せない人なんですから。剣道部の女子の新入部員なんて、ほとんど涼子さんに憧あこがれて入ってきたようなもんです。僕も最初は、世の中にはこんなパーフェクトに格好良い女の人がいるんだなって思ってましたけど……最近ではちょっと違うらしいってことに気付いたんですよ」


「無理して格好つけてるだけっちゅうことやろ？」


「違いますよ。涼子さんって身長高いでしょう？　ヒール履はいたら一八〇を超えますからね。自分がそういう『デカイ女』だってことをすごく気にしてて……ほら、身体が大きいとなにかと鈍にぶそうに見られますよね？　涼子さんにはそれが我慢ならないらしくて、つねに自分を格好良く見せようと意識して行動してるんですよ。コンプレックスの裏返しってやつです」


「難なん儀ぎな女やな～、メチャメチャ負けず嫌いやんか」


　静馬は足を前に投げ出し、ベンチの背もたれに身体を預あずけて空を見上げながら、ふと昨日の別れ際の涼子の態度を思い起こした。


「それがホンマやとしたら……あれは恐かったからやのうて、単純に──」


「なんです？」


「いや……別になんでもないわ」


　静馬は頭を搔かくふりをして、赤くなった顔を隠した。自分が涼子の気持ちをすっかり誤ご解かいしていたことに気付いたからだった。





　　　　三





　放課後──駅前の喫茶店『ＪＯＪＯ』。


「あの……南な雲ぐも先生でいらっしゃいますか？」


　窓側の一番奥のテーブルに座すわり、腕組みして物思いにふけっていた慶一郎は、その声に顔を上げた。ベージュのスーツを品良く着こなした二十代前半とおぼしき女性と目が合う。


「そうですが……あなたが美み雪ゆきちゃんの担たん任にんの？」


「初めまして。クサナギと申します」


「いえいえ、こちらこそ初めまして。昨日は失礼しました」


　慶一郎は女性教きよう諭ゆに向かいの席をすすめながら尋たずねた。


「つかぬことを伺うかがいますが、クサナギのナギは草冠かんむりの『薙』ですか？　それとも……」


「弓偏へんに前に刀かたなの『[image: ]』ですわ。それが何か？」


「いえ、別になんでも」


　慶一郎は笑ってそう答えながらも、はっきりと興きよう味みをそそられた顔でその女性の容よう姿しを観察した。




[image: ]


　草[image: ]教諭は背が高く、目鼻だちのはっきりした、ややキツイ感じのする美人だった。小麦色の健康的な顔色と、シャギーの入ったロングヘアがいかにも頼たよれるお姉さんという雰ふん囲い気きをかもし出している。


（なるほど、この人がそうなのか……御み剣つるぎがあと六、七年もするとこんな感じかな？）


　慶一郎は以前、静馬に関するファイルに目を通しており、家族構成についてもしっかり記憶していた。両親は海外で生活しており、静馬は昨年上京して、中学で教師をしている姉のマンションに同どう居きよしているのである。その姉の名前は巴ともえといった。


「私のクラスの鬼おに塚づかさんのことについて相談されたいとのことでしたが、南雲先生は鬼塚さんとはどういうご関係なんですか？」


「は？　関係というと……？」


　巴の質問はごく当たり前のものだったが、慶一郎は意表をつかれたような気分になった。


「一年の頃ころに家庭訪問をさせていただいたことがあるんですが、鬼塚さんのご両親は亡なくなられていて、ご家族の方は祖父の鉄てつ斎さいさん一人だと伺っていましたから……」


「まあ、その……えーっと……」


　慶一郎は答えに窮きゆうして頭を抱かかえた。


（美雪ちゃんとは一応、遠とお縁えんに当たるのか？　でも確か血のつながりはほとんどなかったような気が……冷静に考えてみると、俺おれの立場はたんに鬼塚家の居い候そうろうにすぎないわけだし……しかも頼たのまれてもいないのに勝手に担任の先生を呼び出したりして、俺は何様だ？）


　小声でブツブツと呟つぶやきながら本気で悩なやみはじめた慶一郎を見て、巴は慌あわてて言った。


「あの……私、何かお気に障さわるようなことを言いました？」


「いえ、おかまいなく。一応鬼塚家の厄やつ介かいになっている者ですから、とりあえず父兄ということで話を進めていただけませんか？　なにしろ長いこと海外にいて、つい先週戻ってきたばかりでして……」


「外国に？　留学なさっていたんですか？」


「留学……？」


　その無む邪じや気きな問いに、慶一郎はまたもや返答に困こまった。


（外国にいたと言えば普通はそう考えるよな……しかし、七年間もあてもなく放浪してました──なんて言えるわけがない！　いや、藤堂校長がいなかったら今でも天下のホームレスだったわけで……教師って肩書きがあるおかげで、彼女も簡単に信用して話をしているんだ。なんていい加か減げんな……ああ、俺っていったい……）


　慶一郎が自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりはじめているのを見て、巴は気まずい雰ふん囲い気きを察して話を先に進めた。


「南雲先生はご一いつ緒しよに生活されているようですけど、お家での鬼塚さんはどんな様よう子すです？　外出して遅くまで帰ってこない、なんてことは……？」


「いえ、ほとんど外へ出掛けることはないみたいですよ。一日中、境けい内だいや家の掃そう除じをしているそうです」


「そうですか。それならまだいい方でしょうね……実は私のクラスにはもう一人長期欠席の女子生徒がいるんですが、その子は夜遅くまで出掛けていて、週末になると池袋で〈バイパーズ〉とかいうグループの集会に参加しているらしいんです」


「中学生が!?」


　意外な話に慶一郎は眉まゆをひそめた。


「それはかなり危険ですね……今度、バイパーズの実態調査に行く予定がありますから、ついでにその辺も調べておきますよ。それより美雪ちゃんのことなんですが、学校ではどういう生徒でした？　本人にはなくても周囲に何か問題があったとか……？」


「問題ですか？　そうですわね……」


　巴はティーカップを口に運び、自分の考えをまとめるように間をおいてから、答えた。


「本人にも周囲にも問題はあったと思います。彼女はなんというか……自分自身にもクラスメートにも興味がないような態度を取っていましたから、私はいつも彼女が一人でいるところしか見ていません。彼女と周囲の者は互いに無視し合っていたようです。同じ教室にいても遠くにいるような……私は心理学者ではありませんからはっきりとは言えませんが、ご両親が亡くなっていることと無関係ではないと思いますよ」


「誰かから苛いじめられていたようなことは？」


「そういう事実はなかったと思いますわ。でも……彼女に関して、いくつか妙みような噂うわさがあったということは何人かから聞いています」


「ほう、妙な噂？」


「一年の頃ですけど……彼女の態度に腹を立てた数人の上級生が手を上げようとすると、突然、近くの窓ガラスや蛍けい光こう灯とうが一いつ斉せいに割れて怪け我がをしたという話がありました。ガラスの割れた原因がまったく不明で、上級生は制服まで破れて血だらけになっているのに、一緒にいた彼女は無傷だったそうです。他ほかにも、彼女に向かって飛んできた軟球がぶつかる寸前に二つに割れたとか、図書館で棚たなから頭の上に落ちてきた百科事典が空中でバラバラになったり……」


「──つまり超能力ですね？」


　慶一郎があっさりと断言すると、巴は驚おどろいてしばし絶句した。


「南雲先生……まさか中学生じゃあるまいし、そんな物の存在を信じてませんわよね？」


「僕ぼくは自分の目で確認したもの以外は信じない性格ですが、実際に見たものは否定しませんよ。以前、インドとネパールの国境近くで本物の超能力者に会ったことがあります。その男はこう、空中にフワフワ浮いてましてね……」


「……もしかして私をからかってらっしゃるの!?」


「いえ、そんな……滅めつ相そうもない！」


　巴の態度が途と端たんに険けん悪あくになったのを見て、慶一郎はその方面の話はやめることにした。


「まあ……そのオカルトな噂が本当かどうかは知りませんが……とにかく、美雪ちゃんにとって学校はあまり楽しい場所じゃなかったことは確かなようですね。だったら話は早い」


「どうされるつもりです？」


「別に……どうもしませんよ。行きたくもない学校に行く必要はないでしょう？　僕も中学にはほとんど行きませんでしたから」


「そう簡単におっしゃられても、私の方はそうはいきませんわ」


「だったら……いつか美雪ちゃんが学校に行きたくなった時に、すぐに戻れるように取り計はからっていただけますか？　僕からの要望はそれだけです」


「ええ、それはもちろん……」


　頷うなずきながらも、巴はまだ少し納なつ得とくしかねる様子だった。慶一郎はアメリカンの残りを一息に飲み干ほすと、


「草くさ[image: ]なぎ先生、そう難むずかしく考えないで下さい。僕の望みはたった一つのことだけですよ」


　巴の顔をまっすぐに見つめながら、正しよう直じきに告白した。


「美雪ちゃんの笑顔が見たい──それだけです」





　　　　☆





「あれ……南雲先生じゃないですか……」


　駅前の通りをブラブラ歩いていた静馬は、その声にビクッとして立ち止まり、慌あわてて大作の見ている方に目を向けた。


「南雲やと……どこや？」


「ほら、あそこですよ。喫茶店の窓側のテーブルに、女の人と差し向かいに座すわってます。結けつ構こう美人ですよ」


「なにい!?　教師がそんなことしてええと思っとんのか！」


「いいんじゃないですか……？」


「アホ！　あの怪かい力りき熊くま男にはどんな幸せも許されへんのや。日本の憲法で禁止されとる」


　事実無む根こんの文句を吐はきながら、静馬は電柱の陰かげから喫茶店の方を覗のぞき見る。しかし慶一郎の向かいに座っている女性の正体に気付くと、その表情は一いつ瞬しゆんにして凍こおり付いた。


「ね、姉やん……これはどういうことや？　まさか南雲め……外堀から埋うめていこうっちゅう魂こん胆たんか!?」


「外そと堀ぼりって、何のことです？」


　大作の問いにも静馬は答えず、電柱にしがみついたまま、疑ぎ惑わくに満ちた視線を慶一郎に向けていた。





　　　　四





　夜──飛天神社の境けい内だい。


「ハアアァァ──……」


　低く唸うなるような息い吹ぶきの声とともに、拳こぶしと蹴けりが空を裂さいて走った。二メートルを超える体たい軀くが大きく旋せん回かいし、宙に跳はね上がった爪つま先さきが弧こを描く。


「フッ……ハッ！」


　拳の突きの連打から回し蹴げりを放はなち、バックハンドブロー、肘ひじ打ち、突然身体からだを沈めてからの足払い、その体勢から膝ひざ蹴りで跳とび上がり、踏ふみ込みながら突き上げるような蹴りへと技わざをつないでいく。


　注意深く見ていれば、それらの技がひどく異様なものだと気付くに違いない。なぜなら、巨体から繰くり出される技のほとんどが、自分の頭よりも高い位置を攻撃しているからである。地上三メートルの位置に打点のある攻撃に当たる人間はまずいない。


　そして霊れい的な感覚を有する者には、その手足が動くたび、金色の粒りゆう子しが飛沫しぶきとなってほとばしる様よう子すを見ることができるだろう。それらは〈龍りゆう気き〉と呼ばれる高次元エネルギーの波動であった。


「フウウゥ──……」


　慶一郎は動きを止めると、大きく息を吐はいて気き功こう闘とう法の呼吸を鎮しずめ、〈龍気〉を体内の奥深くに封ふうじ込めた。全身に帯びていた金色の粒子が飛散し、大気に溶けるようにして消える。


　鬼おに塚づか家に来てから一週間──入浴前に境内で軽くトレーニングをすることが慶一郎の日課になっていた。先月まで赤道近くのベネズエラにいたため日本の五月の夜気は身体に涼すずしく、激しく動き回っても汗あせはかいていない。


「──！」


　それまで無心に四し肢しを動かしていた慶一郎は、稽けい古こを終えて初めてその気け配はいに気付いた。何者かが暗くら闇やみの中で息をひそめて自分を見つめており、その視線がかすかな痒かゆみとして背中に感じられた。


（殺気のような鋭するどさはないな……鉄てつ斎さい先生じゃない。まさか……）


　慶一郎はいったんしゃがむような動きを見せてフェイントをかけ、素す早ばやく振り向いた。


　気配は消えていた。


　本ほん殿でんと社務所の間の陰かげになっている場所に小さな人影が見えたような気がしたが、それは気配の残像にすぎなかった。


「美雪ちゃん……？」


　慶一郎は思わず手を伸ばした。走って追えば家の前で捕つかまえられるかも知れなかったが、足は前に出なかった。二人きりになっても、何を話せばいいのかまるで見当もつかなかったからである。


（それだけじゃない……恐こわいんだ。俺は……）


　慶一郎はＴシャツの胸を摑んで握にぎり締しめた。ナイフで切り裂さかれたような生々しい痛みが胸の奥にあった。美雪と面と向かえば、どうしても美み咲さきの死をはっきりと認識することになるだろう。しかし、まだそれに耐えられそうなほど心の整理ができてはいないのだ。


（あの子よりも先にどうにかしなきゃならないのは、俺自身だな……）


　慶一郎は境内に一人立ち尽つくし、途と方ほうに暮くれて天を仰あおいだ。





　　　　☆





「トモ姉ねえ……オレに何か言うとくことはないんか？」


「あん？」


　その問いに、巴は一息に飲み干ほした生ビールの缶をテーブルに置いて、向かいに座すわっている静馬の顔を見た。


　２ＬＤＫのマンションのダイニングである。


　テーブルの中央に置かれたホットプレートから、焼けたソースの香こうばしい匂においが立ち上のぼっている。今夜の草[image: ]姉弟の夕食はお好み焼きだった。しかし、それとは別にご飯と味み噌そ汁しるが用意されているところを見ると、お好み焼きの役割は主食ではなくおかずであるらしい。


「あんたに言っとくこと……？　ないよ、別に」


　巴はあまり深く考えていない様子でぶっきらぼうに答えた。巴はＴシャツにスリムのジーンズといういかにもリラックスした格かつ好こうで、お好み焼きを肴さかなに生ビールをグイグイ飲やっている。働きに出ている時のスーツ姿からはちょっと想像できない図だった。


「ウソつけ！　絶対あるはずや……なぜ隠かくす!?」


　静馬がお好み焼きを返すこてを振り回しながら問い詰めると、巴はあさっての方角に目をやりながら少し考えて、


「そやねえ……あ、そうそう、自分のパンツぐらい自分で洗っときっつったでしょ？　洗せん濯たく物ものがたまってしょうがないんだから！」


「誰だれがそんな所帯じみたこと言えっちゅうた？　学校の話や！」


「学校？　あんたまた何か問題起こしたん!?　勘かん弁べんしてよ……お姉ちゃん、中学の方で神経すり減らしてるんよ。今日かてうちのクラスの生徒のことで父ふ兄けいに会って相談受けたら、全然アテにしてないようなこと言われちゃって……若い女の教師だからってバカにしてるんよ、きっと。実際、教師にできることなんて、あってないようなもんだけどさ……」


　巴は溜ため息をつきながら、片手で新しい缶ビールのリングプルを開けた。


「愚ぐ痴ちってどうすんねん？　こっちまでブルーになるわ……」


　静馬はヤブヘビになるのを警けい戒かいして、しばらく黙もく々もくと食事を続けた。やがて、酔よいが回って巴の機き嫌げんが直ってきた頃ころを見み計はからい、今度は別の質問をしてみる。


「なあ、トモ姉……まさかと思うけど、うちの高校の教師と付き合ってる、いうことはないやろな？」


　まったく何なに気げない質問だったが、巴の反応は静馬の予想を裏切った。缶を口に運ぶ手がピタリと止まり、巴はまさに意表をつかれた表情を見せたのである。


「ホ、ホンマにそうやったんか!?」


「い……いややわ、シイちゃん、な～に変なこと言ってんの？」


　巴は慌あわてて取り繕つくろおうとしたが、その笑顔は明らかに引きつっていた。静馬は椅い子すから腰を浮かせたまま、呆ぼう然ぜんとその作り笑いを見つめていた。





　　　　五





　翌よく日じつ──五月十七日・放課後の旧道場。


「よーし、そこまで！　十五分休きゆう憩けい──」


　剣道部の顧こ問もんの弥や永ながが前半の稽けい古この終了を告げた。


　壁かべ際ぎわにさがって面と籠こ手てを取った涼子は、いつもは他の部員と同様に外の水道へ顔を洗いに行くところを一人その場に残り、弥永に声を掛けた。


「あのう……弥永先生、お話があるんですが、よろしいですか？」


「ん？　どうした御み剣つるぎ……やけにあらたまって」


　ヒゲダルマの愛称で呼ばれる巨漢の弥永は、丸い顔を手て拭ぬぐいで拭いながら、陽気な口調で答えた。涼子は弥永の前に座ると、神しん妙みような顔つきで尋たずねた。


「弥永先生は以前、ある道場の門下生だったとおっしゃってましたよね？　現代のいわゆる剣道ではなくて、何百年もの歴史のある由ゆい緒しよ正しい本物の剣術の……」


「うん、そうだよ。それが何か？」


「あたし……その本物の剣術を習ならってみたいんです！　どうすれば入門できますか？」


　涼子のその言葉に、弥永はキョトンとした顔になった。


「剣術を習いたいって、どうしてまた？」


「いけませんか？」


「いや、いけないってことはないけども……う～ん」


　涼子の真剣な眼まな差ざしを見た弥永は、大きな咳せき払いをひとつすると、珍めずらしく真ま面じ目めな口調で話し始めた。


「なあ御剣、お前が剣術に対してどういうイメージを持っているのかは知らんが……剣術というのは『ルールのない乱暴な剣道』なんかじゃなくて、根本的に別物なんだぞ？　斬きり技わざだけでなく、拳こぶしや蹴けりの当て身技も含ふくめた実戦的な総合戦せん闘とう術なんだ。そこんとこをよく理解してだな──」


「その『乱暴な剣道』じゃ役に立たないからこそ、剣術を習いたいんです！」


「役に立つって、どこでだ？」


「それは……」


　涼子は一いつ瞬しゆん返答に詰まったが、そこで引き下がるほど甘い覚かく悟ごではなかった。


「〈バイパーズ〉という武ぶ闘とう派はの不良の集団のことをご存じでしょう？　実は一昨日、その連中と闘たたかったんですが、事情があって複数の男を一人で相手にしなければならなかったんです……」


「複数って、何人いたんだ？」


「全部で十人いて、同時に相手にしたのはそのうち五、六人だったと思います。木ぼく刀とうで四人までは倒しましたが、残りの相手にはこちらの攻撃をトンファーで防がれてしまって、それ以上は無理でした。その後いろいろあって、最終的には南な雲ぐも先生に助けていただいたんですけど……」


「ほう、彼に？　ふうん……しかしなあ御剣、それはお前、無茶ってもんだよ。なかなか十人は相手にできないよ」


「あたしはそれでも勝ちたかったんです！」


　涼子の声は道場の端まで響ひびき、戻もどってきた部員が何事かと二人の方に目を向けた。


「あんな卑ひ怯きようで汚きたないやつら、このあたしの手で全員叩たたきのめしてやりたかったんです！　だけど、ただ乱暴なだけの『剣道』じゃ勝てなかった……それが悔くやしくて、思い出すたび自分が情けなくなるんです。だからお願いです先生！　あたし、本当に強くなりたいんです!!」


　涼子は人目もはばからず、激情のままに思いを言葉にして吐はき出した。それを眩まぶしそうに目を細めて聞いていた弥永は、しばらく腕を組んで考えていたが、やがてこう言った。


「紹介するのは簡単だが……」


「え？　じゃあ……！」


「待て待て……まず話を聞け。実を言うとな、俺おれはそこの道場の門下生の中ではあまり出で来きのいい方じゃなかったんだ。まあ、師し匠しように言わせれば満足のいく弟で子しなんか一人もいなかったんだが……俺って、ほら……」


　弥永は苦にが笑わらいを浮かべながら、手で何かを飲む仕し種ぐさをした。


「大酒呑のみで、あとパチンコも好きだろ？　それで師匠からは『お前には侍さむらいの魂たましいがない』って言われて、結局、皆かい伝でんもなにも受けずじまいだった。しかしそんな俺でも剣道の腕は五段だ……それがどういう意味か、分かるか？」


「半はん端ぱな修しゆ行ぎようじゃないってことですね？」


「剣道と剣術では技わざにおいても精神においても次元が違うってことさ。竹刀しないと木刀では扱あつかいがまるで違うようにな」


「あたしは昔から木刀で素す振ぶりをしていました。その方が真剣に近いって……」


「やっぱり、口で説明しても分からんようだな」


　弥永は困こまったように口をへの字に曲げて考え込んだが、すぐにニッと笑って膝ひざを打った。


「よし……どうしてもと言うのなら、テストをしようじゃないか」


「テスト？」


「うむ。剣士を志こころざすからには『侍の魂』がなければならない。剣道ではなく実戦形式の剣術の試合で、お前がこの弥永源げん太た郎ろうを倒すことができたなら、剣士の素質ありと認めて、師匠に紹介状を書いてやろう……どうだ？」


「それこそ望むところです。ぜひ、お願いします！」


　そういうことになった。





　　　　☆





　十分後──


　部員たちが見守る中、涼子と顧こ問もんの弥永は試合場の中央で向かい合った。


　二人とも防具は着つけておらず、剣道着に袴はかまだけの姿である。手にしている武器も竹刀ではなく、樹じゆ脂し製のパイプにウレタンを巻いた、いわゆるスポーツチャンバラ（護ご身しん剣道）用の剣であった。涼子は標準的な長剣である太た刀ちを両手に構かまえ、弥永は右手に太刀、左手に小太刀の二本を持っている。


「ルールは簡単だ。この剣は真剣と同様のものと考え、全身のどこにでも、刃の部分がある程度の勢いで当たればそれで一本となる。時間無制限の一本勝しよう負ぶだ。御剣、何か質問はあるか？」


「いいえ。始めてください！」


　弥永は頷うなずいて、審しん判ぱんを務つとめる三人の部員に指さし図ずした。


「──始め！」


　主審の合図とともに、涼子にとって絶対に負けられない真剣勝負が始まった。


「ほっ！」


　開始早々、いきなり弥永が太刀を大きく振り回した。剣の届とどく範はん囲いは予想以上に広く、涼子は大きく後退してその圏けん内から逃のがれた。


　間合いを広くとって警けい戒かいしながら、涼子はウレタンの剣があくまで本物の剣と同じであることを自分に強く言い聞かせた。


（斬きられたらそれで一巻の終わりなんだ。切っ先に全神経を集中して避よけないと！　それに相手は二刀流……こちらの打ち込みを片方で受けて、残る一方で斬りにくるはず。受けに使うにはやはり小太刀か……？）


　涼子は正せい眼がんに構かまえたまま一足一刀の間合いを維い持じして相手の出方を待った。しかし弥永は両手を左右に広げたまま、時おり打ち込む素そ振ぶりを見せつつ、じりじりと近付いて圧力をかけてくる。いわゆる〈後の先〉を取るタイプの、かなりタチの悪い受身の剣質に見える。


　そのまま一分が経過した。


　派は手でな攻防のないまま、涼子はいつの間にか試合場の端に追い詰められつつあった。


（やはりこちらから攻せめていかないと……でも、打ち込んだ瞬しゆん間かんには斬られているような気がする……）


　涼子は打ち込むべきかどうか迷まよい、進しん退たい極きわまった。道場の壁かべが背後に迫せまっている。


（これ以上は下がれない……打って出るしかない！）


　意を決した涼子は、弾はじかれたように踏ふみ込んで上段から太刀を振り下ろした。


「──鋭えいィ！」


　バシッ！


　弥永は一歩下がりながら涼子の打ち込みを太刀で受け止め、低い姿し勢せいで踏み込みつつ小太刀で右足の脛すねを払いにきた。涼子が慌あわてて跳とび退のいて小太刀を避よけると、それを追うようにして太刀を水平に大きく振るう。


「くっ!!」


　涼子は逃げながら、太刀を床ゆかに突き立てるようにして弥永の斬ざん撃げきを受け止めた。剣の間合いから逃のがれた時には、弥永は元の構えに戻もどっている。


（なんて性悪な剣なの……!!）


　涼子は弥永の強さを認めながらも、同時に、太刀を使った無ぶ難なんな受けや足元を狙ねらってくる小太刀のいやらしい攻撃に対してムカッ腹を立てていた。


（こんなせこい技わざに負けちゃあ剣士の名折れよ……絶対に倒してやるわ！　斬きられる前にぶった斬る!!）


　怒いかりに燃えてそう決意した瞬間、涼子は剣道部員としての自分を忘れ、一人の剣士になりきっていた。


　正せい眼がんに構えていた剣が自然に下がり、切っ先をわずかに後ろに引いた八はつ双そうの構えに移った。弥永の低い姿勢からの斬り技に対抗するためである。涼子の目には、弥永の剣の届とどく範はん囲いがまるで線を引いたようにはっきりと見えている。涼子は摺すり足を使って、その線に右足の爪つま先さきが触ふれるギリギリまで間合いを詰めた。


「むう……？」


　弥永が戸と惑まどった表情を見せた。涼子が小太刀の届かない間合いから打ち込もうとしていることを察したからである。太刀同士の打ち合いならば、片手の弥永よりも両手で扱あつかう涼子の方が融ゆう通ずうが利きく。弥永にとって絶ぜつ妙みように不利になる間合いを、涼子はほとんど本能的に見抜いたのだ。この間合いでは弥永の方から動くしかなかった。


「フン！」


　膠こう着ちやく状態になるのを恐れた弥永は、即そく座ざに間合いを詰めて打ち込んできた。最初の太刀は牽けん制せいで、その次の小太刀が真の攻撃となるコンビネーションである。


　弥永が動いた瞬間に涼子も踏ふみ込んでいた。牽制の太刀を摺すり上げの剣で弾はじき、そのまま上段から思い切り打ち下ろす！


「イヤアァ──ッ!!」


　バシィっ！


　涼子の太刀が、低い姿勢の弥永の頭を真上から叩たたいた。


「一本！」


　三本の旗はたがサッと上がった。


　しかし、その旗の色は赤──すなわち弥永の勝利を示していた。


「惜おしかったな、御剣……俺の小太刀の方が速かった」


　弥永の言う通りだった。涼子の太刀が弥永の頭を打つよりも、弥永の小太刀が涼子の右の脛すねを打つ方がわずかに先だったのだ。


「ま、なかなかいい線はいってたと思うぞ。間合いの見切りは素人しろうとにしちゃあ上等……」


「あたしの勝ちですね、先生！」


　嬉き々きとした涼子の言葉に、弥永は怪け訝げんな顔つきをした。涼子が負け惜おしみを言っているわけでないことは、その輝かがやくような笑顔が示していた。


「先生はさっき、これは実戦を想定した剣術の試合だとおっしゃいましたよね？」


「ああ、そうだが……」


「確かに先生の小太刀の方が速かった……あたしは右の脛を斬きられました。でもあたしの太刀は、先生の頭を脳天唐竹割りにしているんですよ!?　これが実戦なら、生き残っているのはどっちだと思います？」


　自信にあふれた涼子の言葉に、弥永を含ふくめてその場にいる部員一同は、あっという顔になった。弥永は唐から竹たけ割りにされた頭に手をやりながら、悔くやしさ一いつ杯ぱいの苦にが笑わらいを浮かべた。


「くあァーッ、なるほど……こいつは一本取られたぜ!!」


　この場にハマリすぎる台詞せりふに、部員の間からどっと笑いが起こった。


「仕方ねえな……後で紹介状を書いてやるよ。明日あしたにでも師し匠しようのところへ行ってきな」


「やったぁ──っ!!」


　涼子は思い切り飛とび跳はねて全身で喜びを表現した。人は本当に嬉うれしい時は飛び跳ねるものなのだと涼子は初めて知った。


「どうしたんです？　なんでジャンプしてるんですか、涼子さん!?」


　その声に振り向くと、道場の入口に立っている大だい作さくの姿が目に入った。大作の隣となりには静しず馬まがいて、二人の後ろにはなにやら撮さつ影えい機材らしき物を携たずさえた生徒が一団をなしている。


「大作君……？　静馬もいるじゃない。そっちこそ何してるのよ？」


「うっさい。ほっとけ。お前には関係あれへん！」


　静馬は吐はき捨てるように言うと、道場に上がって空手部の方へ歩いていった。涼子は大作に近付いていって、尋たずねた。


「どうしたのあいつ……やけに不ふ機き嫌げんじゃない？」


「僕ぼくもよく分からないんですが、一発ぶちかますからついてこいって言われて……」


「ぶちかます？　何を？」


　考える間もなく、空手部の方で騒さわぎが起こっていた。静馬は練習中の空手部員たちの間をモーゼのように突っ切り、まっすぐ顧こ問もんの金田の目の前までやってきた。


「草くさ[image: ]なぎ、練習の邪じや魔まはやめろと言ったはずだぞ」


「練習なんぞどうでもええわい。今日きようはちゃんとした用事で来たんや……なあ金田、前からオレに空手部入れっちゅうとったな？」


「ああ、お前ほどの男を遊ばせておくのは勿もつ体たいないからな……それがどうした？」


「条件によっては入部したってもええで」


　意外な静馬の言葉に、空手部員たちは一いつ斉せいにざわめいた。


「その条件とは？」


「オレと勝負せえ！　そっちは部員の中から強い奴やつを五人……いや、七人選び出せ。そいつらと空手ルールで闘たたかって、オレが一敗でもしたら入部したる……どうや？」


「七連戦か……もし、こちらが七人とも負けた場合は？」


「決まっとるやろ、七人がかりでオレに勝てへんようなヘッポコ空手部は即そつ刻こく廃はい部ぶや!!」


　金田は静馬の顔をじっと見つめたまま、しばらく答えなかった。


「……何が目的だ？　どっちに転ころんでもお前が何か得をするようには思えんが」


「ほっとけ！　やるのかやらんのか、どっちや!?」


　金田は静馬を取り囲んでいる部員たちの途と惑まどった顔を眺ながめた。その中に一人、楽しそうに微笑ほほえんでいる男がいた。


「面おも白しろそうじゃないですか……受けましょうよ、その勝しよう負ぶ」


　そう言ったのは、次期主将が内定している二年の古こ賀がだった。古賀が意志を表明すると、草[image: ]静馬という奇き妙みような男と闘ってみたいという気持ちがどこかにあったのか、他のレギュラー部員たちも次々に同意した。主力の選手全員の意見が固まったところで、金田が最終的な決断を下した。


「いいだろう。草[image: ]……その勝負を受けよう」


「よっしゃ、決まりや!!」


　静馬は道場の入口で待機している謎なぞの一団に手を振って合図した。


「〈Ｋファイト〉成立や！　オラ、さっさと準備にかからんかい!!」


　それを聞くなり、『Ｋファイト実行委員会』の腕わん章しようを付けた十数人の生徒たちが道場に上がり、一斉に作業を始めた。ビデオカメラや照明が配置され、試合場の端には実じつ況きよう席らしきテーブルが運ばれてくる。大作も同じ腕章を付けて彼らと一いつ緒しよに働いていた。


「い、いったい何が始まるっていうの？」


「フフフ……見て分からんかね？　校内放送の準備だよ。この試合はビデオに記録されると同時に、全校に生なま中ちゆう継けいされるのだよ」


　怪あやしげな含ふくみ笑いに振り向いた涼子は、そこに藤とう堂どう校長の姿を認めてゲンナリした顔になった。


「校長先生！　空手部がピンチだっていうのに、そんな呑のん気きなこと言っていていいんですか？」


「甘いな御剣君、私は面白ければそれでいいのだよ。こんな楽しい見せ物はなかなかないからね」


「あ～、もう……あたし、南な雲ぐも先生を呼んできます！」


「待ちたまえ。実はそのことでここへ来たのだ……」


　藤堂は道場を飛び出しかけた涼子を呼び止めた。


「南雲君は校内にはいない……昼休みまでは確かにいたのだが、またもや突然、姿を消してしまったのだよ！」


「え!?　それじゃ、まさか──」


　涼子は秘密を洩もらしかけて、慌あわてて口をつぐんだ。





　　　　☆





　それより約三時間前──正確には十二時四十七分。


「──ようこそ、イェネンの鬼き神しんよ」


　南雲慶けい一いち郎ろうは、白はく銀ぎんの髪かみと紅あかい瞳ひとみの美少女──異世界ソルバニアの巫み女こ・レイハに笑顔で迎むかえられていた。


「あ、ああ……久し振り。元気だった？」


　一週間ぶりにソルバニアに召しよう喚かんされた慶一郎は、寝ぼけたようななかば呆ぼう然ぜんとした顔で、ちょっと間の抜けた挨あい拶さつをした。


（うーむ。ギアナ高地から呼ばれてた頃ころは違い和わ感なかったけど、日本で一週間も暮らしてから来ると、さすがにキツイものがあるなあ……）


　呑気にそんなことを考えている慶一郎には、地球で何が起こっているかまったく予想もできなかった──










　第七話　臥が龍りよう鳳ほう雛すうの闘い







〈五月十七日──曇りのち晴れ〉





　男には、勝つ自信がなくても闘わねばならない時があるという。


　一いつ般ぱん的にはその通りだが、俺おれの場合はやはりこう言おう。


　すなわち──男には、事情が分からなくてもとりあえず勝たねばならない時がある。


　……それもしょっちゅうだ。





　　　　一





『──〈Ｋファイト〉実行委員会より全校生徒にお知らせします！』


　その日の放課後に突発的に起こり、後に大門高校の歴史に残る記念すべき事件となったイベントの第一報は、この校内放送によって伝えられた。


『ただ今より旧道場において行なわれます、大門高の暴あばれ馬・ミスター松風こと草くさ[image: ]なぎ静しず馬まＶＳバーサス空手部代表七名によるハンディキャップマッチの模も様ようを、校内放送としては初の試こころみである実じつ況きよう生なま中ちゆう継けいにてお伝えいたします!!　空手部の存そん亡ぼうがかかったこの勝しよう負ぶ、果たして七人の精せい鋭えいは、孫そん悟ご空くうの生まれ変わりとも噂うわさされる最強のケンカ番長・草[image: ]静馬を見事攻こう略りやくできるのか、あるいはこの闘いを最後に三十年の空手部の歴史に幕まくを下ろすことになってしまうのか!?　闘いの行ゆく方えはまさに神のみぞ知るといったところでありましょう──なお、試合場周辺はかなりの混雑が予想されますので、観戦希望の方は最も寄よりのＴＶモニターをご利用下さい……』


　特とく設せつ実況席におさまった放送部二年の中村環たまきのアナウンスが校内に流れると、物見高い生徒たちが大挙して道場に押し寄せ、試合場のまわりにはあっという間に人ひと垣がきが出で来き上あがった。道場に入りきらない観客が窓という窓に鈴なりになるほどの混雑ぶりにも、あらかじめ綿密に打ち合わせしておいたのか、大だい作さくをはじめとする実行委員会のメンバーはテキパキと無む駄だなく動いて見事にその場を仕切り、さしたる混乱もなく試合の準備を整えていく。


　十五分もするとカメラの配置も含ふくめたすべての作業が終了し、主しゆ審しんを務つとめる実行委員がマイクを手に試合場の中央に出てきた。


『対戦ルールについて説明いたします！　試合は一ラウンド五分、ラウンド間のインターバルが二分の全七ラウンドで行なわれます。一般的な空手ルールに準じたＫファイトオリジナルルールにより、投げ及および関節技わざ、絞しめ技、相手の身体からだを摑つかんでからの攻撃、顔面への拳こぶしによる攻撃、目や股こ間かんなど急所への攻撃、ダウンした相手に対する攻撃、背後からの攻撃は反則となります……』


　ルール説明の進む中、人垣をかき分けて最前列に出た涼りよう子こは、柔じゆう軟なん体操をしている静馬に呼び掛けた。


「ちょっと静馬、これはいったい何の真ま似ねよ!?　空手部に恨うらみでもあるわけ？」


　静馬は横目でちらりと涼子を一いち瞥べつしただけで、顔を向けずに答える。


「うっさいな……お前には関係ないて言うたろが？」


「関係ない？　あんたのおかげでこっちも練習どころじゃないんだから！　だいたい──」


「南な雲ぐもがいてへんな……どこや？」


　静馬は全身のバネを使ってその場で跳はねながら、涼子にだけ聞こえる声で呟つぶやいた。


「空手部なんぞホンマはどうでもええ。こんなもんはただの余よ興きようにすぎん……オレの狙ねらいは一つや。見物しとるヒマがあったら、南雲のアホをさっさと呼んでこんかい」


「よ、呼びに行くったって……」


　涼子はその先は言えずに口ごもった。なにしろ、呼びに行こうにも当の慶けい一いち郎ろうは地球を留る守すにしているのだ。


『空手部の選せん抜ばつメンバーのオーダーが発表されました！　七人のうち六人が三年生のレギュラーで、二年生は次期主将の古こ賀が一人という内うち訳わけになっております。現在考えうる最強の布ふ陣じんと言えるでしょう。いかがですか校長？』


　中村は実況席の隣となりに解説者として座すわっている藤とう堂どう校長に意見を求めた。藤堂は待ってましたという顔で答える。


『草[image: ]君を相手にするには少々力不足だが、メンバーとしてはこれ以上は望めんだろうね。問題はどういう順番でいくかだが──』


『おっと、お話を伺うかがっている間に早くも試合開始の時間です。さて、空手部七人衆の先せん鋒ぽうを務つとめるのは……三年の風かざ間まです！』


　試合場の中央に歩み出た風間は、静馬よりも一回り小柄な選手だった。ただし胸むな板いたや二の腕の太さを見るかぎり、パワーで静馬に劣おとっているようには見えない。


『えー、こちらのデータによりますと、風間は七人の中では唯ゆい一いつ、草[image: ]よりも体重が軽い選手ということですが……』


『風間君はスピードがあって手数も多いタイプだ。五分間たっぷり闘たたかって、草[image: ]君のスタミナを消しよう耗もうさせる作戦だろう。空手部としては六人倒されても七人目で勝てばいいのだからね』


　藤堂の解説を聞いた見物の生徒たちは、この対戦がいかに無む謀ぼうな勝負であるかをようやく理解した様よう子すだった。しかし静馬と空手部のどちらを応援するかまだ決めかねているらしく、場内の雰ふん囲い気きはいまだ雑然としている。


　主審に呼ばれて試合場に出てきた静馬に、風間が気安い口調で話しかけた。


「実を言うとな草[image: ]……お前とは一度、真剣にやり合ってみたかったんだ。こういう場でやることになるとは思わなかったがな」


「その口振りやと、このオレとええ勝負するつもりでおるみたいやけど……悪いな。これから学校中にみっともない姿さらすハメになるんやからな」


「勘かん違ちがいするなよ、俺は勝たなくてもいいんだ。お前を疲れさせるのが役目さ」


「ケッ、しょうもない……ザコは黙だまっとれ」


　険けん悪あくなムードが高まったところで、主審が試合開始を告げた。


『ラウンドワン！　レディー、ゴーッ!!』


　風間はまずは様子を見ようとして一歩下がった。静馬はいきなりダッシュで間合いを詰めて右のローキックを放はなつ。


　パァン！


　静馬の右足が風間の左の太ふと腿ももを直撃し、風間は朽くち木きが薙なぎ倒されるようにダウンした。風間はすぐに立とうとして身体からだを起こすが、左足が言うことを聞かず、苦く悶もんの表情でうめいた。


『開始直後のローキック一いつ閃せんで風間まさかのダウーン!!　Ｋファイトルールではカウント５までに立たなければなりません。主審がカウントを取りますが……おおーっと、立てません！　風間、まったく足が動かない!!　恐るべし草[image: ]静馬、空手部先せん鋒ぽうを秒殺……いや、まさに瞬殺してしまったあ──ッ!!』


　主審が第一ラウンドの静馬の勝利をコールすると、割れんばかりの拍はく手しゆと歓かん声せいが湧わき上がった。静馬は自分の人気にまるで関心がないかのように表情を変えず、軽く前髪をかき上げながら言った。


「二分も休んでたらヒマすぎて寝てまうわ。ほれ、次の奴やつ、さっさと出てこんかい！」


　空手部の代表たちの顔からは、もはや数の優位からくる余よ裕ゆうは完全に消え失うせていた。





　　　　二





　慶一郎が召しよう喚かんされた場所は前回と同じ大だい神しん殿でんだった。促うながされるまま召喚用の物とは別の小さな魔法円に入ると、一いつ緒しよに円の中に入ったレイハが言う。


「これから神殿を出ますが──外でソルバニアの者に出会っても、ケイは決して目を合わせてはなりません」


「なんでまた……？　カツアゲされるからか？」


「とにかく、目を合わせてはなりません。それと、私の命令がない限り動かないように」


「……了りよう解かい」


　慶一郎が腑ふに落ちない顔のまま頷うなずくと、レイハは円の中で二度ステップを踏ふんだ。魔法円の外周に並んだ文字がボウッと緑色に光ったかと思うと、次の瞬しゆん間かん、周囲の風景は一変していた。


「ここは……!?」


　慶一郎は辺あたりを見回した。そこは以前、神殿から見たサーガイアの市し街がいの一角らしかった。二人が立っているのは白い石せき碑ひのように見える巨大な建物に挟はさまれた正方形の広場で、前後左右に延びる道路にはアーチ型の門が立ち並び、ちょうどアーケードのような造つくりになっている。


　広場の周囲には、先端が三みつ叉またになった長大な槍やりを手にした数十人のソルバニア人たちが整然と並んでいた。これまで目にしてきた人々と同じく皆一様に手足が細く、小柄で華きや奢しやな人形のような外見をしている。しかし彼らの文明レベルは相当に高く、一見して装そう飾しよく的な服や強度的に不安のありそうな武器には、目に見えない力りき場ばを発生させる魔法の仕掛けがあって、装そう備びとしてはそれなりに強力なものであるらしい。


「今回はずいぶんと大勢いるんだな。敵の数が多いのか？」


「いいえ。魔物は一体だけです」


「一体？　まさか〈邪じや神しん〉みたいな大物じゃないだろうな!?」


「もっと厄やつ介かいな相手です。この〈陣じん〉はそれを捕とらえるためのもの──来ます！」


　レイハが指差した方に顔を向けた慶一郎は、視界の彼方かなたに異様な生き物をとらえた。遠目には『黒と金の体毛を持つ猿さる』のように見えるそれは、凄すさまじい速さで石碑の壁かべからアーチ、アーチから石碑へと飛び移りながら近付いてくる。


　魔物に気付いたソルバニアの戦士たちは目に見えて動揺し、浮き足立った。レイハが慶一郎には聞き取れない言葉で命令すると、彼らは震ふるえながらも槍を前方に向けて構かまえる。魔物が広場の手前にあるアーチの上にやってきた時、慶一郎はソルバニア人たちの恐きよう怖ふを理解した。


「〈鬼おに〉か……！」


　慶一郎は思わずうめくように言った。その魔物はこれまでに出会った怪かい獣じゆうとは違い、人間型をしていたのである。日本古こ来らいのイメージとは少々異なるが、その姿形は〈鬼〉としか表現のしようのないものだった。


　青黒い肌はだ。振り乱した紅あかい髪かみ。黒い眼球に輝かがやく銀色の瞳ひとみ。そして頭の両側からは山や羊ぎのように外向きにトグロを巻く巨大な二本の角つのを生はやしている。黒と金の体毛に見えたのは、歌か舞ぶ伎きの衣い裳しようのようにド派は手でな着物の模も様ようであった。着物にボリュームがあるため正確な体格は不明だが、顔の大きさに比べて首や手足が異様に長く、立ち上がれば身長は三メートルを下らないだろう。


『ＯｏｏｏｏＲｕｕｕｕ──……!!』


〈青鬼〉は長い喉のどを震わせてソプラノの咆ほう哮こうを上げた。その声を切り裂さくように、ソルバニア人たちの持つ槍からオレンジ色の光線が次々と放射される。〈青鬼〉は嘲あざけるように跳ちよう躍やくして逃げながら、片手を大きく振るった。


　ゴオゥ！


　竜たつ巻まきのような烈れつ風ぷうが巻き起こり、数人のソルバニア人が薙なぎ倒される。


「!?……いかん！」


　アーチとそれを支える石柱に亀き裂れつが走るのを見た慶一郎は、ほとんど反射的に駆かけ出した。崩くずれかかる石柱を体当たりするようにして支え、足元に倒れているソルバニア人の顔を覗のぞき込む。


「おい！　大だい丈じよう……夫ぶ……」


　慶一郎は言葉を呑のみ込んだ。まっすぐ自分に向けられたソルバニア人の灰色の目が、恐怖に彩いろどられていることに気付いたからだった。


（そうか……こっちの世界の住人から見れば俺おれも〈鬼〉なんだ）


　慶一郎はさっきのレイハの言葉の意味を悟さとった。地球で言えば身長五メートルの巨人ににらまれるのと同じような感覚に違いない。しかも建て前から言えば、慶一郎の役割は鬼き神しん召しよう喚かん士しのレイハに操あやつられる便利なロボットであり、自分の意志で動いているとは思われていないはずだった。


「ケイ、何をしているのです!?　早くこちらへ！」


「ああ……」


　慶一郎は石柱を誰だれもいない方へ倒してレイハのもとへ戻もどった。その間〈青鬼〉は槍から放射される数十本の光の帯おびに追い立てられ、広場の真上に釘くぎ付けになっていた。レイハが新たな指示を送ると、光の帯は互たがいに溶け合ってつながり、光の壁かべとなった。正方形の広場を底辺としたピラミッド型に閉へい鎖さされたような状態である。


「この結けつ界かいはそう長くは維い持じできません。急いで下さい」


「金かな網あみならぬ結界デスマッチか。相手はなかなか手て強ごわそうだが……弱点とかはないのか？」


「あれは〈邪神〉と同じ原理で生まれた〈魔素〉の塊かたまりです。体内にある〈刻こく印いん石せき〉を壊こわせば倒せるはずです」


「〈邪神〉と同じというと、また人工の魔物なのか……？　ま、どっちにしても俺の知ったことじゃないがね」


　慶一郎が息い吹ぶきの声を上げると、〈青鬼〉は〈龍りゆう気き〉の高まりを敏びん感かんに感じ取ったのか、アーチの上から広場を覗き込んだ。慶一郎の姿を認めるやいなや、宙に身を躍おどらせてまっすぐ落下してくる。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　慶一郎は落ちてくる〈青鬼〉に向けて真上に龍気弾を放はなった。しかし〈青鬼〉は旋せん風ぷうを起こしてみずから落下の軌き道どうを変えて避よけ、慶一郎のすぐ横に着地した。


『シャアァッ!!』


〈青鬼〉の長い腕が横薙なぎに襲おそってきた。後ろに倒れ込むようにして避けた慶一郎は、後転して起き上がったところで胸に鋭するどい痛みを感じた。見ると、Ｔシャツの胸が真ま一いち文もん字じに切り裂かれている。


「フン……」


　慶一郎は胸の傷口からにじみ出た血を指で拭ぬぐい、それを舌したでひと舐なめすると、背後にいるレイハに言った。


「さがってろ、レイハ……こいつはちょいと手こずりそうだ」


　久々に出会えた強敵を前にしたその顔には、無意識のうちに太い笑みが浮かんでいた。





　　　　三





『──おっと、これはどうしたことだ～？　草くさ[image: ]なぎに対し、空手部最強の男・現主将の石崎が攻せめあぐねています!!　さきほど副主将の前田が見事ＫＯされた必ひつ殺さつのカカト落としを恐れているのか～!?』


　中村の興こう奮ふん気味の実じつ況きようが流れる中、旧道場に詰め掛けた見物の生徒たちは異様な盛り上がりを見せていた。


　一人目をローキック一発で撃破して以降、静馬はまったく相手を寄せ付けず、圧倒的な実力の差を見せつけて勝ち続けていた。すでに五人が倒れ、六人目の石崎も敗色濃のう厚こうとなっている。


「まったく……だらしがないわね！」


　涼りよう子こは人込みをかき分けてなんとか実況席の後ろにたどりつくと、身を乗り出して校長に話し掛けた。


「先生、このままだと空手部が廃はい部ぶになってしまいますよ？　なんとかしてください！」


「Ｋファイトは真剣勝しよう負ぶだ。いかな校長とはいえ、私にはどうすることもできんよ。南な雲ぐも君がいれば話は別なのだがね……まあ無む駄だとは思うが、空手部の応援でもしていたまえ」


「南雲先生の携けい帯たいに発信機を仕込んでるって言ってましたよね？　戻もどってきたかどうか、すぐに判わからないんですか？」


「判らんでもないが……」


　藤とう堂どうはノートパソコンを取り出して電源を入れた。液えき晶しよう画面に校内の図面が現れる。


「このパソコンは校長室のコンピュータと直結しているのだ。発信機の電波をキャッチすればモニター上にすぐに現れ……」


「先生！　この赤く点てん滅めつしてるのって、何ですか？」


　涼子が肩越しに画面を覗のぞき込みながら尋たずねると、藤堂は動揺を隠かくしきれない口調で答えた。


「う、うむ……どうやら南雲君が戻ってきたようだな」





　　　　☆





　地球の空のなんと青く、美しいことか──


　屋おく上じようのコンクリートの床ゆかに大の字に寝ね転ころがった慶一郎は、流れる雲を眺ながめながらしみじみと思った。


　慶一郎はつい今しがた〈青鬼〉との闘たたかいを終えて帰き還かんしたところだった。シャツやアーミーパンツには闘いの激しさを物語る爪つめ跡あとが幾いくつも残っているが、保健室に駆かけ込むほどの怪け我がはしていない。


　疲れきった身体からだに心ここ地ち好よい五月の風に乗って、校内の喧けん騒そうが届とどいてくる。


「フッ、いい風だ……下校時間までしばらくこうしていよう」


　慶一郎は異様に興こう奮ふんした歓かん声せいが聞こえてくるのにも気付かず、力なく呟つぶやいた。そのまま身じろぎもせずにうたた寝していると、誰だれかが階段を駆け上がってくる足音が近付いてきた。


「あーもうっ！　こんな所で寝てる!!」


　御み剣つるぎ涼子は慶一郎の側そばへ駆け寄ると、革かわジャンの襟えり首くびを摑つかんで揺ゆり動かした。




[image: ]


「こら、南雲慶一郎！　さっさと起きなさいよ!!」


「今日は化け物と闘って疲れてるんだ……寝かせといてくれ」


「そうはいかないのよ！　静馬が暴あばれて大変なことになってるんだから!!」


「なんだ、そんなことか……って、なぁにぃ──ッ!?」


　驚おどろいて飛び起きた慶一郎は、立ちくらみを起こしてフラついた。





　　　　☆





『おおーっと、またもやカミソリのようなロー炸さく烈れつ！　次期主将の古賀、グラッときたぁー!!　空手部の最後の砦とりでも陥かん落らく寸前、もはや限界かぁー!?』


　慶一郎と涼子が旧道場に駆け付けたその時、見物の生徒たちの間から悲ひ鳴めい混じりの歓声が上がった。慶一郎が目撃したのは、静馬の浴あびせ蹴げりが古賀の側頭部にヒットした瞬しゆん間かんだった。古賀の身体は派は手でに吹っ飛ばされ、床ゆかに棒のように転がった。文句のつけようもないＫＯであった。


『決まったぁー！　草[image: ]静馬、完・全・勝・利──!!』


　アナウンスを受け、試合場の中央に立っているただ一人の勝利者は、拳こぶしを高々と振り上げて勝ち名乗りを上げた。


「見たかお前ら!?　ざっとこんなもんや！」


　静馬を称たたえる見物人たちの歓声がさらに高まった。顧こ問もんの金田と他の空手部員たちは悪夢を見るような青ざめた顔を並べている。


『ようやく真打ちの登場か。少し遅かったようだがね』


　藤堂の言葉で、生徒たちは一いつ斉せいに振り向いて道場の入口に立っている慶一郎に注目した。慶一郎は視線を浴びながら実じつ況きよう席まで歩いていき、藤堂に詰め寄った。


「一いつ緒しよに楽しんでどうするんです!?　校長なんですから、この事態を収しゆう拾しゆうして下さいよ」


「こんな面おも白しろいイベントを楽しまずにどうするというのかね？　それに草[image: ]君に関しては君に一任すると言っておいたはずだ。自分でどうにかしたまえ」


「やれやれ……まいったなあ」


　慶一郎は頭を搔かきながら、静馬と向かい合った。


　古賀が五分一いつ杯ぱいねばったため、さすがの静馬も汗をかいて肩で息をしていたが、その表情にはまだまだ余よ裕ゆうが見られた。慶一郎を見ると、闘とう志しをかきたてられたように牙を剝むき出して笑う。


「よう南雲、どこ行っとったんや？……ていうか、なんでボロボロやねん!?」


「うっ、それは聞くな……それよりなんでまた、突然こんなことを始めたんだ？　空手部を潰つぶして何の得があるわけでもないだろう？」


「こんなもん、お前をブッ倒す前のちょっとした余よ興きようや！」


　静馬はそう言うと、慶一郎を上目使いに見上げて挑ちよう戦せん的な笑みを浮かべた。


「とにかくオレは勝しよう負ぶに勝った。つまり空手部の廃部はもう決まったわけや。Ｋファイトの結果を覆くつがえす方法は一つしかあれへん……分かっとるやろな？」


「……？」


「首をヒネるな、首を！　空手部の廃部を取り止やめてほしかったら、Ｋファイトでこのオレに挑戦してこいて言うとんのや!!　ただしオレが勝ったら、一つだけオレの命令の通りにしてもらうからな」


「その命令ってのは何だ？　琵び琶わ湖この水を全部飲み干ほせと言われてもできないぞ」


「誰だれがそんなことせえって言うた？　そんなもん、勝負がついたら教えたるわい。それよりやるのか、やらんのか!?」


　慶一郎は試合場を取り囲んでいる見物人たちを見回した。誰もが期待と興こう奮ふんに満ちた顔で慶一郎の返事を待っている。最後に空手部の方を見ると、金田が渋じゆう面めんで黙だまって頷うなずいた。


「──よし、やろう」


　道場に新たな歓声が巻き起こった。




[image: ]





　　　　四





『それでは、ルールについての協議を行ないます！　Ｋファイトでは挑戦された側に対戦ルールの選せん択たく権けんがありますが……草[image: ]君、どうしますか？』


　主しゆ審しんの質問に、静馬は右手を差し上げ、ビシッと慶一郎に人差し指を突き付けながら答えた。


「そんなもん決まっとる！　投げから関節技わざ、絞しめ技にダウン攻撃まで、『何でもありバーリ・トウード』のストリートファイト・ルールや!!」


　過激な発言に生徒たちが沸わく中、慶一郎は控ひかえ目に手を上げた。


「ちょっと質問があるんだが……いいかな？　関節技や絞め技というのは、ギブアップを奪うばうための技のことか？」


「それ以外に何があるっちゅうねん？」


「いや……俺の場合、関節技といえば基本的に『一いつ瞬しゆんで相手の関節を破は壊かいする技』のことを指さすんだが、それはいいのか？　あと絞め技も当然、二秒以内に相手の首の骨を砕くだくことを第一の目的としているわけだが──」


『それはマズイよ、南雲君！』


　藤堂の発言により急きょ審判委員が召しよう集しゆうされ、五分間にわたる協議が行なわれた。


『──Ｋファイト実行委員会の協議により決定された対戦ルールを発表します！　時間無制限の一本勝負。ギブアップあり。通常の投げ、関節技、ダウン攻撃は認められますが、急所及および背面への攻撃、肉体に著いちじるしい損そん傷しようを与える技、一撃で相手を死に到いたらしめるすべての技を禁止します』


「そんな常識、なんでわざわざ説明せなならんのや……」


　憮ぶ然ぜんとした口調で呟つぶやいた静馬は、慶一郎の手の動きを見て怪け訝げんな顔つきになった。


「おい南雲……なに指折り数えてんねん!?」


「いや、そのルールだと使えない技がけっこうあるなと思ってね……『何でもあり』ってのは、ずいぶんと不自由なもんだな」


「クッソォ～、ほざくな！　そんなハッタリでこのオレがビビるとでも思とんのか!?」


『草[image: ]君……君の目の前にいる人物について、ひとつ面おも白しろい情報を教えてやろう』


　藤堂の言葉に、静馬のみならずその場にいる全員が耳を傾けた。


『彼は七年に及ぶ海外放ほう浪ろうの間に、非公式ながら有名無名を問わず数多くの格かく闘とう家かと闘たたかい、そのすべてにおいて勝利を収めてきた。そして昨年のクリスマスにニューヨークで開かい催さいされた地下武ぶ闘とう会では、まさに〈何でもあり〉のデスマッチルールの闘いを圧あつ倒とう的な強さで勝ち抜いて優勝している……裏の格闘界では幻まぼろしの格闘家と呼ばれ、今や伝説と化しているほどの人物なのだよ！』


　低い溜ため息が道場の中に波は紋もんのように広がっていくと、慶一郎は苦にがい顔で抗議した。


「校長！　まだ生きてる人間を勝手に伝説にしないで下さいよ」


『心外だな。私は事実を述べたにすぎんよ』


「事実といってもそれは一部にすぎないのでは……」


　慶一郎はそう言ったものの、あえて訂てい正せいはしなかった。マフィアの主しゆ催さいする地下武闘会で優勝したことは事実であり、幻や伝説などと呼ばれる理由も見当がついていた。


　何な故ぜなら──その武闘会の当夜、慶一郎はその会場から異世界ソルバニアに召しよう喚かんされたからである。


　静馬がヒュウと口笛を吹いて目を輝かがやかせる。


「お前が世界最強やと？　これまで一度も負けたことないっちゅうんか!?　どうせ自分よりデカイ奴やつと闘ったことないんやろ？」


「そうでもないぞ。さっきも三メートルの化け物と闘ってきたところだ……」


「はあ!?　何を言うとんねん」


「いや……まあそれはともかく、相手が何だろうと闘えば必ず勝つ──というのが俺のポリシーでね」


「言うてくれるやないか……極ごく上じようや！」


　静馬は闘志を剝むきだしにした攻撃の構かまえを見せた。慶一郎はそれが目に入らないかのように腕を組んだまま立っている。道場を包つつむ空気そのものが磁じ力りよくを帯びたように緊きん張ちようした。


　闘いの機が熟じゆくしたのを本能的に察した主しゆ審しんがコールする。


『──レディー、ゴーッ!!』





　　　　☆





「南雲先生、油断しちゃダメよ！　そのバカ、何するか分かんないんだから!!」


　涼りよ子この声が飛んだ時、すでに静馬は間合いに踏ふみ込んでいた。


「シャアァッ!!」


　静馬の第一撃は得意の蹴けりだった。慶一郎はローキックを予想して膝ひざでガードしようとする。しかし静馬の蹴りは膝を伸ばす直前にミドルキックに変化し、蛇へびのように伸びて脇わき腹ばらにヒットした。


「ぬうっ!?」


　目の覚めるような痛つう烈れつな一撃だった。衝しよう撃げきが身体からだを走り抜け、一いつ瞬しゆん、息が詰まる。


「ねりゃあぁっ！」


　静馬はさらに踏み込みながら、烈れつ風ぷうのような上段の後ろ回し蹴りを放はなった。慶一郎は辛かろうじて腕で防いだものの、ガードの上からでも浸しん透とうする重い打撃に思わず後退する。


『おおーっと、これは驚おどろきです！　草くさ[image: ]なぎ静馬、まったく疲れた様よう子すも見えません！　みずから果か敢かんに攻せめていく～!!　申し遅れましたが実じつ況きようは引き続きわたくし放送部二年の中村環たまき、解説は藤堂鷹たか王お校長でお送りしております。いかがですか、校長!?』


『南雲君はもう少し真剣に対たい処しよすべきだよ。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちではよもやの不覚をとる』


　観客の生徒たちがどよめいた。さらにラッシュを仕掛けようとした静馬が逆に押し戻もどされたのである。


「ご忠告痛いたみ入りますよ。どうやら、こいつには下へ手たな遠えん慮りよや手て加か減げんは無用のようだ」


　慶一郎は足を前後に開いて腰を落とし、床ゆかに根をおろしたようにどっしりとした構えをとった。静馬は身体を小こ刻きざみに前後に揺すってリズムをとりながら、獲え物ものの隙すきをうかがう野や獣じゆうのように目を細める。


「ふん、やっと本気になったっちゅうわけか？　そうこな面おも白しろないわ！」


　静馬が飛ぶような勢いで襲おそいかかってきた。慶一郎は怒ど濤とうのように繰くり出される突きの連打を掌てのひらと肘ひじで受け、あるいは弾はじく。


　密着に近い間合いでの目まぐるしい攻防は十数秒に及んだ。静馬が息切れし、わずかに攻撃の手が緩ゆるんだ一瞬をついて、慶一郎は一歩踏み込みながら掌しよう打だを打ち込んだ。


「ぐうっ！」


　胸に掌打を受けた静馬は突き飛ばされて後退する。すぐに気を取り直して再度接近を試こころみるが、リーチでまさる慶一郎は何度も打ち合わないうちに簡単に静馬を追い払った。


『おっと、これはどうしたことでしょう!?　草[image: ]君の動きが目に見えて鈍にぶっています！』


『無む駄だの多い攻めでは南雲君の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよは崩くずせない……なにしろ彼は場数を踏んでいるからな』


　藤堂の解説を聞いて萎い縮しゆくしたのか、静馬はみずから後退して間合いを広げた。難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいを前に攻めあぐねている遊撃隊のように、様よう子すを見ながらゆっくりと周囲を回る。


「さっきまでの勢いはどうした、もう攻めてこないのか？」


「…………」


「じゃあ、こちらから行くぞ」


　慶一郎は滑すべるような独特の歩法を使って一瞬で間合いを詰めると、掌打を見せ技わざにしてローキックを放った。足の甲を静馬の膝ひざの裏に当て、そのまま引っ掛けるようにして持ち上げる。


「うおっ!?」


　バランスを崩したところへ密着し、中段突きから上段回し蹴りの連れん係けい技を見舞う。見た目はスローな技だが、二メートル強の巨体から繰くり出される蹴りは威い力りよくが違った。静馬はガードしたものの、身体ごと弾き飛ばされて背中から床ゆかに落ちた。


『ダウ──ン！　草[image: ]静馬、ダウンです!!　一八四センチの長身が、まるで車に跳はねられたように見事に吹っ飛びました──ッ！』


　涼子は目の前まで転ころがってきた静馬を見下ろして、


「どうしたの、旗はた色いろ悪いじゃない。怪け我がしないうちに降こう参さんしたら？」


「アホぬかせ……これからが面白いとこや！」


　静馬は不敵な笑みを浮かべつつも、足にきているのか少しフラつきながら立ち上がる。瘦やせ我が慢まんなのは誰の目にも明らかだった。


「なるほどガッツはあるようだが……それだけではな！」


　慶一郎は次の攻撃で終わりにしようと決意した。掌てのひらに〈龍りゆう気き〉を込めれば一撃でＫＯは確実だった。


　静馬は再びフットワークを使いはじめたが、お世辞にも機き敏びんとは言えなかった。慶一郎は今度はローキックのフェイントから深く踏み込み、静馬の胸を狙ねらって掌しよう打だを打ち込んだ。身体の中心に掌打の直撃を受けて吹っ飛ぶ静馬の姿をイメージする──が、その一撃は手て応ごたえなく空を切った。


（なに!?）


　慶一郎は目を瞠みはった。静馬はまるで体重が消失したような動きで掌打を避よけると、両手で慶一郎の右手首を捕とらえた。


「──!!」


　右腕に静馬の全体重がかかったかと思うと、ほぼ真下から左足が突き上げてきた。


　慶一郎は反射的に顔を後ろへ反そらせたが、それこそが静馬の狙いだった。静馬は左足を慶一郎の首に引っ掛け、右腕に逆さかさにぶら下がるようにして肘ひじ関節を極きめにかかったのである。


『おおおーっと、この技わざは……か、関節技です!!　草[image: ]静馬、立った状態からいきなり関節を極めたーっ！　弱ったフリをしてこれを狙っていたのか～!?　校長、これはいったい何ですか!?』


『いわゆる〈跳とび関節〉と呼ばれる技だ。しかもこれは──まさしく柔じゆう術じゆつで言うところの〈飛ひ燕えん十字固め〉！　このまま南雲君が倒れれば完かん璧ぺきに極まる!!』


　藤堂の興こう奮ふん気味のコメントが、事態の意外性を如によ実じつに表していた。静馬は慶一郎のシャツを摑つかんでさらに深く極めながら叫さけぶ。


「オラオラ、とっとと倒れんかい南雲ォ!!」


　慶一郎は腕が伸びきる寸前で耐えていたが、静馬の体重に引っ張られてよろめいた。


『南雲先生ピーンチ！　校長、この技から脱出する方法は!?』


『一つだけある……南雲君は知っているはずだ。問題はそれを実行できるかどうかだな』


『それは難むずかしい技なんですか？』


『難しくはない。物理的な問題だ』


『物理的!?』


「……むうんっ！」


　慶一郎は右腕に渾こん身しんの力を込めた。二の腕の筋肉が瘤こぶのように硬かたく膨ふくれ上がる。自由な左手で首にかかった静馬の左足を摑み、十字固めの状態のまま静馬の身体を完全に持ち上げた。


「覚かく悟ごしろよ……草[image: ]！」


「なんやと？」


　慶一郎はいきなり道場の端に向かって走ると、静馬の身体を振り回し、遠心力を加えて道場の壁かべに叩たたき付けた。


「んがぁ！」


　静馬はくぐもった悲ひ鳴めいを上げたが、手を放そうとはしなかった。慶一郎は構かまわず二度、三度と叩き付ける。


『こ、これは大変なことになってきました！　無理矢理にでも引き剝はがそうとする～！』


『フ……これが十字固めの正式な外はずし方なのだよ』


　食らいついて離れない静馬に業ごうを煮やした慶一郎は、今度は反対側の壁の方に走った。驚おどろいた生徒たちが大慌あわてで移動する。慶一郎が向かった先には鉄てつ格ごう子しのはまった窓があった。


　ゴォン！


　鉄格子に背中から激突した静馬はたまらず十字固めを解といた。


「痛ててて……無茶すな！」


「ここが外なら迷まよわずコンクリートに叩き付けてやるところだ」


「へっ、組み技対策も万ばん全ぜんってとこか……しゃあない、こうなったらオレも〈切り札〉を出さなあかんようやな！」


　ゆらりと立ち上がった静馬は、骨こつ法ぽうに似た半身の構えをとり、胸を大きく膨らませて高い息い吹ぶきの声を上げた。


「ヒュゥゥゥ──……」


　慶一郎は、静馬の体内にとてつもない熱量を持った高圧のパワーの塊かたまりが育っていくのを感じとって身構えた。発散される〈熱気〉によって、静馬の姿が陽かげ炎ろうのように揺らめいて見える。


（──来る！）


　炎ほのおのような〈熱気〉が静馬の右みぎ拳こぶしに集中する。静馬は一メートル以上離れた間合いにもかかわらず、無む造ぞう作さともいえるモーションで拳こぶしを突き上げ、その場でアッパーを打った。


　ゴウッ！


　静馬の足元から飛沫しぶきのように火柱が立ち、慶一郎に襲おそいかかった。


（これは──〈神威カムイの拳けん〉!!）


　それは火口から噴ふき出すマグマのように、火と水の両方の性質を合わせ持った不ふ可か視しのパワーだった。その衝しよう撃げきは物理的なガードを無視して慶一郎の身体を突き抜けた。


「くっ！」


　慶一郎はその圧力に抗しきれずに二歩、三歩と後退した。なんとか耐えてダウンはまぬがれたものの、残る体力の大半をゴッソリと削けずり取られた感覚があった。


　静馬は驚きながらも、不満そうに鼻を鳴らす。


「オレの〈紅あかい牙きば〉を食らって倒れへんとはな……まさか南雲、今のが見えたんか？」


「草[image: ]……その技、どこで覚えた？」


「技はオレのオリジナルや。力の溜め方は、小学生ん時に近所におった酒臭くさいおっさんから教わったけどな」


「なるほどな……」


　慶一郎は静馬の言う『酒臭いおっさん』の正体についてすぐに思い当たった。大阪の外語大に通かよっていた頃ころに出会ったその人物は、ほとんど一日中、まるで水のように酒を飲んでいたのである。


（つまり、俺と同じ師し匠しように学んだってわけだ！）


　慶一郎は藤堂が静馬に肩入れする理由を悟さとった。草[image: ]静馬という少年は間違いなく本物の天才だった。


「なに一人で勝手に納なつ得とくしとんねん!?　それよりオレの質問に答えんかい！」


「フッ……なら、これが答えだ！」


　慶一郎は息い吹ぶきの声を上げ、体内の〈龍りゆう気き〉を活性化させた。腰だめに構えた両手の間に目ま映ばゆい黄金色の光がほとばしる。


「な、なんやそれは!?」


「この〈龍気〉はお前の牙と同じ性質の力だ。自分以外にこの力を操あやつれる人間はいないとでも思っていたのか？」


　静馬は慶一郎の言葉に少なからぬ衝撃を受けたようだったが、すぐに犬けん歯しを剝むいて笑った。


「なるほどなあ……校長がお前呼んだ理由がやっと判わかったわ」


　静馬の手から紅ぐ蓮れんの炎のような〈熱気〉が噴き上がった。


「オレの〈炎の虎とら〉とどっちが強いか──勝しよう負ぶや──!!」


　二人は互たがいに必ひつ殺さつの〈神威の拳〉の構えのままにらみ合った。


『こ、これはいったい何が起きているのでしょうか？　両者、動きが止まりました。それにしても……さっきから感じるこの熱さはなんでしょうか!?　まるで焚たき火びの近くにでもいるような気分です……』


　実じつ況きようの中村でさえ思わず小声になってしまうほどの緊きん張ちよう感が、道場全体を支配していた。もはや誰だれ一人口をきかず、勝負を決するはずの次の一撃を待った。


（やれやれ……こいつはいかんな）


　龍気弾を撃つ構えをとったものの、慶一郎は不安だった。ソルバニアでの闘いで〈龍気〉を大量に消しよう耗もうしているため、離れた間合いから撃っては十分な威い力りよくは期待できない。


（こうなったら、奴やつが攻撃に出る瞬しゆん間かんを狙ねらって接近するしかないわけだが……さて）


　慶一郎は勝敗を分けるその一瞬をただ待った。すべてが静止したような数秒が流れ──やがて、それは訪れた。


　しびれを切らした静馬が〈熱気〉を帯びた右手を振り上げ、跳ちよう躍やくするように大きく踏ふみ込む。


「往おう生じようォォ──」


　静馬の〈炎の虎〉が解放される寸前に、慶一郎もみずから踏み込みながら右腕を突き出した。


「せいやあ！」


　静馬が薙なぎ払うように腕を振るうと、紅蓮の炎が爆発的に広がった。〈龍気〉を帯びた慶一郎の右手がその炎の壁かべを突き破る！


「──〈神しん飛ひ拳けん〉!!」


　渾こん身しんの龍気弾が、静馬の眼前で炸さく烈れつした──





　　　　五





「あ～ら涼りよう子こちゃん、いらっしゃ～い」


　保健室にやってきた涼子を笑顔で迎むかえたのは校医の菱ひし沼ぬま女史だった。その横で、筋骨隆々とした上半身裸はだかの背を向けて椅い子すに座すわっている慶一郎が、金かな縛しばりにでもなっているように身動きひとつせずに言う。


「御み剣つるぎ……助けてくれ。俺おれはいまセクハラを受けている」


「はあ!?　セ、セクハラって……？」


　涼子が途と惑まどった顔で菱沼を見ると、白はく衣いを着ていると医者というよりは科学者らしく見えるその女性校医は、口元に手を当てて艶つやっぽく微笑ほほえんだ。


「いやですわ南な雲ぐも先生ったら、手当てしてさしあげただけですのに……涼子ちゃんが誤ご解かいするじゃないですか」


「だったら意味もなく身体からだ中をいじくり回すのはやめてくれませんかね!?」


　二人を見比べておおよその事情を察した涼子は、呆あきれたように肩をすくめて言った。


「南雲先生、校医の菱沼先生はただの筋肉フェチって噂うわさですから、心配しなくても単に身体が目当てなんですよ」


「それは余計にイヤだな……」


　ゲンナリする慶一郎を無視して、涼子は菱沼に尋たずねた。


「それより菱沼先生、うちの負け犬番長は？」


「まだ寝てるわよ～」


　菱沼の示したカーテンの仕切りを開けると、ベッドの上ではシーツに包つつまった静馬が苦く悶もんするような顔で眠っていた。


「……ったく、しょうのない奴やつね」


　涼子はパイプ椅子をベッドの側そばに運んで腰掛けた。その様よう子すを面おも白しろそうに眺ながめていた菱沼が、急に思い出したように言う。


「そうだ涼子ちゃん……私たち、しばらくここを留る守すにするから、静馬君をお願いね」


「え？　あ、はい……」


「当分の間は二人っきりだから、セクハラするチャンスよ～」


「しません！」


　涼子が顔を赤くして言うと、菱沼は怪あやしげな笑みを浮かべながら、慶一郎を両手で外に押し出すようにして保健室を出て行った。涼子はカーテンを閉めて、他ほかに誰だれもいないことを確認すると、椅子を引き寄せ、少し前屈かがみになって静馬の寝顔を覗のぞき込む。


　その強きよう烈れつすぎる個性のために忘れられがちだが、草くさ[image: ]なぎ静馬は実はかなりの美男子である。涼子はしばらくの間、いつもなら横目で盗ぬすみ見ているその顔を飽あきもせずに眺めていた。


「こうして寝てればただのハンサムなのにね……地上最強の教師と闘たたかおうなんて、本当、無む謀ぼうもいいとこだわ」


　涼子はためらいがちに手を伸ばし、静馬の尖とがった鼻先に人差し指で触ふれた。すると、まるでそれがスイッチだったかのように突然静馬がパチッと目を覚まし、涼子はいきなり手首を摑つかまれて、凄すごい力でベッドの中に引っ張り込まれていた。


「あっ……！」


　静馬に強ごう引いんに抱き寄せられた涼子は胸の上に乗っかる体勢になり、互たがいの息が顔にかかるほどの近距きよ離りで見つめ合った。涼子の胸は発ほつ作さを起こしたように激しく鼓こ動どうを打ち、頭に血が上って目が眩くらんだ。


「や、やだ……あの、静馬……？」


「……おい涼子、オレはなんでこんなとこで寝とんのや!?」


　静馬は寝起きに特有の不ふ機き嫌げん極きわまる顔で尋ねた。静馬が自分でも何をしているのか分かっていないらしいと気付いた涼子は、慌あわてて身体を起こした。


「さっきまで南雲と勝しよう負ぶしとったはずや……どうなっとんねん？」


「もう……覚えてないの？　負けたのよ、あんた。ものの見事にＫＯされてね」


「このオレが!?　んなアホなことあるかい……」


「事実なんだからしょうがないでしょ？　だって──」


　静馬がひどくショックを受けた顔になっているのを見て、涼子は言葉を切った。


「ま……まあ、とにかく、空手部は廃はい部ぶの危機をまぬがれたってわけね。だいたいあんたに正義はなかったんだから、これでいいのよ」


「うるさい……何も言うな！」


　突然の剣けん幕まくに涼子は鼻はな白じろんだ。静馬は険けわしい目つきで宙をにらんでいる。


「なによいきなり……どこか痛むの？　そうだ、膝ひざ枕まくらでもしてあげましょうか～？」


「出てけ……」


「え？」


「早よ出てけっちゅうとんねん!!」


　言うなり静馬は涼子を押し退のけ、シーツに包くるまって背を向けた。断固とした拒きよ絶ぜつの態度を見せられた涼子は、そのまま何も言わず静かに保健室を出た。ドアを閉めた直後、中から慟どう哭こくするような静馬の叫さけび声が聞こえてきた。




[image: ]


「これは意外な展開ねえ～」


　すぐ横から聞こえてきたその声に振り向くと、保健室の入口の脇わきに菱沼女史が立っていた。


「菱沼先生……ここで何をなさってるんです？　さては立ち聞きしてましたね!?」


「あったり前じゃな～い！　でも超ラブラブな展開を楽しみにしてたのに、残念だわ～。静馬君って案外、泣き虫なのね～」


　物見高い菱沼に少々呆あきれながらも、涼子は静馬の気持ちがよく分かるような気がした。


「……きっと本気で勝ちたかったんですよ、あいつ」


「フン、生なま意い気きな……俺に勝とうなど十年早い！」


　その太い声は、菱沼の反対側に壁に背をもたれて立っている慶一郎のものだった。


「あーっ！　南雲先生まで一いつ緒しよになって立ち聞きしてたなんて……信じらんない!!」


「……お、俺は別に自分の意志でここにいたわけじゃないぞ」


　涼子ににらまれて、慶一郎は言い訳わけがましいことを口にした。


「しかしまあ……泣けるぐらい本気でなければ、強くはなれんよ。俺としても張り合いがないしな……とりあえず、なかなか見み処どころありと言ったところだな」


　地上最強の高校教師はそうコメントを残すと、革かわジャンを肩に引っ掛けて涼子に背を向けた。





〈龍気〉を操る不敵の拳士・南雲慶一郎。


〈炎の虎〉を宿す若き闘士・草[image: ]静馬。


〈神威カムイの拳けん〉を持つ二人の男の最初の対決は、こうして幕まくを閉じたのである──




本書は、月刊ドラゴンマガジン一九九六年十月号～十二月号に連載された作品に加筆修正したものである。






　あとがき







　初めての方、はじめまして。


　そうでない方、いや～おまっとさん！（キンキン調）


「自分で確かめてみるまでは何も信じない男」──雑賀礼史が帰ってきましたぜ!!


　伝説（？）のデビュー作〈龍炎使いの牙〉では世のボンクラどものド肝ぎもを抜き、この寒～い時代に生きる若者たちに大いなる勇気と希望を与えたわけだが……って、え？　そんな事実はない!?　おいおいウソはいかんぜ、ウソは……まあ確かに前作は異常に分厚いうえに上下巻だったし、内容は激げきハードなバイオレンスアクションだったし、イラストも含めてこれ以上ねえよってほどバリバリに硬派だったことは認めよう。『お子様に用はねえ。読みたいやつだけ買えばいいのさ』とでも言わんばかりの、新人にあるまじき居丈高で大胆不敵な挑戦的態度がありありと見てとれたことと思う。


　んが、しか～し！　今回はひと味違うぜ……もうだいぶ違う!!


　まず本が薄い！　本当はもっと薄くするつもりが、少々オーバーして並の厚さになってしまったのがちょっと残念。厚くないから物足りないという人がいたらスマン。　肝心の内容の方はというと、前回のあとがきで「次はプロの仕事をする」と宣言した手前、今回は初心者向けにかなり手加減して『なにげに買えて気楽に読めるお手軽さ』を追求してみた。でも「学園もので主人公が異世界に召喚される」という話だけ聞くといかにも『受けそうな流行りのネタをテキトーにくっつけて無難に仕上げてみました』みたいに思われるかもしれないが、さにあらず！　実はこの〈召喚教師〉こそ〈龍炎使い〉とデビュー作の座を争ったほどの作品なのである。


　だいたい学園もののくせに主人公が教師でしかも二十九歳！　異世界で物語が展開するかと思えばそうでもなく、真面目に教師生活を描くわけでもなく、本格的な格闘アクションというわけでもない……ほ～ら、無難どころかなんかヤバそうな気配がしてきたでしょ？　なにせ作者自身が（この話はこれで本当に成り立ってるのか!?）としばらく悩んでたほどだから……いやマジで。普通の作家なら安全な方向へ軌道修正して小さくまとめるところを、あえてそのまま行ってしまうところが我ながらさすがだと思うが……どうか？





　さて、ご存じの方もいるかと思うが、本書は月刊ドラゴンマガジンに連載された同名作品を文庫化したものである。連載といってもわずか三回の短期集中連載だったので、中味はほとんど書きおろしになっている。文庫としての執筆期間はおよそ二カ月だが、連載の方も含めるとほとんど一年がかりの大仕事だった。その間の苦労話や恨うらみ言ならそれこそ山のようにあるのだが、とりあえず「実力の半分も出さなかったがてんで楽勝だった」とだけ報告しておこう（裏を読むように）。





　作家の仕事は地味なうえに孤独だ。書き上げた作品が世に出て読者の目に触ふれるまで最低でも二、三カ月のタイムラグがあり、読者の反響となるとさらにその後ということになる。そう考えるとどうしてもテンションが下がり気味になってしまうので、そんな雑賀に活を入れるべく、感想などを編集部の方へガスガス容赦なく送り付けてもらいたい。


　ん～、しかし感想だけというのもアレなので、ひとつクイズでも出しておこう。


　主人公が教師のくせに本文中にはそれらしい描写がほとんどないが、ワンシーンだけ授業の場面がある──そこで問題！


〈Ｑ：慶一郎が授業で使っている教材の原典は何か？〉


　ヒントは洋楽の歌詞。見事正解した方には何かあげようと思う。正解は第二巻（出ればの話だが）にて発表……なに、ヒントが少ない？　しょうがないな……じゃあキーワードを教えよう！　『重金属・カボチャ・八〇年代』これだけあれば十分だろう。三十歳前後の洋楽に詳くわしいお兄さんに聞けばすぐに分かるはずだ。近くにいない人は自力で調べるように。ふるってご応募お待ちしております。





〈召喚教師〉は今後は文庫の書きおろしをメインに、本誌の方ではゲリラ的に顔を出していく予定だが、どこまで続けられるかは諸君の応援しだいというわけで……ひとつヨロシク。あと、〈龍炎使い〉の方は再開のメドが立っていないだけで終わったわけではないのでご安心を。他にも構想中のネタはいくらでもあるのだが、まずこの本が売れてくれないことには何も書けないという厳しい状況なのだ。とにかく今世紀中にはなんとかする予定なので、しばらくお待ち下さい。


　てなわけで、次はもっとカッ飛ばしていくぜい。


　では、また。





　　　平成八年十二月五日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール１





雑さい賀が礼れい史じ
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